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２ 現状と 2017 年度の活動状況 
本所は、教職員 334 名、大学院生等 194 名に客員教員・民間等共同研究員を加えて総勢 562 名
（内外国人 113 名）で構成されており(2018 年 4 月 1 日現在)、我が国の国立大学附置研究所の中






されている。本所の教員数は、2018 年 4 月 1 日現在、教授 27、准教授 32、講師 2、助教 59、助
手 6 である（特任教員（研究）を含む）。 















本所の研究活動による成果論文の発表状況（詳細は第 4章および付録に記載）は、年間 512 編
（2017 年 1－12 月出版 Web of ScienceTM （クラリベイト・アナリティクス）収録論文）である。
このうち海外機関との共著論文は 219 編、海外機関共著比率 42.8%である。2011 年以降、総論文
数はほぼ横ばいだが、海外機関共著論文比率は増加傾向にあり 2016 年に引き続き 40%を超えた。 
 
２－１－１．社会的課題に応える戦略的研究の推進‐重点 3 研究分野の更なる推進と強化 
 「社会基盤材料」「エネルギー材料」「エレクトロニクス材料」の 3分野を推進するため、低炭
素社会基盤材料融合研究センター（2015 年 3 月末廃止）から発展的改組拡充した先端エネルギー







年 4 月に先端エネルギー材料理工共創研究センター（E-IMR）を設立した。4 つの研究部と国際共
同研究部を設置し、それぞれに理学・工学分野また企業出身者の研究者を融合して配置すること









物質材料科学・中性子科学の継続的発展に貢献する目的で 2010 年度に発足した。 
2017 年度の主要な取り組みとして以下のことを実施した。 
aሻ	 物質・材料研究における戦略的中性子利用を推進するため、大学共同利用の元で運営する中性
子散乱装置 の保守、管理を行った。研究用原子炉 JRR-3 の再稼働後に共同利用が速やかに再開で
きる環境を整えると同時に教育用中性子散乱装置の立ち上げに着手し、これら装置の利用推進ロ






















 2012 年度より開始された 6 大学連携（本所、東工大応セラ研、阪大接合研、名大エコトピア研、
東医歯大生材研、早大ナノ理工)による特異構造金属・無機融合高機能材料開発共同研究プロジェ
クト（六研プロ）は 2015 年度に終了したが、その連携研究は高く評価され、後継事業「学際・国





科と連携して生体材料に関する国際ワークショップ「International Workshop on Biomaterials 
in Interface Science」（ICC-IMR の協力）を 8月に開催し、6 か国から 14 名を招いて材料系の研
究者と歯学・医学系研究者との分野横断的な連携を図った。また、本学ロシア交流室と協力し 3







 HPCI 戦略プログラム第 2 戦略分野「新物質・エネルギー創成」において東大物性研、分子研と


























的研究の創出を目的とした若手研究者対象のプロジェクトである。なお、2017 年 10 月より 2 セ
ンターが新たに加入し、現在 11 部局体制となっている。具体的な企画立案・推進ＷＧが組織され、
本所助教がＷＧ委員として参画した。2017 年度には、①ワークショップ（7 月 3 日参加 106 名 発
表数 94 件）、研究会（12 月 5 日-6 日 参加 42 名）の開催 ②若手アンサンブルグラント（萌芽
的研究 申請 23 件（本所１件）、採択 12 件（本所 0 件） 発展課題 申請 5 件（本所１件）、採









２－１－３．Essential Science Indicators による世界的位置付け 
 2018 年 7 月の Essential Science Indicators（期間：January 1, 2008 – April 30, 2018）に
よれば、本学の材料科学分野の被引用数合計は 72,495 回（論文数 6,041 編）で、世界第 37 位（国
内では NIMS(22 位)に次ぎ第 2 位）である。本学の同分野の Highly Cited Papers（当該分野にお
ける被引用数が世界のトップ 1％の論文）は 55 編であり、うち本所教員によるものが 18 編と、
その約 32.7％を占めている。本所が材料科学分野において国際的に卓越した研究拠点であること
を示している。 
 また、同期指標において本学の物理学分野の被引用数合計は 142,794 回（論文数 9,931 編）で
世界第 59 位（国内では東大(17 位)に次ぎ第 2位）である。本学の同分野の Highly Cited Papers







 また本所の研究グローバル化を測る指標である国際共著論文数に関しては、2017 年 1－12 月の














 本所では 2017 年度において 38 件の学術賞の受賞があった。特に、平成 29 年度の科学技術分野
の文部科学大臣表彰科学技術賞として高梨弘毅教授「規則合金のナノ構造化とスピントロニクス
機能に関する研究」、創意工夫功労者賞として菅原孝昌技術専門員「ベータ型酸化ガリウムナノ構
造体作製技術の考案」が受賞した。また第 67 回（平成 29 年度）河北文化賞を松岡教授が受賞し








開催している。第 14 回となる 2017 年度は「New Frontier of Molecular Materials」をテーマに





韓国科学技術研究院(KIST)との大学間交流協定（2016 年 8 月）を踏まえて KIST-Tohoku 











っている。2017 年度は夏の学校を 7月 31 日－8月 4 日に実施し、全国 8 大学 1 企業から 21 名の
参加があった。インターンシップは8月21－25日に実施し、全国6高専から6名の参加があった。 
また、文部科学省国際原子力人材育成イニシアチブ事業「放射性廃棄物処理・処分における分




1949 年の第 1 回講演会以来、所内講演者に加えて異なる専門分野の研究者を特別講師として学
内外から招聘し、毎年度 2 回（春・秋）開催している。特に、学生を含む若手研究者の研究発表
の実践修練の場としてポスター発表を実施し（英語発表を奨励）、優秀発表を表彰することで研究
奨励している。2017 年度は、第 133 回（春）を外部特別講師 2 名を迎えて開催し、100 名余の参
加者と若手研究者・学生による 68 件のポスター発表があった。第 134 回（秋）は、外部特別講師
2 名を迎えて開催し、100 名余の参加者と若手研究者・学生による 68 件のポスター発表があった。 
 
２－３ 共同利用・共同研究拠点 






2017 年度の共同利用・共同研究実施件数、受け入れ研究者延べ人数（ICC-IMR を除く） 
区分 件数/研究者数 
研究部 118 件/1,162 人 
量子エネルギー材料科学国際共同研究センター 88 件/400 人 
新素材共同研究開発センター 91 件/228 人 
強磁場超伝導材料研究センター 103 件/598 人 




































 本センターにおける、2017 年度の主要な産学官連携活動は以下のとおりである｡ 




b) 社会人教育として、ものづくり基礎講座（5 回、計 205 名）、「KC みやぎスキルアップセミナー」
（2 回、計 40 名）、兵庫県立大学・金属材料学入門「匠の技プロジェクト」（8 回、計 169 名）等
を実施し、個別企業からの教育依頼等の対応を行った。 
c) 企業 35 社との共同研究、3 件の実用化販売、7件のサンプル出荷を行った。また中小企業庁戦
略的基盤技術高度化支援事業（3 件）、経産省「医工連携事業化推進事業」等に採択され、企
業との共同研究を進めた。そのほか特許 3 件、競争的資金獲得 48 件があった。 















年に第 1 回を開催以来、90 年以上前から企業研究者を対象として実施している。近年は隔年で仙
台と国内他地域での交互開催とし、新たな地域産業界とのつながりを構築し、より広範な参加企
業、参加者との交流促進を図っている。2017 年度は、本所において開催し、企業関係の技術者・
研究者、学生等 51 名（うち民間企業 36 名）の受講生の参加があった。 
 
（３）産学連携イベントへの参加 
















 吉川教授が設立した大学発ベンチャー・株式会社 Piezo Studio は東北大学ベンチャーパートナ
ーズから出資を受け高速起動ランガサイト振動子をはじめとする電子デバイスの製品化と事業拡
大を図っている（2017 年 4 月）。また、新たな金研発ベンチャー企業２社（パンソリューション













所で開講している。2017 年度は 8 月 22－25 日に 49 名の参加者を得た。「地球にやさしいエネル
ギーと環境・省エネルギー技術」をテーマに、40 代から 80 代までの幅広い世代の受講者に、循
環型社会構築にかかる最新の研究事情を紹介し、多様な意見の交換の場として機能を果たした。 
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 野尻 浩之 教授  藤原 航三 教授 
 永井 康介 教授  正橋 直哉 教授 
 淡路  智 教授  秋山 英二 教授 
 市坪  哲 教授  髙橋 嘉典 事務部長 
 髙橋 嘉典 事務部長    
      
（６）戦略企画室 （７）目標・計画対策室 
 室長 宇田  聡 教授  室長 高梨 弘毅 教授 
 室員 高梨 弘毅 教授  室員 今野 豊彦 教授 
 今野 豊彦 教授  佐々木孝彦 教授 
 佐々木孝彦 教授  髙橋 嘉典 事務部長 
 野尻 浩之 教授  千葉 史朗 総務課長 
 古原  忠 教授  小澤  浩 経理課長 
 齊藤 英治 教授  武田 秀一 総務係長 
 折茂 慎一 教授  千葉 茂美 人事係長 
 宮坂  等 教授  山崎 宏美 研究協力係長 
 髙橋 嘉典 事務部長  小野寺達也 司計係長 
 湯本 道明 特任教授  湯本 道明 特任教授 
    福士 邦彦 総務係員 
    横山 美沙 助手 
      
（８）産学官連携推進室 （９）安全衛生管理室 
 室長 古原  忠 教授  室長 今野 豊彦 教授 
 室員 正橋 直哉 教授  室員 古原  忠 教授 
 今野 豊彦 教授  我妻 和明 教授 
 松岡 隆志 教授  野尻 浩之 教授 
 千葉 晶彦 教授  千葉 晶彦 教授 
 吉川  彰 教授  杉山 和正 教授 
 加藤 秀実 教授  宮坂  等 教授 
 河野 龍興 特任教授  加藤 秀実 教授 
 髙橋 嘉典 事務部長  野島  勉 准教授 
    山村 朝雄 准教授 
    佐藤 忠重 助手 
    小澤  浩 経理課長  
　１．研究経費の状況
  　【予算の推移】






































　　 　金額（単位 ： 百万円）
  　【科学研究費助成事業の推移】
　　 　金額（単位 ： 百万円）













件 数 金 額 件 数 金 額
申請 0 0 0 0
採択 0 0 0 0
申請 14 316,484 33 859,263
採択 9 84,600 14 111,300
申請 6 289,420 5 293,620
採択 2 55,200 2 54,100
申請 15 195,920 18 341,000
採択 9 76,200 9 110,400
申請 32 210,511 31 182,544
採択 26 111,100 24 102,800
申請 17 32,388 22 30,472
採択 16 18,600 14 17,100
申請 35 83,962 9 9,000





申請 16 197,660 16 202,834
採択 9 73,100 8 49,200
申請 25 57,230 34 71,323
採択 16 22,000 20 27,900
申請 6 8,368 7 9,650
採択 3 3,500 4 4,400
申請 0 0 0 0
採択 0 0 0 0
申請
採択 0 0 0 0
申請 20 18,600 16 14,200
採択 20 18,600 16 14,200
申請 0 0 0 0
採択 0 0 0 0
申請 186 1,410,543 216 2,102,136




































青木　大 教授 72,800,000円 2015-2019
16H00954
プロトン-強相関パイ電子複合系における協働的電荷ダイナミクスのノイズ分光
佐々木　孝彦 教授 2,600,000円 2016-2017
16H00977
トポロジカル超伝導体へのスピン流注入と逆スピンホール効果
塩見　雄毅 助教 2,470,000円 2016-2017
16H01060
URu2Si2の強磁場磁気秩序と磁気相関の起源の解明
野尻　浩之 教授 4,290,000円 2016-2017
16H01061
スピン軌道相互作用によって保護される電場誘起伝導界面の新奇超伝導物性
野島　勉 准教授 4,160,000円 2016-2017
17H05137
層状分子磁石における動的π造形による物性制御
宮坂　等 教授 3,640,000円 2017-2018
17H05138
水素ダイナミクスと結合したπ造形システムにおける確率共鳴による新規デバイスの創出
橋本　顕一郎 助教 3,120,000円 2017-2018
17H05173
Efficient Thermal Spin Conversion in Spin-spiral Systems
Tretiakov Oleg 助教 2,080,000円 2017-2018
17H05208
スピントロニクスデバイスを基盤とした局所原子配列と磁気機能の相関解明
水口　将輝 准教授 2,860,000円 2017-2018
17H05325
分極効果の能動的作用による窒化物半導体の伝導制御
谷川　智之 講師 1,950,000円 2017-2018
研究種目




木口　賢紀 准教授 14,560,000円 2017-2018
17H05350
非反転対称磁性体を舞台とした磁気・キラル協奏電子物性の創出
谷口　耕治 准教授 2,470,000円 2017-2018
17H05473
中性子散乱を用いた複合アニオン化合物の構造解析






















塚崎　敦 教授 6,370,000円 2015-2018
16H02269
化学的相互作用／物理応答の協奏的可逆変換を実現する多孔性導電性磁石の創製
宮坂　等 教授 14,950,000円 2016-2018
16H02446
微小欠陥－元素分布トモグラフィー法による原子炉構造材料の照射劣化機構の解明
永井　康介 教授 13,780,000円 2016-2018
16H02125
中性子スピンプリズム法の確立と超伝導体の電子多自由度マルチダイナミクスの研究
藤田　全基 教授 10,140,000円 2016-2020
研究種目




水口　将輝 准教授 23,400,000円 2017-2019
17H01330
軽元素のスピノーダルオーダリングを活用した鉄鋼の新規な高強度化原理の構築
古原　忠 教授 17,940,000円 2017-2019
17H01336
温度場の直接観察による固液界面ダイナミクスの解明
藤原　航三 教授 27,690,000円 2017-2019
17H01329
金属用３Ｄプリンタで形状だけでなく内部組織を自在に制御するための材料科学








藤原　宏平 講師 2,470,000円 2015-2017
15H03586
50T級次世代高電磁力超伝導マグネット技術の構築
淡路　智 教授 4,420,000円 2015-2017
15H03747
共鳴錯乱法を応用したスピネル型鉱物の陽イオン原占有率精密解析
奥部　真樹 准教授 910,000円 2015-2017
15H04118
協奏的フラストレーションに着目したリラクサー組成相境界形成のダイナミクス
木口　賢紀 准教授 2,080,000円 2015-2017
15H04141
複雑合金相の構造安定化と原子振動　-透過電子顕微鏡による挑戦-
今野　豊彦 教授 1,560,000円 2015-2017
15H04138
環境浄化および生体適合性に優れた二酸化チタンの研究
正橋　直哉 教授 1,690,000円 2015-2018
16H03855
融液イオン種の偏析係数を１とする真のニオブ酸リチウム・コングルエント融液の開発
宇田　聡 教授 5,070,000円 2016-2018
研究種目




沓掛　健太朗 助教 5,980,000円 2016-2018
16H03857
窒素極性窒化物半導体による二次元電子ガス発生構造の成長技術
松岡　隆志 教授 5,330,000円 2016-2018
16H04005
強磁場自由電子レーザーX線回折・分光法による磁気・電荷・格子相関の解明
野尻　浩之 教授 5,980,000円 2016-2018
16H04006
反転対称性の破れとフェルミオロジーが切り拓く5f電子系の新奇物性
青木　大 教授 2,860,000円 2016-2018
16H04007
新しい偏極中性子散乱手法を用いた高次スピン及び軌道自由度の検出
南部　雄亮 准教授 5,590,000円 2016-2018
16H04210
非晶質中距離秩序構造の起源：化学的短距離秩序構造とバーナル空隙のハーモニー
杉山　和正 教授 3,380,000円 2016-2018
16H04211
放電プラズマ焼結と熱時効による遷移金属基炭窒化物の相分離機構の解明とナノ構造制御
後藤　孝 教授 4,810,000円 2016-2018
16H04487
低エネルギー高速磁化反転技術のための反強磁性構造の創製
関　剛斎 准教授 4,420,000円 2016-2018
16H04505
光導波型相分離シンチレータの規則構造制御による高解像度化と大口径化に関する研究
吉川　彰 教授 6,240,000円 2016-2018
16H04516
パーライト変形能の起源解明-脆性セメンタイト相の微小体積力学特性-
岡本　範彦 准教授 3,770,000円 2016-2018
16H04532
ひずみ場制御による鉄鋼材料のせん断型変態組織の微細化法確立
宮本　吾郎 准教授 4,030,000円 2016-2018
17H01903
アルミニウム展伸材の高度循環利用に資するビーム走査型レーザー発光分析装置の開発
我妻　和明 教授 14,560,000円 2017-2019
研究種目




BELOSLUDOV, Rodion V 准教授 8,710,000円 2017-2019
17H03435
鉄鋼関連材料の新しい迅速分析法の確立
今宿　晋 准教授 10,920,000円 2017-2019
17H03517
陽電子消滅法と昇温脱離分析による原子力材料中の水素－空孔型欠陥相互作用の解明
外山　健 准教授 10,530,000円 2017-2019
17H02917
量子磁性体の電気磁気効果と非相反応答
木村　尚次郎 准教授 15,470,000円 2017-2020
15H03747
共鳴錯乱法を応用したスピネル型鉱物の陽イオン原占有率精密解析（繰越分）
奥部　真樹 准教授 300,000円 2015-2017
16H04007
新しい偏極中性子散乱手法を用いた高次スピン及び軌道自由度の検出（繰越分）
南部　雄亮 准教授 200,000円 2016-2018
16H04210
非晶質中距離秩序構造の起源：化学的短距離秩序構造とバーナル空隙のハーモニー（繰越分）








和田　武 准教授 1,300,000円 2015-2017
15K06663
カスケード損傷における格子間原子集合体の一次元運動　-機構解明とモデリング-
佐藤　裕樹 准教授 1,300,000円 2015-2017
15K05156
結晶の空間反転対称性に着目した強相関化合物の超高圧下における新奇量子現象の探索
本多　史憲 准教授 1,040,000円 2015-2018
16K04913
磁気電気化学マイクロ渦流における対称性の破れとキラル界面形成の研究
茂木　巖 助教 1,170,000円 2016-2018
研究種目




高橋　弘紀 助教 1,040,000円 2016-2018
16K05430
強相関π電子系における乱れによる電子フィリング変化とπ-d電子間相互作用の解明
井口　敏 准教授 1,560,000円 2016-2018
16K05738
イオンインターカレーションによる中性錯体分子結晶の磁気秩序制御
谷口　耕治 准教授 1,820,000円 2016-2018
16K06766
高密度水素を含有する錯体水素化物における形成機構の解明と新規物質探索への展開
佐藤　豊人 助教 1,690,000円 2016-2018
16K06767
原子炉圧力容器を脆化させる析出相の結晶構造と機械的性質の解明
松川　義孝 助教 1,690,000円 2016-2018
17K00620
金属スクラップ選別へのショート/ロングパルス同軸落射によるレーザープラズマ制御
柏倉　俊介 助教 3,510,000円 2017-2019
17K05485
スピン軌道結合磁性体における異常スピン電磁応答
野村　健太郎 准教授 1,560,000円 2017-2019
17K05511
Antiferromagnetic Skyrmions
Tretiakov Oleg 助教 2,080,000円 2017-2019
17K06110
計算科学手法に基づく難加工基板の高効率な化学機械研磨シミュレータの開発








杉山　和正 教授 780,000円 2015-2017
16K13827
スピノン・スピン流の実験的開拓
塩見　雄毅 助教 1,690,000円 2016-2017
研究種目




且井　宏和 准教授 1,560,000円 2016-2017
16K14370
高スピン偏極状態を有する4元系ホイスラー合金材料の探索研究
梅津　理恵 准教授 1,820,000円 2016-2017
16K14373
ユニバーサルな固溶強化理論の新構築-希薄・高濃度合金から高エントロピー合金まで
岡本　範彦 准教授 780,000円 2016-2017
16K14378
応力誘起変態制御による新奇蛍石型強誘電体薄膜の単相化とドメイン形成のダイナミクス
木口　賢紀 准教授 1,300,000円 2016-2017
16K14444
レーザ誘起プラズマ分光法を用いたリチウムイオン電池材料の定量分析法の確立と応用
今宿　晋 准教授 910,000円 2016-2017
16K14533
アクチノイド化学基盤の再構築をめざすフタロシアニン錯体の単分子解析と核医薬応用








折茂　慎一 教授 4,160,000円 2017-2018
17K19168
高水素配位錯体水素化物における新規固体イオニクスの開拓
高木　成幸 准教授 3,770,000円 2017-2018
17K18970
整合多層膜の自己調整応力場を用いたクロスオーバー状態の誘起と機能性の創出




清水　康雄 助教 3,900,000円 2015-2017
16H05981
電気化学エッチングを用いた極薄膜物性の開拓
塩貝　純一 助教 4,030,000円 2016-2017
研究種目




吉田　健太 助教 5,070,000円 2016-2018
16H06119
高水素配位錯イオンの創製とエネルギー関連機能の創出
髙木　成幸 准教授 3,770,000円 2016-2018
16H06121
CVD技術による傾斜機能性ダイヤモンド粉体の創製と焼結原理の構築
且井　宏和 准教授 3,770,000円 2016-2018
16H06123
革新的シリコン基板の創製を目指したシリコンクラスレートの結晶成長技術の確立
森戸　春彦 准教授 9,880,000円 2016-2018
17H04806
カンチレバーを用いたベリー位相磁場の力学的検出
塩見　雄毅 助教 21,060,000円 2017-2018
17H04957
格子欠陥エンジニアリングによる加工誘起マルテンサイト変態の制御と基礎原理の確立
山中　謙太 助教 12,480,000円 2017-2019
16H06121
CVD技術による傾斜機能性ダイヤモンド粉体の創製と焼結原理の構築（繰越分）








鈴木　謙介 助教 1,300,000円 2015-2017
15K18199
Coの添加による高磁束密度低鉄損FeCoSiBPCu軟磁性材料の創製
張　岩 助教 1,430,000円 2015-2017
15K18244
無容器凝固プロセスを用いた鉄系非晶質材料の組織制御指針の構築
吉年　規治 助教 780,000円 2015-2017
16K17733
アクチノイド化合物の新物質開発と新奇なフェルミ面の解明
仲村　愛 助教 2,080,000円 2016-2017
研究種目




木原　工 助教 910,000円 2016-2017
16K17740
中性子散乱による重い電子系セリウム化合物における磁性と超伝導の共存競合問題の研究
池田陽一 助教 780,000円 2016-2017
16K18254
MgB2超伝導体の組織形成のマルチスケール追跡による粒間構造制御と臨界電流向上
嶋田　雄介 助教 1,690,000円 2016-2017
16K18074
窒化物半導体デバイスに印加される分極電界の観測と制御
谷川　智之 講師 1,170,000円 2016-2018
16K18231
強磁性元素添加による結晶相制御を利用したHfO2基マルチフェロイック超薄膜の創生
白石　貴久 助教 1,300,000円 2016-2018
17K14102
Quantitative calculation of magnon transport properties of insulators
Barker Joseph 助教 3,640,000円 2017-2018
17K14330
NMRによる強相関有機Dirac電子系の量子極限相図の解明
平田　倫啓 助教 2,730,000円 2017-2018
17K14430
摩擦が誘起する化学反応の第一原理シミュレーション解析：低摩擦・低摩耗に向けた設計
大谷　優介 助教 1,560,000円 2017-2018
17K14830
異なる錯イオンが共存した新規錯体水素化物の創製とエネルギー関連機能の評価
李　関喬 研究支援者 2,600,000円 2017-2018
17K17581
合金元素が窒素オーステナイトのフェライト変態へ及ぼす影響の包括的解明
佐藤　充孝 助教 2,340,000円 2017-2018
17K17609
ナノ塑性加工による相分離制御と化学プロセスの融合による層状Ti-Al合金の機能化
魏　代修 助教 2,210,000円 2017-2018
17K14328
純良単結晶によるウラン系エキゾチック超伝導の対称性と磁気応答の研究
清水　悠晴 助教 2,990,000円 2017-2019
研究種目




有馬　寛 助教 2,730,000円 2017-2019
17K14651
シリコン基板上への軽元素侵入型垂直磁化膜の創製
伊藤　啓太 助教 1,690,000円 2017-2019
17K14840
粒界整合性を考慮した鉄合金における溶質元素粒界偏析の本質的理解








山路　晃広 助教 1,430,000円 2016-2017
17H06518
光相変化材料の超高速相転移過程における共鳴結合崩壊ダイナミクスの研究
谷村　洋 助教 1,430,000円 2017-2018
17H06519
錯体水素化物のリチウムイオン伝導機構解明と材料開拓








Cahaya Adam Badra ＤＣ１ 800,000円 2015-2017
15J03412
ディラック－ワイル電子系におけるスピン電磁結合の理論
紅林　大地 ＤＣ１ 800,000円 2015-2017
16J01981
トポロジカル絶縁体・超伝導体における電流・熱流・スピン流の新奇な創発現象
小林　浩二 PD 1,560,000円 2016-2017
16J02071
異方性超分子格子の開発と機能性分子の導入による物性制御
福永　大樹 ＤＣ２ 800,000円 2016-2017
研究種目












大門　俊介 ＤＣ１ 1,100,000円 2016-2018
16J03699
超伝導を用いたトポロジカルスピン流物性の開拓
Lustikova Jana ＤＣ１ 1,100,000円 2016-2018
17J01001
XFELパルス強磁場X線回折・分光によるスピンクロスオーバー転移の研究
松澤　智 ＤＣ２ 1,000,000円 2017-2018
17J03130
微小欠陥-元素分布トモグラフィーによる原子炉圧力容器鋼の照射脆化機構の解明
下平　昌樹 ＤＣ２ 900,000円 2017-2018
17J03160
新規ジルコニア薄膜におけるマルチフェロイック特性の発現に関する研究








張　俊 ＤＣ１ 900,000円 2017-2019
17J03074
ワイドバンドギャップと高発光量を有した新規パイロシリケート単結晶の開発・特性評価
堀合　毅彦 ＤＣ１ 1,000,000円 2017-2019
17J08120
リチウムイオン電池を凌ぐ高エネルギー密度マグネシウム蓄電池の開発
下川　航平 ＤＣ１ 900,000円 2017-2019
【本研究所教職員等が研究分担者の場合(29件)】
研究種目













教授 9,971,000円 村上　修一 東京工業大学
26103006
トポロジカル物質ナノ構造の輸送現象
野村　健太郎 准教授 8,840,000円 藤澤　利正 東京工業大学
15H05854
J-physics：多極子伝導系の物理の研究総括













青木　大 教授 3,900,000円 石田　憲二 京都大学
15H05745
フラストレーションが創るスピンテクスチャ
南部　雄亮 准教授 49,348,000円 川村　光 大阪大学
17H06137
研究種目












千葉　晶彦 教授 392,939円 小泉　雄一郎 大阪大学
17H01329
ナノヘテロ構造制御によるナノ結晶/アモルファス複合合金の高強度・高延性化
加藤　秀実 教授 1,300,000円 山崎　徹 兵庫県立大学
17H01334
ナノヘテロ構造制御によるナノ結晶/アモルファス複合合金の高強度・高延性化












松岡　隆志 教授 390,000円 石橋　晃 北海道大学
16H04221
固溶強化Cu-Snマトリックスを用いた核融合用高強度Nb3Sn超伝導線材の開発




山路　晃広 助教 1,560,000円 関谷　洋之 東京大学
17H02884
鉄系超伝導体超薄膜における巨大熱電応答




  研究分担者　　    身分　　　      2017年度配分額　　研究代表者　　 　研究代表者所属機関
　 研究課題　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　課題番号
高強度レーザー反応場を利用した高次ナノ構造の高速化学気相析出
吉川　彰 教授 806,000円 伊藤　暁彦 横浜国立大学
17H03426
高強度レーザー反応場を利用した高次ナノ構造の高速化学気相析出
且井　宏和 准教授 403,000円 伊藤　暁彦 横浜国立大学
17H03426
高強度レーザー反応場を利用した高次ナノ構造の高速化学気相析出








小泉　晴比古 助教 130,000円 小島　謙一 横浜創英大学
16K06708
イオン照射下での格子間原子集合体の一次元運動機構の解明及びモデリング


















































































































































































































































































































































































































































































































ている LBO を用いたSAW フィルタを置換えるランガサイト型結晶 SAW フィルタの開
発とその実用化を目的とする。従来材料 LBOは優れた減衰特性を有するものの、吸
湿性が高く水分を排した特殊な専用ラインが必要なため、安定した供給体制に課題が
あった。LBO 代替とされる LiTaO3 は、通過域近傍の減衰に課題があり、その改善が
必要とされていた。本研究開発では、吸湿性のない新材料を用い、かつ急峻な減衰特















氏   名 年月日 異動種別 職名 
千 星   聡 2017. 4. 1 採 用 准教授 
志 賀 敬 次 2017. 4. 1 採 用 助教 
谷 村   洋 2017. 4. 1 採 用 助教 
杉 山 和 正 2017. 4. 1 任用更新 教授 
清 水 康 雄 2017. 4. 1 任用更新 助教 
志 村 玲 子 2017. 4. 1 任用更新 助教 
長 迫   実 2017. 4. 1 任用更新 助手 
網 谷 健 児 2017. 4. 1 任用更新 特任准教授（研究） 
水 越 克 彰 2017. 4. 1 任用更新 特任准教授（研究） 
寺 田 弥 生 2017. 4. 1 任用更新 特任准教授（研究） 
大 谷 優 介 2017. 4. 1 任用更新 特任助教（研究） 
王     昊 2017. 4. 1 任用更新 特任助教（研究） 
髙 木 成 幸 2017. 4. 1 配置換 准教授 
井 口   亮 2017. 4.30 辞 職 助教 
柏 倉 俊 介 2017. 5. 1 任用更新 助教 
岡 本 範 彦 2017. 6. 1 採 用 准教授 
佐 藤 裕 樹 2017. 8.31 辞 職 准教授 
志 村 玲 子 2017. 9.30 任期満了 助教 
大 谷 優 介 2017. 9.30 辞 職 特任助教（研究） 
笠 田 竜 太 2017.10. 1 採 用 教授 
大 谷 優 介 2017.10. 1 採 用 助教 
吉 野 将 生 2017.10. 1 採 用 助教 
沓 掛 健太朗 2017.10. 1 任用更新 助教 
塩 見 雄 毅 2017.10.31 辞職（転出） 助教 
沓 掛 健太朗 2017.10.31 辞職（転出） 助教 
BARKER JOSEPH 2017.11. 1 任用更新 特任助教（研究） 
小 泉 晴比古 2017.11.30 任期満了 助教 
木 口 賢 紀 2017.12. 1 任用更新 准教授 
小 泉 雄一郎 2017.12.31 辞職（転出） 准教授 
河 口 智 也 2018. 3.15 採 用 助教 
後 藤   孝 2018. 3.31 定年退職 教授 
髙 橋 三 郎 2018. 3.31 定年退職 准教授 
氏   名 年月日 異動種別 職名 
小 無 健 司 2018. 3.31 定年退職 准教授 
李     穎 2018. 3.31 任期満了 助教 
KITIWAN METTAYA 2018. 3.31 任期満了 助教 
山 村 朝 雄 2018. 3.31 辞職（転出） 准教授 
有 馬   寛 2018. 3.31 辞 職 助教 
且 井 宏 和 2018. 3.31 辞 職 特任准教授（研究） 





１．金属物性論研究部門   部門担当教授 Gerrit Ernst-Wilhelm BAUER（2011.4 ～） 
 
【構成員】 
教授（兼）：Gerrit Ernst-Wilhelm BAUER／准教授：野村 健太郎／助教： Oleg A. Tretiakov、佐藤 浩司、Joseph Barker
／研究支援者[2 名]／JSPS 特別研究員[2 名]／事務補佐員［1 名］／大学院生［9 名］ 
【研究成果】 
The theory group concentrated efforts on the discovery and improved understanding of the effects 
of the electron spin on transport properties of selected materials, structures and devices of interest 
for the experimental groups at the IMR. We study conventional spintronics, including its extension 
to include heat transport (spin caloritronics), the magnetization dynamics in complex compounds 
by means of atomistic spin simulations, spin mechanics, in which the coupling of spin and lattice is 
considered, and spin cavitronics, the interaction of magnetic order in cavity-enhanced 
electromagnetic fields. Topologically protected spin textures especially in so-called topological 
insulators forms the second central topic of our research. Thirdly, we address the spin dynamics of 
complex compounds and spin textures such as domain walls and skyrmions by numerical 
simulations and analytical techniques. 
(1) Spintronics/spin caloritronics/spin mechanics/spin cavitronics 
We published several papers in the field of spintronics physics and devices in collaboration with 
theoretical and experimental groups. Last year we reported the modelling and experimental 
discovery of magnon-polarons, i.e. coupled excitations of the lattice and magnetization, in the spin 
Seebeck effect. We continued working on this topic by a study of the Boltzmann theory of heat and 
spin transport by coupled spin-lattice fields. We extended research on the interaction between 
magnetism and light by investigating the magnetization dynamics of yttrium iron garnet spheres 
as coupled to proximity laser light, helping to understand previous experiments. In a second new 
development, we found enhanced spin-orbit torques in materials that contain rare earth local 
magnetic moments. Specifically, we predict efficient magnetization reversal by electric fields via 
the strong spin-charge coupling in partially filled 4f-shells (Ref. 1). We developed an analytical 
theory for the interplay of dipolar interactions and large curvature of thin ferromagnetic films that 
allows tuning of the magnetic anisotropy in arbitrary directions (Ref. 2). 
(2) Spintronics of topological materials 
We theoretically investigated the anomalous Hall transport at the interface between a topological 
insulator and a magnetic insulator with magnetic textures on top. In contrast to the conventional 
topological Hall effect in normal metals, the texture yields an additional contribution to the 
  
anomalous Hall conductivity (Ref.3). We study the anomalous Hall effect and orbital 
magnetization in chiral antiferromagnets, constructing a simple tight-binding model on a stacked 
Kagome lattice structure with spin-orbit coupling and the exchange interaction between the 
localized spins and itinerant electrons. We could demonstrate that the ground state is an orbital 
ferromagnet with an easy-plane anisotropy. We discussed the relation between the orbital 
magnetization and the configuration of the Weyl points. We also theoretically investigated the 
mathematical structure of topological invariants of Weyl semimetals and clarified the interplay 
with the connectivity of the Weyl points (Ref. 4).  
(3) Skyrmions and other topological spin textures in ferromagnets and antiferromagnets 
We studied how temperature and applied fields can change the size of skyrmions in thin films in a 
completely analytic picture, which we validated by numerical calculations (Ref. 5).  
 
Ref. 1. A. O. Leon, A. B. Cahaya, and G.E.W. Bauer, Voltage control of interface rare-earth 
magnetic moments, Phys. Rev. Lett. 120, 027201 (1-5) (2018).  
Ref. 2. Oleg A. Tretiakov, M. Morini, S. Vasylkevych, and V. Slastikov, Engineering 
curvature-induced anisotropy in thin ferromagnetic films, Phys. Rev. Lett. 119, 077203 
(1-5) (2017). 
Ref. 3. Y. Araki and K. Nomura, Skyrmion-induced anomalous Hall conductivity on topological 
insulator surfaces, Phys. Rev. B 96, 165303 (1-10) (2017). 
Ref. 4. G.-C. Thiang, K. Sato, and K. Gomi, Fu-Kane-Mele monopoles in semimetals, Nucl. 
Phys. B 923, 107-125 (2017). 
Ref. 5. R. Tomasello, K.Y. Guslienko, M. Ricci, A. Giordano, J. Barker, M. Carpentieri, O. 
Chubykalo-Fesenko, G. Finocchio, Origin of temperature and field dependence of 
magnetic skyrmion size in ultrathin nanodots, Phys. Rev. B 97, 060402(R) (1-6) (2018). 
 
【研究計画】 
We will continue working along the lines set out above, i.e. pursuing the theory of transport 
properties involving the spin degree of freedom, in close collaboration with experimental groups. 
Numerical models for applied magnetic materials will be further developed with emphasis on 
transport and quantum effects. We intend to expand the research into spin cavitronics to search 
for new physics in the enhanced interaction of magnets with phononic and electromagnetic waves.  
 ２． 結晶物理学研究部門     部門担当教授 藤原 航三（2015.4 ～） 
 
【構成員】 
教授（兼）：藤原 航三(2015.4～)／准教授：森戸 春彦（2016.6～）／助教：前田 健作（2016.4～）／助教：志賀 敬次






は新たに助教 1 名が着任し、研究室の体制が整備された。半導体材料（Si）、新物質（Si クラスレート）、
金属材料（Cu、Sb）の液相成長に関して、以下の進展があった。 
 





べた。固液界面における 2 つの結晶粒界同士の反応に関して、1）Σ3 双晶粒界と小角粒界（SAGB）
が固液界面で衝突すると、これらの粒界の進行方向や粒界構造が変化することなく互いの粒界を貫通
すること（Σ3+SAGB→Σ3+SAGB）、2）2 つの小角粒界が固液界面で衝突すると新たに 1 つの小角粒
界が形成されること（SAGB1+SAGB2→SAGB3）、3）2 つの Σ3 双晶粒界が固液界面で衝突すると新た




(2) Na 内包型 Si クラスレートの新規フラックス結晶成長法の開発 
クラスレート化合物は、ケージ状に配列したホスト原子の内部にゲスト原子が内包された物質で、
その特異な結晶構造を活かして太陽電池材料や熱電変換材料への応用が期待されている。本研究では、
Na を内包した Si クラスレート（Na-Si クラスレート）の新しい結晶育成技術として金属フラックス
法を開発した。 
本年度は、フラックス金属として Sn を選定し、様々な温度条件下で結晶育成を行い、Na-Si クラス
レートの結晶成長条件を明らかにした（Ref.2）。500℃以下の温度では I 型の Na-Si クラスレートが結
晶成長し、{110}ファセット面に囲まれた粒状の単結晶が得られた。550℃以上の加熱では{111}ファセ
ット面が優先的に成長した II 型の単結晶が得られた。650℃以上でクラスレートはダイヤモンド構造




(3) Cu および Sb の固液界面の直接観察 
純金属の融点は高温度であることから、固液界面現象や融点における物性に関する研究はあまり行
われてこなかった。本年度は、Cu の固液界面における小角粒界の粒界グルーブの直接観察により、融





Ref.1  L.-C. Chuang, K. Maeda, H. Morito, K. Shiga, W. Miller and K. Fujiwara. 
In situ observation of interaction between grain boundaries during directional 
solidification of Si. 
Scripta Materialia 148, 37 – 41 (2018). 
 
Ref.2  H. Morito, M. Shimoda, H. Yamane, and K. Fujiwara 
Crystal Growth Conditions of Types I and II Na−Si Clathrates by Evaporation of Na from a 
Na−Si−Sn Solution. 
Crystal Growth & Design 18, 351 – 355 (2018). 
. 
Ref.3  K. Maeda, A. Niitsu, H. Morito, K. Shiga, and K. Fujiwara. 
In situ observation of grain boundary groove at the crystal/melt interface in Cu. 
Scripta Materialia 146, 169 – 172 (2018). 
 
Ref.4  E. Undheim, K. Maeda, L. Arnberg, R. Holmestad, K. Fujiwara and M. Di Sabatino. 
In-situ studies of multicrystalline silicon nucleation and growth on α- and β-Si3N4 coated 
substrates. 










 ３． 磁気物理学研究部門       部門担当教授 野尻 浩之（2004.4 ～） 
 
【構成員】 







なると電気分極が発生するという特異な振る舞いを明らかにした(Ref. 1 )。 
(2)Eu を含む金属間化合物系 Eu(Rh1- xIrx)2Si2 について、40 テスラまでの軟 X線円磁気二色性分光と吸
収分光により、電荷状態毎の磁気偏極を実験的に決定する方法を実証し、磁場誘起価数転移の定量的
な解析手法として確立した (Ref. 2 )。 
(3)強磁場 NMR を駆使して、2次元ワイル系である誘起伝導体において、電子相関の効果やエキシトン
相形成への不安定性など、従来のディラック電子系の理解を超えて、電子相関が本質的な役割を果た
す現象を見出した(Ref. 3 )。 
(4)東京大学のグループと協力して、強磁場を用いて、宇宙における物質の起源解明に繋がる Axion 粒
子の探索系を立ち上げ、従来の実験より、Axion の存在範囲を狭めることに貢献した。材料科学と基礎
物理学の連携による学際的な成果として注目されている。(Ref. 4 )。 
(5)Gd からなる多数の大型の多面体型分子クラスターの合成に成功し、インフォマティック的な手
法も駆使して、磁気相互作用の評価を行った。その結果、化学分野で高インパクトとされる、JACS
誌に論文が掲載された(Ref. 5 )。 
 これらの活動を通して、超強磁場量子ビーム科学という新分野確立に先導的な役割を果たし、内外で
高い評価を受け、また分子ベースの磁気材料開発に大きく貢献した。 
  Main research subjects of our group are study of magnetism under very strong magnetic fields. 
Major results obtained this year are as follows. (1)Determination of magnetic structures in 
successive phase transitions in LiNiPO4 and the finding of polar phases with commensurate 
magnetic structures, (2)Establishing the methods to determine the valence specific magnetization and the 
valence number by 40 T Soft-X-ray MCD, (3)Study of electron correlation and excitonic instability in 
organic Weil system by using high field NMR , (4)Interdisciplinary collaboration in searching 
Axion like particle by using pulsed high magnetic fields, (5)Characterization of giant Gd based 
cage shaped magnetic clusters by using an material informatic like procedure. Throughout these 
activities, we have established the high magnetic field quantum beam science as a new emerging 
research fields and contributed to the development of functional magnetic materials.  
 
Ref. 1 R, Toft-Petersen, E. Fogh, T. Kihara, J. Jensen, K. Fritsch, J. Lee, G. E. Granroth, M. B. Stone, 
D. Vaknin, H. Nojiri and N. B. Christensen, Field-Induced Reentrant Magnetoelectric Phase in 
LiNiPO4, Phys. Rev. B 95, 064421 (2017). 
  
Ref. 2  H. Yasumura, Y. Narumi, T. Nakamura, Y. Kotani, A. Yasui, E. Kishaba, A. Mitsuda, H. Wada, 
K. Kindo and H. Nojiri, 40T Soft X-ray Spectroscopies on Magnetic-Field-Induced Valence 
Transition in Eu(Rh1-  xIrx)2Si2 (x=0.3), J. Phys. Soc. Jpn. 86, 054706 (2017). 
Ref. 3  M. Hirata, K. Ishilowa, G. Matsuno, A. Kobayashi, K. Miyagawa, M. Tamura, C. Berthier 
and K. Kanoda, Anomalous Spin Correlations and Excitonic Instability of Interacting 2D 
Weyl fermions SCIENCE  358, 6369 (2017). 
Ref. 4  T. Inada, T. Yamazaki, T. Namba, S. Asai, T. Kobayashi, K. Tamasaku, Y. Tanaka, Y. Inubushi, 
K. Sawada, M. Yabashi, T. Ishikawa, A. Matsuo, K. Kawaguchi, K. Kindo and H. Nojiri, 
Search for Two-Photon Interaction with Axionlike Particles Using High-Repetition Pulsed 
Magnets and Synchrotron X Rays,  Phys. Rev. Lett. 118, 071803 (2017). 
Ref. 5  L. Qin, G-J. Zhou, Y. Yu, H. Nojiri, C. Schröder, R. E. P. Winpenny and Y. Zhen. Zheng, 
Topological Self-Assembly of Highly Symmetric Lanthanide Clusters: A Magnetic Study of 

















The aims of our groups are studies of magnetism and related phenomena under very strong 
magnetic fields. Toward these purposes, following projects will be conducted, 
(1) Development of high field neutron diffraction system in J-PARC, SNS, ILL and ISIS, 
(2) Development of high magnetic field soft X-ray XMCD and application to transition 
   metal systems and development of the element selective ESR for surface science, 
(3) Study of time-dependent phenomena and field induced electronic phase transitions by 
X-FEL-pulsed field diffraction,  
(4) Study of novel phenomena in high magnetic fields by magneto-transport, NMR and 
calorimetry and ESR, 
(5）Global Research collaboration in nano-magnetism and establishing the center in this field, 
（6）Material processing by using high magnetic fields. 
  
 ４． 量子表面界面科学研究部門    部門担当教授 齊藤 英治（2009.4 ～ 2018.3） 
 
【構成員】 
教授：齊藤 英治／准教授：高橋 三郎(2016.12 ～ 2018.3)／助教：塩見 雄毅(2013.4 ～ 2017.10)／教育支援者：邱 志
































ていました。本研究では、Pt 薄膜と磁性絶縁体 YIG 膜の間に挿入した反強磁性絶縁体 Cr2O3 の相転移












磁性絶縁体 CoO/強磁性絶縁体 Y3Fe5O12 (YIG)からなる三層接合において、CoO 層で隔てられた Co 層
-YIG 層間のスピンの相対向きによってスピン流強度が変化する現象を発見しました。伝導電子スピンの




Ref. 1 Y. Hashimoto, S. Daimon, R. Iguchi, Y. Oikawa, K. Shen, K. Sato, D. Bossini, Y. 
Tabuchi, T. Satoh, B. Hillebrands, G. E. W. Bauer, T. H. Johansen, A. Kirilyuk, Th. 
Rasing, and E. Saitoh 
All-optical observation and reconstruction of spin wave dispersion 
Nature Communications 8, 15859 (1-6) (2017). 
 
Ref. 2 K. Uchida, S. Daimon, R. Iguchi, and E. Saitoh 
 Observation of anisotropic magneto-Peltier effect in nickel 
 Nature 558, 95-99 (2018). 
 
Ref. 3 Z. Qiu, D. Hou, J. Barker, K. Yamamoto, O. Gomonay, and E. Saitoh 
Spin colossal magnetoresistance in an antiferromagnetic insulator 
Nature Materials 17, 577–580 (2018). 
 
Ref. 4 J. Cramer, F. Fuhrmann, U. Ritzmann, V. Gall, T. Niizeki, R. Ramos, Z. Qiu, D. Hou, T. 
Kikkawa, J. Sinova, U. Nowak, E. Saitoh, and M. Kläui 
Magnon detection using a ferroic collinear multilayer spin valve 










 ５． 低温物理学研究部門     部門担当教授 塚﨑 敦（2013.4 ～） 
 
【構成員】 
教授：塚﨑 敦(2013.4～)／講師：藤原 宏平(2015.4～)／助教：塩貝 純一(2014.4～)、原田 尚之(2015.4～)／ 




特に低温量子輸送現象に注力している。2017 年度は、博士後期課程学生 2 名を含む学生総数 5 名とな
った。以下に 2017 年度の研究内容を記載する。 
 2017 年度は、独自開発した電気二重層トランジスタの電気化学エッチング手法(Nature Phys. 2016)
を活用して、FeSe 界面超伝導の超伝導転移温度向上(Ref. 1)と臨界電流測定(Ref. 2) に関する研究を進
めた。FeSe バルクの超伝導転移温度(Tc)は 8K であるが、単原子層に近い極薄膜状態で、Tcが 65K や















る Bi2Se3 薄膜に Sb を高濃度添加する手法を新たに開発し、この物質系では初めて、フェルミ準位を
トポロジカル表面状態の電荷中性点に制御することに成功した(Ref. 3)。この手法は、トポロジカル表
面状態における薄膜物性研究の新たな舞台を提供する基盤技術である。 








 Ref. 1  T. Miyakawa, J. Shiogai, S. Shimizu, M. Matsumoto, Y. Ito, T. Harada, K. Fujiwara, T. 
Nojima, Y. Itoh, T. Aida, Y. Iwasa, A. Tsukazaki  
Enhancement of superconducting transition temperature in FeSe electric-double-layer 
transistor with multivalent ionic liquids 
        Physical Review Materials 2, 031801(R)_1-031801(R)_6 (2018). Editor’s suggestion. 
Ref. 2  T. Harada, J. Shiogai, T. Miyakawa, T. Nojima, A. Tsukazaki 
Critical current enhancement driven by suppression of superconducting fluctuation in 
ion-gated ultrathin FeSe 
        Superconductor Science and Technology 31, 055003_1-055003_6 (2018). 
Ref. 3  Y. Satake, J. Shiogai, D. Takane, K. Yamada, K. Fujiwara, S. Souma, T. Sato, T. 
Takahashi, A. Tsukazaki 
Fermi-level tuning of the Dirac surface state in (Bi1-xSbx)2Se3 thin films 
        Journal of Physics: Condensed Matter 30, 085501_1-085501_6 (2018). 
Ref. 4  K. Fujiwara, K. Nishihara, J. Shiogai, A. Tsukazaki 
Enhanced electron mobility at the two-dimensional metallic surface of BaSnO3 
electric-double-layer transistor at low temperature 
        Applied Physics Letters 110, 203503_1-203503_4 (2017). 
Ref. 5  Y. Fujishiro, N. Kanazawa, T. Shimojima, A. Nakamura, K. Ishizaka, T. Koretsune, R. 
Arita, A. Miyake, H. Mitamura, K. Akiba, M. Tokunaga, J. Shiogai, S. Kimura, S. Awaji, A. 
Tsukazaki, A. Kikkawa, Y. Taguchi, Y. Tokura 
Large magneto-thermopower in MnGe with topological spin texture 


















 ６． 低温電子物性学研究部門     部門担当教授 佐々木 孝彦（2010.11 ～） 
 
【構成員】 
教授：佐々木 孝彦／准教授：井口 敏／助教：橋本 顕一郎、伊藤 桂介／事務補佐員[1 名]／大学院生[5 名] 
 
【研究成果】 
本部門は，2010 年 11 月に佐々木が低温物理学研究部門から異動，昇任して前任の岩佐義宏教授(現
東大工)の後継部門として発足した．2011 年 4 月に井口准教授が東京大学より，2012 年 4 月に橋本助



















として作成できることを示した．(Ref.1)  この TTT 図には，液体の結晶化過程で一般に見られる核











Ref.1  S. Sasaki, K. Hashimoto, R. Kobayashi, K. Itoh, S. Iguchi, Y. Nishio, Y. Ikemoto, T. 
Moriwaki, N. Yoneyama, M. Watanabe, A. Ueda, H. Mori, K. Kobayashi, R. Kumai, Y. 
Murakami, J. Müller, and T. Sasaki. 
Crystallization and vitrification of electrons in a glass-forming charge liquid. 
Science 357, 1381-1385 (2017). 
 
Ref.2  M. Shimozawa, K. Hashimoto, A. Ueda, Y. Suzuki, K. Sugii, S. Yamada, Y. Imai, R. 
Kobayashi, K. Itoh, S. Iguchi, M. Naka, S. Ishihara, H. Mori, T. Sasaki and M. Yamashita. 
Quantum-disordered state of magnetic and electric dipoles in an organic Mott system. 
Nature Communications 8, 1821-1-6 (2017). 
 
Ref.3  R. Kobayashi, K. Hashimoto, N. Yoneyama, K. Yoshimi, Y. Motoyama, S. Iguchi, Y. Ikemoto, 
T. Moriwaki, H. Taniguchi, and T. Sasaki. 
Dimer-Mott and charge-ordered insulating states in the quasi-one-dimensional organic 
conductors 'P and 'C-(BPDT-TTF)2ICl2. 
Phys. Rev. B 96, 115112-1-8 (2017). 
 
Ref.4  L. Kang, K. Akagi, K. Hayashi and T. Sasaki. 
First-principles investigation of local structure deformation induced by x-ray irradiation in 
-(BEDT-TTF)2Cu[N(CN)2]Br. 
Phys. Rev. B 95, 214106-1-7 (2017). 
 
Ref.5  Y. Hattori, S. Iguchi,T. Sasaki, S. Iwai, H. Taniguchi and H. Kishida. 
Electric-field-induced intradimer charge disproportionation in the dimer-Mott insulator 
'-(BEDT-TTF)2ICl2.  















 ７． 量子ビーム金属物理学研究部門 部門担当教授 藤田 全基 (2014.1 ～) 
 
【構成員】 
教授：藤田 全基／准教授：南部 雄亮／助教：池田 陽一、鈴木 謙介／研究支援者［1 名］／技術補佐員［1 名］／事務
































Ref.1 Superconductivity-insensitive order at q ~ 1/4 in electron-doped cuprates 
H. Jang, S. Asano, M. Fujita, M. Hashimoto, D.H. Lu, C.A. Burns, C.C. Kao, and J.S. Lee 
Phys. Rev. X 7, 041066 (2017). 
 
Ref.2 Ce-substitution effects on the spin excitation spectra in Pr1.4-xLa0.6CexCuO4+δ 
S. Asano, K. Tsutsumi, K. Sato, and M. Fujita 
J. Phys. Conf. Ser. 807, 052009 (2017). 
 
Ref.3 Thermal stability and irreversibility of skyrmion-lattice phases in Cu2OSeO3 
K. Makino, J.D. Reim, D. Higashi, D. Okuyama, T.J. Sato, Y. Nambu, E.P. Gilbert, N. 
Booth, S. Seki, and Y. Tokura 
Phys. Rev. B 95, 134412 (2017). 
 
Ref.4 Crystalline Electric Field Level Scheme of the Non-Centrosymmetric CePtSi3 
D. Ueta, T. Kobuke, M. Yoshida, H. Yoshizawa, Y. Ikeda, S. Itoh, and T. Yokoo 













2) J-PARC 物質生命科学実験施設 (MLF) BL23 に、東北大学が高エネルギー加速器研究機構と共同で














 ８． 結晶欠陥物性学研究部門      部門担当教授（兼） 藤原 航三（2017.4 ～） 
 
【構成員】 










鉱山株式会社との包括的共同研究の 1 テーマへと発展している。本年度は、学術論文・解説等 6 編  





















Ref. 4 ）高真空中の Ar 原子ビーム照射で Si 基板と GaAs 基板の表面を活性化させると常温でヘテロ
接合が形成できる（表面活性化接合）ため、超高効率の積層型太陽電池へ応用が期待される。本成果




される。中でも、レーザー波長の 1/2 以下の周期をもつ構造は Fine LIPSS と呼ばれ、表面加工などへ




Ref. 1 Y. Ohno, K. Inoue, K. Fujiwara, K. Kutsukake, M. Deura, I. Yonenaga, N. Ebisawa, Y. 
Shimizu, K. Inoue, Y. Nagai, H. Yoshida, S. Takeda, S. Tanaka, M. Kohyama 
Nanoscopic analysis of oxygen segregation at tilt boundaries in silicon ingots using atom 
probe tomography combined with TEM and ab initio calculations 
J. Microsc. 268, 230-238 (2017).  
 




Ref. 3 M. Deura, K. Kutsukake, Y. Ohno, I. Yonenaga, T. Taniguchi 
Mechanical properties of c-BN(111) bulk single crystal evaluated by nanoindentation 
Phys. Stat. Sol. B 255, 1700473/1-4 (2018). 
 
Ref. 4 Y. Ohno, H. Yoshida, S. Takeda, J. Liang, N. Shigekawa 
 Intrinsic microstructure of Si/GaAs heterointerfaces fabricated by surface-activated 
bonding at room temperature 
 Jpn. J. Appl. Phys. 57 ,025602/1-4 (2018). 
 
Ref. 5 R. Miyagawa, Y. Ohno, M. Deura, I. Yonenaga, O. Eryu 
 Characterization of femtosecond-laser-induced periodic structures on SiC substrates 









 ９． 金属組織制御学研究部門  部門担当教授   古原 忠 （2005.10 ～） 
 
【構成員】 




































 Ref.1   H. -D. Wu, G. Miyamoto, Z.-G. Yang, C. Zhang, H. Chen, and T. Furuhara 
Incomplete bainite transformation in Fe-Si-C alloys  
Acta Materialia, 133, 1–9(2017). 
Ref.2   T. Furuhara, T. Chiba, T. Kaneshita, H.D. Wu, and G. Miyamoto 
Crystallography and interphase boundary of martensite and bainite in steels 
 Metallurgical Materials Transaction A, 48, 2739–2752(2017). 
Ref.3   Xianguang Zhang, Goro Miyamoto, Yuki Toji, Shoichi Nambu, Toshihiko Koseki, Tadashi 
Furuhara 
Orientation of austenite reverted from martensite in Fe-2Mn-1.5Si-0.3C alloy 
Acta Materialia, 144, 601-612(2018). 
Ref.4   H. Shirazi, G. Miyamoto, S. Hossein Nedjad, T. Chiba, M. Nili Ahmadabadi, T. Furuhara  
Microstructure evolution during austenite reversion in Fe-Ni martensitic alloys  
Acta Materialia, 144, 269-280(2018). 
Ref.5   T. Chiba, S. Hassan, G. Miyamoto, T. Furuhara  
Grain refinement by cyclic displacive forward / reverse transformation in Fe-high Ni 
alloys 


















10． 計算材料学研究部門  部門担当教授    久保 百司（2015.3.16 ～ ） 
 
【構成員】 
教授：久保 百司／助教：尾澤 伸樹、大谷 優介／特任助教：許 競翔（～2018.3）／事務補佐員[1 名]／研究員[1 名] 





































型温度依存性を発現させるという、DLC膜とAl2O3間の特異な摩擦メカニズムを明らかにした (Ref. 1)。 














Ref. 1 Y. Wang, J. Xu, J. Zhang, Q. Chen, Y. Ootani, Y. Higuchi, N. Ozawa, J.M. Martin, K. Adachi, and M. 
Kubo, “Tribochemical Reactions and Graphitization of Diamond-like Carbon against Alumina Give 
Volcano-Type Temperature Dependence of Friction Coefficients: A Tight-Binding Quantum 
Chemical Molecular Dynamics Simulation”, Carbon 133, 350 (2018).  
Ref. 2 J. Xu, Y. Higuchi, N. Ozawa, K. Sato, T. Hashida, and M. Kubo, “Parallel Large-Scale Molecular 
Dynamics Simulation Opens New Perspective to Clarify the Effect of a Porous Structure on the 
Sintering Process of Ni/YSZ Multiparticles”, ACS Appl. Mater. Interfaces 9, 31816 (2017). 
Ref. 3 Y. Wang, J. Xu, Y. Ootani, S. Bai, Y. Higuchi, N. Ozawa, K. Adachi, J.M. Martin, and M. Kubo, 
“Tight-Binding Quantum Chemical Molecular Dynamics Study on the Friction and Wear Processes 
of Diamond-Like Carbon Coatings: Effect of Tensile Stress”, ACS Appl. Mater. Interfaces 9, 34396 
(2017). 
Ref. 4 M.I. De Barros Bouchet, J.M. Martin, J. Avila, M. Kano, K. Yoshida, T. Tsuruda, S. Bai, Y. Higuchi, 
N. Ozawa, M. Kubo, and M.C. Asensio, “Diamond-Like Carbon Coating under Oleic Acid 
Lubrication: Evidence for Graphene Oxide Formation in Superlow Friction”, Sci. Rep. 7, 46394 
(2017).  
Ref. 5 N. Ozawa, S. Chieda, Y. Higuchi, T. Takeguchi, M. Yamauchi, and M. Kubo, First-Principles 
Calculation of Activity and Selectivity of the Partial Oxidation of Ethylene Glycol on Fe(001), 
Co(0001), and Ni(111), J. Catal. 361, 361 (2018). 
【研究計画】 














 11． 材料照射工学研究部門    部門担当教授 永井 康介 （2009.4～） 
 
【構成員】 
教授：永井 康介／准教授：井上 耕治（2012.4～）／助教：清水 康雄(2010.4～)、南雲 一章（2013.7～）／ 






























d) 上記の RPV 鋼等の原子力材料研究で発展させた、最新の３次元アトムプローブ法を応用して、





Ref.1   T. Toyama, K. Ami, K. Inoue, Y. Nagai, K. Sato, Q, Xu, Y, Hatano, ”Deuterium trapping at vacancy 
clusters in electron/neutron-irradiated tungsten studied by positron annihilation spectroscopy”, J. 
Nucl. Mater. 499  464-470 (2018). 
 
Ref.2  K. Yoshida, M. Shimodaira, T. Toyama, Y. Shimizu, K. Inoue, T. Yoshiie, M. Konstantinovic, R. Gerard 
and Y. Nagai, “Weak-beam scanning transmission electron microscopy for quantitative dislocation 
density measurement in steels”, Microsc., 66  120-130 (2017). (Editor’s choice) 
 
Ref.3  K. Yoshida & T. Toyama, 「原子力材料評価のための最新ナノミクロ分析技術の新展開－3D-AP/ウィー
ク・ビーム STEM によるナノ組織解析」ΑΤΟΜΟΣ 60  231-235 (2018). 
 
Ref.4  Y. Tu, B. Han, Y. Shimizu, K. Inoue, Y. Fukui, M. Yano, T. Tanii, T. Shinada and Y. Nagai, ”Atom probe 
tomographic assessment of the distribution of germanium atoms implanted in a silicon matrix 
through nano-apertures”, Nanotechnology 28  385301(2017). 
 
Ref.5  Y. Ohno, K. Inoue, K. Fujiwara, K. Kutsukake, M. Deura, I. Yonenaga, N. Ebisawa, Y. Shimizu, K. 
Inoue, Y. Nagai, H. Yoshida, S. Takeda, S. Tanaka, M. Kohyama, ”Impact of local atomic stress on 
oxygen segregation at tilt boundaries in silicon”, Appl. Phys. Lett. 110  062105 (2017). 
 
Ref.6  B. Han, J. Wei, Y. Tong, D. Chen, Y. Zhao, J. Wang, F. He, T. Yang, C. Zhao, Y. Shimizu, K. Inoue, Y. 
Nagai, A. Hu, C.-T. Liu, and J.-J. Kai, “Composition evolution of gamma prime nanoparticles in the 

















 12． 原子力材料物性学研究部門  部門担当教授  秋山 英二 （2016.4 ～   ） 
 
【構成員】 































(3)  構造材料の耐食性発現機構と促進試験法の開発 
  物質・材料研究機構及び九大との共同で，固溶炭素量を 0–1.1 mass%の間で制御した Fe-33Mn-xC
鋼を作製し，侵入型固溶炭素の耐食性に及ぼす基礎的研究を行った．pH10-13 の Na2SO4 溶液中の動
電位分極測定の結果から炭素量の増加に伴い耐食性が向上すること，CO32−を含む溶液中では腐食抑制
が見られないことから，固溶炭素から生成する CO32−が腐食抑制を担うものではないことを確かめた．
XPS 測定により得た Fe 2p3/2および Mn 2p3/2起動電子の結合エネルギーの増加から，固溶炭素が Fe








Ref. 1 T. Hojo, Y. Ukai, E. Akiyama, Effects of Hydrogen on Tensile Properties at Slow Strain 
Rate of Ultra High-Strength TRIP-aided Bainitic Ferrite Steels, Procedia Engineering, 207 
1868-1873 (2017). 
 
Ref. 2  T. Nagashima, M. Koyama, B. Asif, M. Rohwerder, C.C. Tasan, E. Akiyama, D. Raabe, K. 
Tsuzaki, Interfacial hydrogen localization in austenite/martensite dual-phase steel 
visualized through optimized silver decoration and scanning Kelvin probe force microscopy, 
Materials and Corrosion, 68 306-310 (2017). 
 
Ref. 3 Y. Kimura, T. Inoue, E. Akiyama, Warm tempforming effect on the hydrogen 
embrittlement of 1.8-GPa-class ultra-high-strength low-alloy steel, Mater. Sci. Eng. A, 703 
503-512 (2017). 
 
Ref. 4 A. Chiba, M. Koyama, E. Akiyama, T. Nishimura, Interstitial Carbon Enhanced Corrosion 
Resistance of Fe-33Mn-xC Austenitic Steels: Inhibition of Anodic Dissolution, J. 
Electrochem. Soc., 165 C19-C26 (2018). 
 
Ref. 5 土井康太郎, 廣本祥子, 秋山英二, セメントペーストおよびモルタル内部の鉄の高酸素腐食促












 13． 原子力材料工学研究部門     部門担当教授   笠田 竜太（2017.10 ～） 
 
【構成員】 
教授：笠田 竜太(2017.10～)／准教授：佐藤 裕樹（～2017.8）／助教：松川 義孝(2012.7～)／事務補佐員[1 名]／ 
大学院生[5 名]／学部学生[0 名] 
 
【研究成果】 



























以上のほか，ナノインデンテーション法による Al-W 電析膜の機械的特性評価(Ref. 5) などの原子力
分野外のグループとの共同研究を積極的に実施した。  
 
Ref.1  S.M.S. Aghamiria, N. Oono, S. Ukai, R. Kasada, H. Noto, Y. Hishinuma, T. Muroga. 
Microstructure and mechanical properties of mechanically alloyed ODS copper alloy for 
fusion material application. 
Nuclear Materials and Energy 15, 17 – 22 (2018). 
 
Ref.2  P. Dou, A. Kimura, R. Kasada, T. Okuda, M. Inoue, S. Ukai, S. Ohnuki, T. Fujisawa, F. Abe, 
S. Jiang, Z. Yang. 
TEM and HRTEM study of oxide particles in an Al-alloyed high-Cr oxide dispersion 
strengthened ferritic steel with Hf addition. 
Journal of Nuclear Materials 485, 189 – 201 (2017). 
 
Ref.3  E. Hasenhuetl, R. Kasada, Z. Zhang, K. Yabuuchi, A. Kimura. 
Ion-irradiation effect on strain rate sensitivity of nanoindentation hardness of W single 
crystal. 
Materials Transactions 58, 580 – 586 (2017). 
 
Ref.4  E. Hasenhuetl, R. Kasada, Z. Zhang, K. Yabuuchi, Y.-J. Huang, A. Kimura. 
Evaluation of Ion-Irradiation Hardening of Tungsten Single Crystals by Nanoindentation 
Technique Considering Material Pile-Up Effect. 
Materials Transactions 58, 749 – 756 (2017). 
 
Ref.5  S. Higashino, M. Miyakea, A. Takahashi, Y. Matamura, H. Fujiia, R. Kasada, T. Hirato. 
Evaluation of the hardness and Young's modulus of electrodeposited Al–W alloy films by 
nano-indentation. 












 14． 電子材料物性学研究部門     部門担当教授  松岡 隆志 （2008.4 ～） 
 
【構成員】 
教授：松岡 隆志／講師：谷川 智之／助教：花田 貴、窪谷 茂幸／共同研究員[1 名] 





年に行い、そのフォトルミネッセンス観測を 1991 年に成功している。市販の LED は、すべてこの概
念に基づいて製造されており、発光層の成長条件についてはほぼそのまま用いられている。これらの








晶学的評価をしながら、SCAM 基板上への結晶成長技術の研究を行っている。本研究は NEDO のプロ
ジェクトに発展し、2015 年から 2017 年まで企業との共同研究を実施し、実用化への目処を付けた。こ
の中で、化合物半導体のエピタキシャル成長に一般的に用いられる有機金属気相成長（MOVPE）法を
用いて SCAM 基板上への GaN の成長法（Ref. 1）を確立し、SCAM の劈開面を形成する原子の特定（Ref. 
2）等を行った。本部門では、カー・エレクトロニクスにおいて要求されている高耐圧・大電力用スィ
ッチング素子の開発も進めている。そこでは、高品質・低価格の GaN 基板が必須である。現在のとこ
ろ、GaN 成長に用いる基板から GaN の剥離に課題があり、実現されていない。本部門では、SCAM
基板上に MOVPE 法を用いて成長した GaN テンプレート上に、高速成長の可能なハライド気相成長
（HVPE）法を用いて膜厚 1mm 程度の GaN の成長を試みている。成長温度から室温への降下時に、
熱膨張係数の違いから発生する熱歪によって、SCAM が GaN との界面のごく近傍で劈開・剥離する












Ref. 1  T. Iwabuchi, S. Kuboya, T. Tanikawa, T. Hanada, R. Katayama, T. Fukuda, T. Matsuoka. 
Ga-polar GaN film grown by MOVPE on cleaved ScAlMgO4 (0001) substrate with 
millimeter-scale wide terraces. 
phys. stat. sol. (a) 214, pp. 1607054 1-8 (2017). 
Ref. 2  T. Hanada, H. Tajiri, O. Sakata, T. Fukuda, and T. Matsuoka. 
Characterization of the ScAlMgO4 cleaving layer by X-ray crystal truncation rod 
scattering. 
J. Appl. Phys. 123, 205305 1-8 (2018). 
Ref. 3  K. Ohnishi, M. Kanoh, T. Tanikawa, S. Kuboya, T. Mukai, and T. Matsuoka. 
Halide vapor phase epitaxy of thick GaN films on ScAlMgO4 substrates and their 
self-separation for fabricating free-standing wafers. 
Appl. Phys. Express 10, 101001 1-4 (2017). 
Ref. 4  T. Tanikawa, K. Ohnishi, M. Kanoh, T. Mukai, and T. Matsuoka. 
Three-dimensional imaging of threading dislocations in GaN crystals by 
two-photon-excitation photoluminescence. 
Appl. Phys. Express 11, 031004 1-4 (2018). 
Ref. 5  K. Prasertsuk, T. Tanikawa, T. Kimura, S. Kuboya, T. Suemitsu, and T. Matsuoka. 
N-polar GaN/AlGaN/GaN metal–insulator–semiconductor high-electron-mobility 
transistor formed on sapphire substrate with minimal step bunching. 





目されてこなかった。成長のしやすい Ga 極性だけが偶然用いられてきた。部門担当者は、1988 年の




得られている（Ref. 5）。本部門では、N 極性成長技術をベースにして、相分離の生じ易い高 In 組成の
InGaAlN 成長技術の確立、既に実現できている N 極性 HEMT の高性能化、N 極性成長特有の成長に伴
う直径の拡大を活かした高品質 GaN 基板の作製、および、高耐圧・高出力縦型トランジスタの実現に
挑戦していく。 
15． ランダム構造物質学研究部門   部門担当教授 杉山 和正 （2007.4 ～） 
 
【構成員】 









印刷は 2018 年度の予定であるが，新たに Zr-Co 系および Nb-Ni 系などの AXS-RMC 構造解析に成功
し，とくに Zr-Co 系では結晶類似のクラスターの存在と非晶質構造の安定性に関して議論を進めた．




結晶構造を説明できる-AlNiRu 相および C-AlRuNi の結晶構造からは，クラスターの連結様式とクラ
スター最外殻の原子配列規則性との関連性を精緻に説明することができた( Ref. 2 ,Ref.３)． 
酸化物結晶材料に関連する研究成果として，本年度も水素結合ネットワークに着目した研究および











Ref. 1   K Sugiyama, T Kawamata and T Muto: Medium Range Ordering realized in 
Zr80Pt20Amorphous Alloy. Journal of Physics: Conf. Series 809, 012005 (2017). 
 
Ref. 2   S. Suzuki, R. Simura, A. Yoshiasa, and K. Sugiyama:Crystal structure of -AlNiRu 
  containing pseudo-Mackay Clusters. 
Journal of Physics: Conf. Series. 809, 012004 (2017).  
 
Ref. 3   Rayko Simura, Kazumasa Sugiyama, Shota Suzuki and Toru Kawamata: 
  Crystal Structure of the C-AlRuNi Phase.  
Materials Transactions, 58(8), 1101-1105 (2017) 
 
Ref. 4   K. Sugiyama, H. Arima, H. Konno, and T. Mikouchi: XAFS study on the location 
of Cu and Mn in a greenish blue elbaite from Alto dos Quntos mine, Brazil. 
J. Min. Petrol. Sci., 112(4) 139-146 (2017). 
 
Ref. 5   T. Mashimo, R. Bagum, Y. Ogata, M. Tokuda, M. Okube, K. Sugiyama, 
  Y. Kinemuchi, H. Isobe, and A. Yoshiasa: Structure of Single-Crystal Rutile (TiO2) 
  Prepared by High Temperature Ultracentrifugation.  













 16． 生体材料学研究部門     部門担当教授 市坪 哲（2016.10 ～） 
 
【構成員】 
教授：市坪 哲／准教授：岡本 範彦(2017.6～)／助教：谷村 洋(2017.4～)／河口 智也(2018.3～)／研究員[1 名]／事
務補佐員[1 名]／大学院生[8 名] 
 
【研究成果】 
2016 年 10 月に，生体材料学研究部門の教授として市坪が着任して研究室として発足させた後，同年
12 月に黒木清夏を事務・技術補佐員として採用し，2017 年度には，谷村洋助教（2017 年 4 月），岡本
範彦准教授（2017 年 6 月），河口智也助教（2018 年 3 月）が着任した．また，2017 年 4 月から 2年間，
オーストリア・グラーツ工科大学から Martin Luckabauer 博士を金研ポスドクとして迎え入れた．そし










ある．これまでの我々の研究において，スピネル型酸化物 MgM2O4 (M: Co, Cr, Mn, Fe 等) が充放電可
能な活物質として利用できることを発見し，充放電機構としては，MgCo2O4 (スピネル構造) + Mg2+ + 2e 
= Mg2Co2O4 (岩塩構造) により充放電反応が進行することを，電気化学測定，X 線構造回折，X 線吸収
分光法などにより明らかにした．また，MgMn2O4などの正スピネル化合物から Mg イオンの脱離反応




に着想を得て，Mg イオンと Li イオンの両方をキャリアイオンとして用いるデュアルキャリア型蓄電
池を世界に先駆けて考案し，試作実験を行った．（Ref. 1）その結果，シェブレル化合物においてデュ
アルキャリア型の蓄電池が構成できることを示すとともに，またスピネル型酸化物 MgCo2O4を正極活
















計測できる測定システムを確立し，現在，Zr 系金属ガラスおよび Pd 系金属ガラスなどの低温緩和挙
動に関する研究を遂行している．またその解析から，ガラスの構造不均一性との相関に関して整理し





  光相変化材料として実用化されている Ge-Sb-Te 半導体（GST 合金）の光励起アモルファス化機構
を解明することを目的としている．以前の研究により，アモルファス化は励起後直後に数ピコ秒とい






Ref. 1 Constructing metal-anode rechargeable batteries utilizing concomitant intercalation of 
Li-Mg dual cations into Mo6S8, H. Li, T. Ichitsubo, S. Yagi, E. Matsubara, Journal of 
Materials Chemistry A 5, 3534-3540 (2017). 
Ref. 2  Fast diffusion of multivalent ions facilitated by concerted interaction in dual-ion battery 
systems H. Li, N. L. Okamoto, T. Hatakeyama, Y. Kumagai, F. Oba, T. Ichitsubo, in press. 
Ref. 3  Distortion of local atomic structures in amorphous Ge-Sb-Te phase change materials, A. 










 17． 錯体物性化学研究部門       部門担当教授 宮坂 等（2013.4 ～） 
 
【構成員】 
教授：宮坂 等(2013.4～)／准教授：谷口 耕治(2014.4〜)／助教：高坂 亘(2013.8～)、関根 良博(2014.4〜)／ 

















（[Rh2]）と配位供与ユニット且つ有機アクセプターである TCNQ•–の 2:1 比からなり、[Rh2]のカルボン
酸配位子の立体障害の違いによって、ピラー部位に対応する TTF•+（もしくは、中性 TTF）分子のパッ
キング様式が異なる 3 種類の化合物を作り分けることに成功した（Ref. 2）。 



















Ref. 1  K. Taniguchi, K. Narushima, H. Sagayama, W. Kosaka, N. Shito, and H. Miyasaka 
 In Situ Reversible Ionic Control for Non-Volatile Magnetic Phases in a Donor/Acceptor 
Metal-Organic Framework 
 Adv. Func. Mater. 27, 1604990 (1-10) (2017). 
Ref. 2  Y. Sekine, M. Tonouchi, T. Yokoyama, W. Kosaka, and H. Miyasaka 
Built-in TTF-TCNQ charge-transfer salts in π-stacked pillared layer frameworks 
CrystEngComm. 19, 2300–2304 (2017). 
Ref. 3  K. Taniguchi, K. Narushima, K. Yamagishi, N. Shito, W. Kosaka, and H. Miyasaka 
Magneto-ionic phase control in a quasi-layered donor/acceptor metal–organic 
framework by means of a Li-ion battery system 
JJAP. 56, 060307 (1–4) (2017). 
Ref. 4  Y. Tashiro, K. Taniguchi, and H. Miyasaka 
The Effect of Anion-Sublattice Structure on the Displacement Reaction in Copper 
Sulfide Cathodes of Rechargeable Magnesium Batteries 
Chem. Lett. 46, 1240–1242 (2017). 
Ref. 5  C. Dou, W. Kosaka, and H. Miyasaka 
Gate-Open-Type Sorption in a Zigzag Paddlewheel Ru dimer Chain Compound with a 
Phenylendiamine Linker Instructed by a Preliminary Structural Change of 
Desolvation 
Chem. Lett. 46, 1288–1291 (2017). 
Ref. 6  K. Taniguchi, J. Chen, Y. Sekine, and H. Miyasaka 
Magnetic Phase Switching in a Tetraoxolene-Bridged Honeycomb Ferrimagnet Using 
a Lithium Ion Battery System 











18． 非平衡物質工学研究部門       部門担当教授 加藤 秀実（2015.1 ～） 
 
【構成員】 
教授：加藤 秀実／准教授：和田 武(2016.5～) ／助教：JOO, Soo Hyun(2016.3～) ／助教（学際科学フロンティア研究









銅鋳型鋳造によって 2, 3, 5 mm の円柱金型に鋳込み急冷した。得られた試料をエックス線回折結果か
ら、試料にはガラス相と cP2 型の TiNi 結晶相が生成しており、試料直径が小さいものほどガラス相の
割合が増えることが分かった。これらの複合材料の圧縮応力ひずみ曲線を測定したところ、二段階の
















Ag に浸漬して、前駆合金から Cu を溶出させ、ポーラス Ni-Cr 合金を作製した。これを試料として X
線トモグラフィによる三次元構造解析を行った。この多孔体の空隙率（ポロシティ）はおよそ 41%で
あり、これは前駆体に含まれる溶出元素（Cu）の濃度とほぼ一致していた。また、ポア、リガメント









CoCrFeMnNi HEA 合金の組織と機械的性質の関係を調査した。本 HEA 合金と CoCrFeNi 等原子合
金の引張試験結果を比較したところ、HEA 合金では Mn の添加によって固溶強化が弱まるため、





Ref.1  (1) J. Jiang, S. Ketov, H. Kato, D. V. Louzguine-Luzgin 
Effect of the cooling rate on the mechanical properties of Ti-Ni-Cu-Zr-based crystal/glassy 
alloys 
Materials Science and Engineering A 704, 147–153 (2017). 
 
Ref.2  (2) M. Mokhtari ,C. Le Bourlot, J. Adrien, S. Dancette, T. Wada, J. Duchet-Rumeau, H. 
Kato, E. Maire 
Cold-rolling influence on microstructure and mechanical properties of NiCr-Ag composites 
and porous NiCr obtained by liquid metal dealloying 
Journal of Alloys and Compounds 707, 251–256 (2017) 
 
Ref.3  (3) S.-H. Joo, H. Kato, M.J. Jang, J. Moon, C. W. Tsai, J. W. Yeh, H. S. Kim,  
Tensile deformation behavior and deformation twinning of an equimolar CoCrFeMnNi 
high-entropy alloy 









 19． 磁性材料学研究部門       部門担当教授  高梨 弘毅 （2000.11 ～） 
 
【構成員】 






ラー合金や、高い磁気異方性を示す L10 型や L11 型など一軸対称性の結晶構造を有する規則合金の薄
膜・ナノ構造の創製と基礎物性、スピントロニクス・スピンカロリトロニクスに関わる研究を加速さ
せた。L10型規則合金に関しては、複数のプロジェクトのもとで、非希土類磁石材料の基礎研究も継続
している。IrMn の代替材料として反強磁性ホイスラー合金の探索・創製を行うプロジェクト ”Heusler 
Alloy Replacement for Iridium (HARFIR)”（JST 国際科学技術共同研究推進事業）は 2016 年度に終
了したが、研究は継続し、成果の取りまとめを行った。 
 2017 年度の主要な成果は以下のとおりである。 
(1) ハーフメタル・ホイスラー合金の研究では、Co2(Fe,Mn)Si を用いた膜面垂直通電（CPP）型巨大
磁気抵抗効果（GMR）の研究を継続した。2016 年度には中間層として L12規則構造を有する Ag3Mg
合金を用いたときに CPP-GMR が増大することを見出したが、2017 年度は作製条件を変化させ最
適化を行い、室温で 25  ･m2の抵抗変化と 63 %の磁気抵抗比を得ることができた（Ref. 1）。
これは、記録密度 5 Tb/in2のハードディスク用読み取りヘッドのスペックを満足する値である。  
(2) 高い磁気異方性と小さな磁気ダンピングを両立する材料として、単原子層単位で制御した Ni/Co





(4) L10型規則合金としては、完全非希土類磁石材料という観点から L10型 FeNi 規則合金の研究を継
続した。2017 年度は、窒化・脱窒素という新しい手法を用いることにより、0.7 という高い規則度
を有する L10単相からなる FeNi 粉末の合成に成功した（Ref. 4，（株）デンソー、筑波大学との共
同研究）。L10-FeNi 磁石実用化のためのブレイクスルーとなる成果である。 
(5) HARFIR の成果として、ホイスラー合金 Mn2VAl が A2 と B2 の中間的な規則状態で反強磁性を
示し、室温で交換バイアスを示すポテンシャルを有する材料であることがわかった（Ref. 5）。 
 
Ref. 1 T. Kubota, Y. Ina, Z. Wen, H. Narisawa, and K. Takanashi 
 Current perpendicular-to-plane giant magnetoresistance using an L12 Ag3Mg spacer and 
Co2Fe0.4Mn0.6Si Heusler alloy electrodes: Spacer thickness and annealing temperature 
dependence 
 Phys. Rev. Mater. 1, 044402 (2017). 
Ref. 2 T. Seki, J. Shimada, S. Iihama, M. Tsujikawa, T. Koganezawa, A. Shioda, T. Tashiro, W. 
Zhou, S. Mizukami, M. Shirai, and K. Takanashi 
 Magnetic anisotropy and damping for monolayer-controlled Co/Ni epitaxial multilayer 
 J. Phys. Soc. Jpn. 86, 074710 (2017). 
Ref. 3 S. Isogami, K. Takanashi, and M. Mizuguchi 
 Dependence of anomalous Nernst effect on crystal orientation in highly ordered ’-Fe4N 
films with anti-perovskite structure 
 Appl. Phys. Exp. 10, 073005 (2017). 
Ref. 4 S. Goto, H. Kura, E. Watanabe, Y. Hayashi, H. Yanagihara, Y. Shimada, M. Mizuguchi, and 
K. Takanashi 
 Synthesis of single-phase L10-FeNi magnet powder by nitrogen insertion and topotactic 
extraction 
 Sci. Rep. 7, 13216 (2017). 
Ref. 5 T. Tsuchiya, R. Kobayashi, T. Kubota, K. Saito, K. Ono, T. Ohhara, A. Nakao, and K. 
Takanashi 
 Mn2VAl Heusler alloy thin films: appearance of antiferromagnetism and exchange bias in 
a layered structure with Fe 














料として、C38 型などの Mn 系規則合金に着目し、基礎物性から素子特性まで包括的な研究を行う。 
・ ハーフメタル・ホイスラー合金の CPP-GMR 研究の発展として、Mn2CoGa などの逆ホイスラー合
金や Fe4N などの窒化物に着目し、特性のさらなる向上を目指す。 




・ 窒化・脱窒素プロセスにより、高規則度の L10-FeNi エピタキシャル薄膜の作製を行い、一軸磁気
異方性定数を評価し、L10-FeNi の磁石材料としてのポテンシャルを明らかにする。 
 20． 結晶材料化学研究部門    部門担当教授  宇田 聡 （2003.4 ～） 
 
【構成員】 
教授：宇田 聡／准教授：岡田 純平／助教：小泉 晴比古、野澤 純／事務補佐員［1 名］／大学院生［5 名］／ 












純物をドープするが、これらの不純物が Li サイトに入るか Nb サイトに入るか不明であり、イオン半
径や電気陰性度による議論しかなかった。また、キュリー温度との関係も不明であった。我々は、各
種不純物をドープした LiNbO3結晶に対し、厳密な格子定数測定、キュリー温度測定を行い、熱力学的
自由度の解析から、２価と３価のイオンは、Li サイトに入り、４価のイオンは Nb サイトに入ること
を明らかにした。また、２価と３価のイオン量が増加するとアンチサイト Nb が減少し、キュリー温度
が上昇することを示した。最も重要な成果は、キュリー点は従来から提唱されている Li/Nb 比で決ま
















Ref. 1  Chihiro Koyama, Jun Nozawa, Kozo Fujiwara, Satoshi Uda. 
Effect of Point Defects on Curie Temperature of Lithium Niobite. 
Journal of the American Ceramic Society 100 (3), 1118-1124 (2017). 
 
Ref. 2 Jun Nozawa, Satoshi Uda, Suxia Guo, Sumeng Hu, Akiko Toyotama, Junpei Yamanaka, 
Junpei Okada, and Haruhiko Koizumi. 
Two-Dimensional Nucleation on the Terrace of Colloidal Crystals with Added Polymers.  
Langmuir 33 (13), 3262-3269 (2017). 
  
Ref. 3 Suxia Guo, Jun Nozawa, Sumeng Hu, Haruhiko Koizumi, Junpei Okada, and Satoshi 
Uda. 
Heterogeneous Nucleation of Colloidal Crystals on a Glass Substrate with Depletion 
Attraction. 
Langmuir 33 (40), 10543-10549 (2017). 
 
Ref. 4 Haruhiko Koizumi, Satoshi Uda, Kozo Fujiwara, Junpei Okada and Jun Nozawa. 
Effect of an External Electric Field on the Kinetics of Dislocation-Free Growth of 
Tetragonal Hen Egg White Lysozyme Crystals. 
Crystals 7 (6), 170 (10pages) (2017). 
 
Ref. 5 Haruhiko Koizumi, Satoshi Uda, Katsuo Tsukamoto, Masaru Tachibana, Kenichi 
Kojima, Junpei Okada, and Jun Nozawa. 
Crystallization Technique of High-Quality Protein Crystals Controlling Surface Free 
Energy. 

















 21． 水素機能材料工学研究部門   部門担当教授 折茂 慎一 （2006.4 ～） 
 
【構成員】 
教授：折茂 慎一／准教授（兼）：髙木 成幸／助教：佐藤 豊人、金 相侖／客員研究員：池庄司 民夫／博士研究員［2

























Ref. 1   K. Yoshida, T. Sato, A. Unemoto, M. Matsuo, T. Ikeshoji, T.J. Udovic, S. Orimo, 
Fast sodium ionic conduction in Na2B10H10-Na2B12H12 pseudo binary complex hydride 
and application to a bulk-type all-solid-state battery, 
Applied Physics Letters 110, 103901 (1-5) (2017). 
 
Ref. 2   S. Suzuki, J. Kawaji, K. Yoshida, A. Unemoto, S. Orimo, 
Development of complex hydride-based all-solid-state lithium ion battery applying 
low melting point electrolyte, 
Journal of Power Sources 359, 97-103 (2017). 
 
 
Ref. 3  S. Takagi, Y. Iijima, T. Sato, H. Saitoh, K. Ikeda, T. Otomo, K. Miwa, T. Ikeshoji, S. 
Orimo, 
Formation of novel transition metal hydride complexes with ninefold hydrogen 
coordination, 
Scientific Reports 7, 44253 (1-8) (2017). 
 
Ref. 4  H. Saitoh, S. Takagi, T. Sato, Y. Iijima, S. Orimo, 
Synthesis of novel hydride Li3AlFeH8 at high temperature and pressure,  
International Journal of Hydrogen Energy 42, 22489-22495 (2017). 
 
Ref. 5  T. Sato, K. Ikeda, M. Matsuo, K. Miwa, T. Otomo, S. Deledda, B.C. Hauback, G. Li, S. 
Takagi, S. Orimo, 
In–situ powder neutron diffraction study on the formation process of LaMg2NiH7, 















 22． 先端結晶工学研究部           担当教授 吉川 彰 （2012.4 ～） 
【構成員】 
教授：吉川彰／助教：山路晃広／助教：吉野将生／学術研究員：金 敬鎭／外国人特別研究員：Karol Bartosiewicz／ 




























Mo るつぼを用いたマルチ EFG 法による形状制御結晶育成技術の開発を行っている。高融点の酸化
物シンチレータをマルチ EFG 法を用いることで、高効率かつ低コストな製造プロセスの確立を目指し












Ref.1  S. Kodama, S. Kurosawa, A. Yamaji, J. Pejchal, R. Král, Y. Ohashi, K. Kamada, Y. Yokota, 
M. Nikl, and A. Yoshikawa, “Growth and luminescent properties of Ce and Eu doped 
Cesium Hafnium Iodide single crystalline scintillators,” J Cryst Growth, (2018). 
Ref.2  A. Yoshikawa, K. Kamada, S. Kurosawa, Y. Yokota, A. Yamaji, V. Chani, Y. Ohashi, and M. 
Yoshino, “Growth and characterization of directionally solidified eutectic systems for 
scintillator applications,” Journal of Crystal Growth, (2018). 
Ref.3  Y. Yokota, T. Ito, M. Yoshino, and A. Yamaji, “Crystal growth, optical properties, and 
scintillation responses of Pr-doped CeBr3 single crystals,” Japanese Journal of Applied 
Physics, vol. 57, p. 070312, (2018). 
Ref.4  Y. Igarashi, Y. Yokota, Y. Ohashi, K. Inoue, A. Yamaji, Y. Shoji, K. Kamada,        
S.Kurosawa, and A. Yoshikawa, “Crystal growth and piezoelectric properties of      
Ca3Ta(Ga0.9Sc0.1)3Si2O14 bulk single crystal,” J Cryst Growth, vol. 485, (2018). 
Ref.5  Y. Yokota, T. Nihei, K. Tanaka, K. Sakairi, V. Chani, Y. Ohashi, S. Kurosawa, K. Kamada, A. 
Yoshikawa,"Fabrication of Metallic Fibers with High Melting Point and Poor Workability 




















 23． 複合機能材料学研究部門    部門担当教授  後藤 孝 （1998.4 ～） 
 
【構成員】 
教授：後藤 孝／特任准教授（兼務）：且井 宏和／助教：キティワン メッタヤ, 李 頴／事務補佐員 [1 名]／ 





















CVD（RCVD）法を開発し、ダイヤモンド粉体を SiC でコーティングし、100 MPa 以下の超高圧
を使わない条件下で高硬度・高密度のダイヤモンド多結晶焼結体の開発に成功した（Ref.4）。ま
た、SiO2ガラスは、SPS 法による焼結によって容易に一様な機械的強度および靱性の低いガラス




Ref. 1   C. Chi, H. Katsui, T. Goto  
Effect of Li addition on the formation of  Na-β/β”-alumina film by laser chemical 
vapor deposition 
Ceram. Intern., 43, 1278 (2017). 
 
Ref.2   K. Shiga, H. Katsui, H. Kakuda, K. Yoshikawa, J. Tsuneyoshi, T. Goto  
Effect of La3+ ion substitution on the dielectric properties of single-crystalline  
BaTi2O5 
Ceram. Intern., 43, 15375 (2017). 
 
Ref. 3   Y. Li, H. Katsui, T. Goto  
Preparation of ZrCN−TiCN solid solutions by spark plasma sintering 
Ceram. Intern., 43, 16965 (2017). 
 
Ref.4   M. Kitiwan, H. Katsui, T. Goto  
Consolidation of diamond composites using silicon carbide-coated diamond powder 
Sci. Adv. Mater., 9,1093 (2017). 
 
Ref. 5   Z. He, H. Katsui, T. Goto  
Mechanical properties of nano-grain SiO2 glass prepared by spark plasma sintering 
J. Euro. Ceram. Soc., 37, 721 (2017). 
    
【研究計画】 
 本部門は 2017 年度で終了するので、2018 年度の研究計画はない。 
 
 24． 加工プロセス工学研究部門     部門担当教授 千葉 晶彦 （2006.11 ～） 
 
【構成員】 
教授：千葉 晶彦／ 准教授：小泉 雄一郎（～2017.12）／ 助教：山中 謙太、青柳 健大／ 特任助教：王 昊／ 
産学連携研究員：佐々木 信之、紀伊 正／ 技術補佐員[4 名]／ 事務補佐員[2 名]／ 大学院生[21 名]／ 
研究生[3 名]／ 特別研究学生[1 名] 企業研究員[4 名] 
 
【研究成果】 
  加工プロセス工学研究部門では、塑性加工や Additive Manufacturing（AM）等の加工プロセスに
基づく構造用金属材料の組織・特性制御と実用化に取り組んでいる。金属 AM 技術の一つである電子
ビーム積層造形（EBM）に関する研究では、2017 年度は溶融凝固過程の解明やプロセス最適化に加え











善したと考えられる（Ref. 1）。一方、EBM を用いて造形した生体用 Co-Cr-Mo 合金については、当部
門で独自に開発した γ+ε 域での時効処理とその後の γ 域保持からなる「逆変態熱処理」を適用するこ
とで低サイクル疲労特性を改善することに成功した。これは一般に造形方向と平行に粗大な柱状晶か
らなり、造形高さによって ε 相の割合が異なる不均一な as-built 組織が、逆変態熱処理により γ 相の
微細結晶粒組織に変化するためである。本手法は塑性加工を用いずに高強度化が可能であり、EBM の
特徴を生かしたインプラントの実用化において極めて有用である（Ref. 2）。 








(3) 生体用 Co-Cr-Mo 合金は人工股関節用材料として多くの臨床実績があり、その多くは耐摩耗性の向
上を目的に C が添加されているが、摩耗挙動は材料の組み合わせや環境に依存するため、必ずしも系
統的な理解が得られていない。本研究では、C 添加量の異なる Co-Cr-Mo 合金「コバリオン」を用い
て、整形外科分野の世界的権威であるネブラスカ大学の Haider 教授との共同研究として人工股関節シ










Ref. 1  T. Fujieda, H. Shiratori, K. Kuwabara, M. Hirota, T. Kato, K. Yamanaka, Y. Koizumi, A. 
Chiba, S. Watanabe 
CoCrFeNiTi-based high-entropy alloy with superior tensile strength and corrosion 
resistance achieved by a combination of additive manufacturing using selective electron 
beam melting and solution treatment. 
Materials Letters. 189, 148–151 (2017). 
Ref. 2  D. Wei, Y. Koizumi, T. Takashima, M. Nagasako, A. Chiba 
Fatigue improvement of electron beam melting- fabricated biomedical Co–Cr–Mo alloy by 
accessible heat treatment. 
Materials Research Letters. 6, 93–99 (2017). 
Ref. 3 K. Yamanaka, M. Mori, S. Sato, A. Chiba 
Stacking-fault strengthening of biomedical Co–Cr–Mo alloy via multipass 
thermomechanical processing. 
Scientific Reports. 7, 10808 (2017). 
Ref. 4 Y. Chen, Y. Li, Y. Koizumi, H. Haider, A. Chiba 
Effects of carbon addition on wear mechanisms of CoCrMo metal-on-metal hip joint 
bearings. 
Materials Science and Engineering C. 76, 997–1004 (2017). 
Ref. 5  Y. Cui, Y. Li, Z. Wang, X. Ding, Y. Koizumi, H. Bian, L. Lin, A. Chiba 
Impact of solute elements on detwinning in magnesium and its alloys. 













 25． アクチノイド物質科学研究部門     部門担当教授 青木 大 （2012.4 ～） 
 
【構成員】 



















(2) 重い電子系超伝導体 UBe13に Th をドープした系について極低温の磁化、比熱測定を行なった。そ
の結果、長年その起源が不明であった 2 段の転移が両方とも超伝導転移であり、秩序パラメータ
が変化していることを示唆する結果を得た。またフェルミ面に開くギャップは full gap であること
を明らかにした(Ref.2)。なお、論文は注目論文として Editors’ suggestion に選ばれた。 
(3) カイラル構造を持つ EuPtSi の磁気抵抗、ホール効果を測定し、反強磁性相内部に A 相と呼ばれ
る閉じた相で巨大なホール抵抗、磁気抵抗を見出した(Ref.3)。MnSi でよく知られた skyrmion と
よく似ており、d 電子系と f 電子系の物理をつなぐ成果として注目を集めた。 
(4) dHvA 効果および熱電能の量子振動による CeRh2Si2の強磁場中のフェルミ面を詳細に調べた。そ
の結果、メタ磁性の起きる 27T 以上ではフェルミ面の再構築が起きていることをバンド計算との
詳細な比較を行いながら明らかにした。(Ref.4,5) 
(5) その他には強磁性超伝導体 URhGe の軌道、スピンモーメントについての研究(Ref.6)、きわめて小
さなスピン帯磁率に起因する高い Hc2とパウリリミットについての研究(Ref.7) などを行なった。 
 
 これらの成果は、科研費（新学術、基盤 B、基盤 S）、ERC 等の援助により得られたものである。 
 
 
Ref.1 D. Braithwaite, D. Aoki, J. P. Brison, J. Flouquet, G. Knebel, A. Nakamura and A. Pourret, 
“Dimensionality Driven Enhancement of Ferromagnetic Superconductivity in URhGe”, 
Phys. Rev. Lett. 120 ,037001(2018). 
 
Ref.2  Y. Shimizu, S. Kittaka, S. Nakamura, T. Sakakibara, D. Aoki, Y. Homma, A. Nakamura, K. 
Machida, “Dimensionality Driven Enhancement of Ferromagnetic Superconductivity in 
URhGe”, Phys. Rev. B 96 ,100505(2017). 
 
Ref.3  M. Kakihara, D. Aoki Dai, A. Nakamura, F. Honda, M. Nakashima, Y. Amako, S. 
Nakamura, T. Sakakibara, M. Hedo, T. Nakama, Y. Onuki, “Giant Hall Resistivity and 
Magnetoresistance in Cubic Chiral Antiferromagnet EuPtSi”, J. Phys. Soc. Jpn. 
87 ,023701(2018). 
 
Ref.4  A. Pourrait, M. T. Suzuki, A. P. Morales, G. Seyfarth, G. Knebel, D. Aoki, J. Flouquet, 
“Fermi Surfaces in the Antiferromagnetic, Paramagnetic and Polarized Paramagnetic 
States of CeRh2Si2 Compared with Quantum Oscillation Experiments”, J. Phys. Soc. Jpn. 
86,084702 (2017). 
 
Ref.5  K. Gotze, D. Aoki, F. Levy-Bertrand, H. Harima, I. Sheikin, “Drastic change of the Fermi 
surface across the metamagnetic transition in CeRh2Si2”, Phys. Rev. B 95 , 161107(2017). 
 
Ref.6  F. Wilhelm, J. P. Sanchez, J. P. Brison, D. Aoki, A. B. Shick, A. Rogalev, “Orbital and spin 
moments in the ferromagnetic superconductor URhGe by x-ray magnetic circular 
dichroism”, Phys. Rev. B 95,235147 (2017). 
 
Ref.7  M. Manago, K. Ishida, D. Aoki, “Absence of the Pauli-Paramagnetic Limit in a 
Superconducting U6Co”, J. Phys. Soc. Jan.86, 073701(2017). 
 
【研究計画】 









  26． 不定比化合物材料学研究部門     部門担当教授  今野 豊彦（2006.4 ～） 
 
【構成員】 
教授：今野豊彦／准教授：木口 賢紀／助教：嶋田 雄介／白石 貴久／事務補佐員［1 名］ ／大学院生［7 名］ 
 
【研究成果】 










の固溶体(PMN-PT)は、PMN-0.3PT 組成にて組成相境界(MPB)を示し、菱面体晶／正方晶の 2 相共存組織
を形成すると同時に巨大誘電率を示すことで誘電デバイスへの応用が期待されている。本研究では、
従来バルク結晶では PT33mol%と考えられてきた MPB 組成は、薄膜化によって広い組成幅を持ち、２相







 HfO2薄膜に Y や Si、Zr を添加することで強誘電性を発現することが発見され、新たな強誘電体材料
として期待されている。この強誘電性は中心対称を有さない斜方晶相により発現すると考えられてお
り、我々のグループは HAADF 像を用いて、強誘電性を有する Y-HfO2のエピタキシャル薄膜の構造解析
を行い、その結晶構造とドメイン構造を明らかにした。PLD 法により 20mol%YO1.5-ZrO2(YZO)基板上に成
膜した 7mol%YO1.5-HfO2(7YHO)超薄膜における局所的な結晶相の分布状態と斜方相のドメイン構造につ





















Ref.1  T. Kiguchi, C. Fan, T. Shiraishi, and T.J. Konno, “Strain-induced nanostructure of 
Pb(Mg1/3Nb2/3)O3–PbTiO3 on SrTiO3 epitaxial thin films with low PbTiO3 concentration, 
“ Jpn. J. Appl. Phys. 56,10PB12-1-7(2017). 
Ref.2  T. Shiraishi, K. Katayama, T. Yokiuchi, T. Shimizu, T. Oikawa, O. Sakata, H. Uchida, Y. 
Imai, T. Kiguchi, T.J. Konno and H. Funakubo, “Effect of the film thickness on the crystal 
structure and ferroelectric properties of (Hf0.5Zr0.5)O2 thin films deposited on various 
substrates”, Mater. Sci. Semicond. Process, 70,239-245(2017). 
Ref.3  T. Shiraishi, M. Ishikawa, H. Uchida, T., M.K. Kurosawa, H. Funakubo and T.J. Konno, 
“Characterization of (111)-oriented epitaxial (K0.5Na0.5)NbO3 thick films deposited by 
hydrothermal method”, Jpn. J. Appl. Phys.56, 10PF04-1-5(2017). 
Ref.4  Y. Ehara, S. Yasui, T. Oikawa, T. Shiraishi, T. Shimizu, H. Tanaka, N. Kanenko, R. Maran, 
T. Yamada, Y. Imai, O. Sakata, N.n Valanoor, and H. Funakubo, “In-situ observation of 
ultrafast 90° domain switching under application of an electric field in (100)/(001)-oriented 
tetragonal epitaxial Pb(Zr0.4Ti0.6)O3 thin films”, Sci. Rep.7(9641),1-7(2017). 
Ref.5  Y. Shimada, S. Hata, K. Ikeda, H. Nakashima, A. Matsumoto, K. Togano, H. Kumakura, 
“Infiltration behavior of molten Mg and its influence on microstructural evolution in 











  まず、MgB2 基の高温超電導体材料の臨界点付近の安定性に及ぼす組織の影響を定量的に明らかにす














27． 分析科学研究部門       部門担当教授  我妻 和明 （2006.6 ～） 
【構成員】 
教授：我妻 和明／准教授：今宿 晋／助教：松田 秀幸、柏倉 俊介／大学院生[７名] 
【研究成果】 
（1）電子線や X 線を利用した新しい分析手法や分析装置の開発に関して、本年度は 2 報の原
著論文を発表した。電子線を照射した際に可視光が発生する原理を利用したカソードルミネッセ
ンス(CL)法によって、Al-Mg 脱酸を行った模擬試料中のアルミナ(Al2O3)とスピネル(MgAl2O4)
を迅速に検出および識別する手法を提案した。(Ref. 1) Al2O3や MgAl2O4の非金属介在物は鉄鋼
の連続鋳造におけるノズル閉塞や伸線・撚線工程での破断の起点となるので、これらの介在物を
分析することは重要である。光学顕微鏡と EPMA を用いた従来の介在物分析では、1 週間程度
の時間がかかるため、迅速な介在物分析が求められている。CL 法を用いると Al2O3は青色ある
いは赤色に MgAl2O4は緑色に発光し、1 秒でこれらの発光色を検出でき、CL 法は迅速な介在物
分析法として有望であることが示された。また、焦電結晶を用いた小型 CL 装置および X 線を
照射した際に発生する可視光を利用したX線励起ルミネッセンス(XEOL)分析によってもアルミ
ナとスピネルを検出することができた。これによって、介在物のオンサイトおよびオンライン分








LIBS によるステンレス鋼中のアルミナ介在物の 3次元分布測定(Ref. 3)、および、レーザーアブ
レーションによる鉄系 2 元合金試料の表面変成層の観察(Ref. 4)、2 編の原著論文を公開した。
前者では、鋼組織に含まれる大きさ 50m 程度のアルミナ粒子の分布状態を、レーサービームの
試料表面に照査する、簡単かつ迅速な方法で得ることができた。素材産業の工程管理に適用でき














Ref. 1 S. Imashuku, K. Ono, R. Shishido, S. Suzuki and K. Wagatsuma: 
Cathodoluminescence analysis for rapid identification of alumina and MgAl2O4 
spinel inclusions in steels, Mater. Charact. 131, 201-216 (2017). 
Ref. 2 S. Imashuku, K. Ono and K. Wagatsuma: X-Ray Excited Optical Luminescence 
and Portable Electron Probe Microanalyzer–Cathodoluminescence (EPMA–CL) 
Analyzers for On-Line and On-Site Analysis of Nonmetallic Inclusions in Steel, 
Microsc. Microabal. 23, 1143-1149 (2017). 
Ref. 3  S. Nakahata, S. Kashiwakura, K. Wagatsuma: Quantitative distribution analysis 
of alumina inclusion particles in ferritic stainless steels by using laser-induced 
breakdown optical emission spectrometry, Surf. Interface Anal. 49,740-749 (2017). 
DOI: 10.1002/sia.6217 
Ref. 4  X. Zhang, S. Kashiwakura, K. Wagatsuma: Fundamental Study on Ablation 
Sampling of Fe-based Binary Alloys in Laser-induced Breakdown Optical 
Emission Spectrometry,Anal. Sci. 33,343-349(2017). 
https://doi.org/10.2116/analsci.33.343.  
Ref. 5  K. Shimazaki, K. Satoh, K. Wagatsuma: Emission Spectrometric Evaluation of a 
Hollow-cathode Glow Discharge Plasma with Helium-Oxygen Mixed Gas for 
Surface Modification of Co-Cr-Mo alloy, Plasma Chem. Plasma Process. 
37 ,1265-1279(2017).  DOI: 10.1007/s11090-017-9801-2  
Ref. 6  X. Zhang, K. Wagatsuma: Emission characteristics of 6.78-MHz radio-frequency 
glow discharge plasma in a pulsed mode, Spectrochim. Acta Part B. 
133 ,72-80(2017). dx.doi.org/10.1016/j.sab.2017.05.003 
【研究計画】 
 材料開発に貢献する分析技術の開発という観点から、カソードルミネッセンス現象を利用した







プロジェクトリーダー・教授(兼)  加藤 秀実 
 
【構成員】 
プロジェクトリーダー・教授（兼）：加藤 秀実／特任准教授：且井 宏和／准教授（兼）小泉 雄一郎、千星 聡、梅津 理恵、
















「International Workshop on Biomaterials in Interface Science」（ICC-IMR の協力）を開催し、材
料系の研究者と歯学・医学系研究者との分野横断的な連携を図ってきた。また、本学ロシア交流室と












ニア（3Y-TZP）を処理した。処理した表面特性を調査した結果、ECD 処理された NANOZR は ECD
処理した 3Y-TZP と比較した場合、より高い細胞親和性が観察された（Ref.3）。要素材料・技術開発
分野においては、新規の Ni 基高温構造用材料に関する研究成果を上げている。具体的には、高温強度





Ref. 1  Xiaojuan Gong, Yujie Cui, Daixiu Wei, Bin Liu, Ruiping Liu, Yan Nie, Yunping Li, 
Building direction dependence of corrosion resistance property of Ti–6Al–4V alloy 
fabricated by electron beam melting, Corrosion Science 127,101-109 (2017). 
Ref. 2  Daixiu Wei, Yuichiro Koizumi, Taiyo Takashima, Makoto Nagasako, Akihiko Chiba, 
Fatigue improvement of electron beam melting-fabricated biomedical Co–Cr–Mo alloy by 
accessible heat treatment, Materials Research Letters 6(1), 93-99 (2018). 
Ref.3  Liu, J.ab, Hong, G.,Wu, Y.-H., Endo, K., Han, J.-M., Kumamoto, H., Wada, T., Kato, H., 
Gao,P., Sasaki, K, A novel method of surface modification by electrochemical deoxidation: 
Effect on surface characteristics and initial bioactivity of zirconia, 
       Journal of Biomedical Materials Research - Part B Applied Biomaterials,105(8) 2641-2652 
(2017). 
Ref. 4 S. Semboshi, T. Takeuchi, Y. Kaneno, A. Iwase, T. Takasugi, Thermal conductivity of 
Ni3(Si,Ti) single-phase alloys, Intermetallics, 92, 119-125 (2018). 
Ref. 5 Jiang, J., Ketov, S., Kato, H., Louzguine-Luzgin, D.V., Effect of the cooling rate on the 
mechanical properties of Ti-Ni-Cu-Zr-based crystal/glassy alloys, Materials science & 
engineering. A 704 147-153 (2017). 
 
【研究・事業計画】  
事業 3 年目となる平成 30 年度は、6 大学研究所連携事業の一環として国際会議（iLIM-3、9 月）お








織・構造制御に加えて、電子ビーム積層造形による人工股関節用 Co-Cr-Mo 合金の開発や PEEK 樹脂
への新しい HA コーティング法の開発を東京医科歯科大や名大との連携により進め、生体適合材料の
高性能化に取り組む予定である。 
 29． 計算物質科学人材育成コンソーシアム  
              コンソーシアム長・特任教授  毛利 哲夫（2015.8～） 
 
【構成員】 
コンソーシアム長・特任教授：毛利 哲夫／特任准教授：寺田 弥生／特任助教：芝 隼人，山崎 馨／助教（兼務）：
Pierre-Antoine Geslin／博士研究員［1 名］／事務補佐員[1 名] 
 
【研究・事業成果】 
計算物質科学人材育成コンソーシアム（Professional development Consortium for Computational 




以下，阪大）を共同実施機関として設立された．2015 年 9 月に毛利哲夫教授（2017 年度より，特任教
授）がコンソーシアム長に選任された．同月にコーディネーターとして寺田弥生特任准教授が加わっ
た． 
育成対象の次世代研究者として，金研に，2016 年 1月に芝隼人特任助教が，2017 年 2 月に山崎馨特
任助教が着任した．さらに，2017 年 7月に，東北大学学際科学フロンティア研究所（Frontier Research 















設立後 3 年目に入る 2017 年 10 月には，国立研究開発法人科学技術振興機構 科学技術人材育成の






2017 年度に東北大 FRIS 兼金研の Geslin 助教を採用し，2015-16 年度に雇用開始した 8名（東北大







2018 年 1 月には，2016 年度までに着任した次世代研究者 8名の中間評価を行い，芝隼人特任助
教（東北大学），三澤貴宏特任研究員（東京大学）に「PCoMS 次世代研究者奨励賞」を授与した．
また，Geslin 助教が，2018 年 1 月より MATEIS laboratory, Institute National des Sciences appliquées de 
Lyon(INSA-Lyon), France に Research Scientist（助教，准教授相当職：任期無し）へ異動した．その




活動などに対する助言を与えた．以下に金研 PCoMS 専任の研究者の主要な研究成果を記す． 
芝：アルキル長鎖を伴う典型的な液体材料であるイミダゾリウム系イオン液体に対して，マイク
ロ秒に及ぶ長時間の分子動力学シミュレーションを行った．液体状態から急冷により複数の種類の
スメクティック液晶相が観察され，そのイオン輸送への動力学的影響を明らかにした．[H. Peng, M. 




速度が大きく変化することが明らかになった．[S. Kinoshita, K. Yamazaki, T. Ebata et al., Phys. Chem. 
Chem. Phys. Vol. 20, pp. 17583-17598 (2018) 裏表紙に採用．関連招待講演 1件] 
寺田： ZrO2 結晶での古典分子動力学シミュレーションを行い，cubic 相では有効電荷数がゼロ
となるジルコニウム空孔 1 個と酸素空孔 2 個からなる Schottky 欠陥が主要な欠陥であり，酸素原
子の拡散に影響を与えていることを明らかにした．[Y. Terada, T. Mohri, J. Phys. Soc. Jpn. 87, 054801 









ベーション創出人材育成対象者（一般）［以下，IPD 対象者（一般）］9名の計 20 名を新規採用し，
2015 年度以降の継続育成者も含め 29 名の DC，PD を育成した．2017 年度採用の IPD 対象者（フ
ェロー）11 名のうち 10 名に長期インターンシップ（派遣先：国外大学 1，国内大学 2，国内研究
機関 2，国内企業 5）を実施した．その結果，2017 年度末までにのべ 24 件のインターンシップを
支援した．なお，東北大所属のフェロー3名のインターンシップは，産業技術総合研究所（2ヶ月：
D1），チューリッヒ工科大学（1.5 ヶ月：D1）、物質・材料研究機構（2ヶ月：D2）で実施した．  
 東北大学 1 名，東京大学 3 名，大阪大学 2 名の合計 6 名に修了証書を授与した．2017 年度に修
了した者のうち 3 名が就職，もしくは就職内定（企業 1 名，国立大学 2 名）を果たした．企業 1
名は，長期インターンシップを実施した企業への内定である．2016 年度に修了した 1 名も 2017
年度に私立大学に就職した．また、博士号を取得し帰国した東北大学 1 名の育成を終了した． 
3） 次世代研究者育成及びイノベーション創出人材育成に共通する事業 
PCoMS の全体活動として，「PCoMS シンポジウム＆計算物質科学スパコン共用事業報告会 2017」
（東北大金研，2017 年 11 月 9-10 日）を開催した．さらに， IPD プログラムの 3つの修得カテゴ
リーを一度に履修可能な「PCoMS 合宿セミナー2017」（東北大川渡共同セミナーセンター，2017




PCoMS 東北大を中心とした活動では，東北大金研 PCoMS 専任の芝特任助教と山崎特任助教を
講師とした「計算物質科学セミナー」(テレビ会議システムを利用した配信セミナー 配信元：東
北大理学研究科，同時受講会場：東北大金研，その他学外からの個人 PC による受講，2018 年 2





















                   センター長・教授（兼）  永井 康介 
 
【構成員】 
センター長・教授（兼）：永井 康介／准教授：小無 健司、外山 健／助教：吉田 健太、仲村 愛、清水 悠晴／技術職
員：山崎 正徳、渡部 信、阿部 千景、鈴木 克弥／事務係長：山口 教光／事務職員：神野 祐太／産学官連携研究員
［2 名]／教育研究支援者［3 名]／事務補佐員［5 名］ 
------------------------- 






























大洗原子力夏の学校（平成 29 年 7月 31 日－8月 4日、受講生：21 名）、高等専門学校学生原子力イ
ンターンシップ（平成 29 年 8 月 21 日－8 月 25 日、受講生：6 名）を実施した。また、文部科学省の
「国際原子力人材育成イニシアティブ事業」として「放射性廃棄物処理・処分における分離・分析に
関する教育」を実施した。本課題では、平成 30 年 1月 22 日－26 日に 20 名の大学生及び大学院生等を
対象に、一般の原子力発電所や東京電力福島第一原子力発電所で対応が必要となる放射性廃棄物の処
理・処分に焦点を当てた講習及び実習を実施した。 
Ref. 1 M. Shimodaira, T. Toyama, K. Yoshida, K .Inoue, N. Ebisawa, K. Tomura, T. Yoshiie, M. J. 
Konstantinovic, R. Gerard, Y. Nagai, ”Contribution of irradiation-induced defects to 
hardening of a low-copper reactor pressure vessel steel”, Acta Materialia, in print.  
Ref. 2  K. Ikeda, K. Konashi, K. Ikeda, K. Itoh, F. Mizusako, M. Hirai, H. Muta, K. Kurosaki, 
“Feasibility of MA Transmutation by (MA, Zr)Hx in Radial Blanket Region of Fast Reactor 
and Plan of Technology Development”, Proc. Intel Conf on Fast Reactors and Related Fuel 
Cycles: Next Generation Nuclear 
Ref. 3  T. Toyama, K. Ami, K .Inoue, Y. Nagai, K. Sato, Q. Xu, Y. Hatano, ”Deuterium trapping at 
vacancy clusters in electron/neutron-irradiated tungsten dtudied by positron annihilation 
spectroscopy”, J. Nucl. Mater. 499, 464(2018).  
Ref. 4  Y. Shimizu, S. Kittaka, S. Nakamura, T. Sakakibara, D. Aoki, Y. Homma, A. Nakamura, 
and K. Machida, “Quasiparticle excitations and evidence for superconducting double 
transitions in monocrystalline U0.97Th0.03Be13”, Physical Review B. 96,100505 1-5(R) 





















 31． 新素材共同研究開発センター センター長・教授(兼) 古原 忠（2015.4 ～） 
 
【構成員】 
センター長(併)：古原 忠／教授：正橋 直哉／教授（兼）：後藤 孝、高梨 弘毅、今野 豊彦、千葉 晶彦、杉山 和正、吉
川 彰、加藤 秀実／准教授：湯葢 邦夫、梅津 理恵、千星 聡(2017.4～)／准教授（兼）：ﾍﾞﾛｽﾙﾄﾞﾌ・ﾛﾃﾞｨｵﾝ／特任准教授
(兼)：且井 宏和／助教：吉年 規治、張 岩／技術職員：野手 竜之介、戸澤 慎一郎、野村 明子、大村 和世、成田 一





(1) 環境・生体材料においては、インプラント用 TiNbSn 合金の骨伝導性改善を目的に、陽極酸化 TiO2
を担持した結果、in vitro 試験から TiO2上のハイドロキシアパタイト生成を、in vivo 試験から骨伝導
性の改善を確認した。（Ref. 1 ） 
(2) 時効析出型銅合金の研究では、時効析出挙動を定量的に解析するために「抽出分離法」を適用し、
各種合金中の組織（析出物の生成量や構造、構成各相の組成、添加元素の分配率など）を系統的に評
価し、部分状態図や等温変態図を確立した。（Ref. 2 ） 
(3) 軟磁性材料においては、高 Fe・Co 濃度 Fe-Co-Si-B-P-Cu 合金において、高飽和磁束密度と低保
磁力（Hc＜10A/m）の両立可能なナノ結晶軟磁性材料の組成を確立し、磁歪の評価を行った。(Ref. 3 ) 
 
Ref. 1 N. Masahashi, Y. Mori, H. Tanaka, A. Kogure, H. Inoue, K. Ohmura, Y. Kodama,  
 M. Nishijima, E. Itoi and S. Hanada.  
 “Study of bioactivity on a TiNbSn alloy surface”  
 Thin Solid Films 639, 22-28 (2017). 
Ref. 2 S. Semboshi, S. Amano, J. Fu, A. Iwase and T. Takasugi. 
 “Kinetics and equilibrium of age-induced precipitation in CuTi binary alloys” 
 Metall. Mater. Trans. A 48, 1501-1511 (2017).  
Ref. 3 Y. Zhang, P. Sharma and A. Makino. 
“Effects of minor precipitation of large size crystals on magnetic properties of 
Fe-Co-Si-B-P-Cu alloy”, 












スラー合金について単結晶試料を作製し、X 線吸収分光測定や磁場中共鳴非弾性 X 線散乱測定などを
行い、電子状態に関する知見を得た。（Ref. 4 ） 
(2) 優れた軟磁気特性を示す鉄系非晶質合金について、熱処理によるナノ結晶化が磁気特性に及ぼす
影響を調べた。その結果、無容器凝固法で作製した粒子は Fe-B 化合物相の析出が抑制され、より高い
密度のナノ結晶 α‐Fe 相を析出することを TEM 観察より明らかにした。（Ref. 5 ） 
 
Ref. 4  K. Nagai, H. Fujiwara, H. Aratani, S. Fujioka, H. Yomosa, Y. Nakatani, T. Kiss,  
  A. Sekiyama, F. Kuroda, H. Fujii, T. Oguchi, A. Tanaka, J. Miyawaki, Y. Harada,  
  Y. Takeda, Y. Saitoh, S. Suga and R.Y. Umetsu. 
 “Electronic structure and magnetic properties of the half-metallic ferrimagnet Mn2VAl  
 probed by soft x-ray spectroscopies” 
 Phys. Rev. B 97, 035143 (2018). 
Ref. 5 N. Yodoshi, R. Yamada, N. Nomura, K. Kikuchi and A. Kawasaki. 
“Effects of nanocrystallisation on saturation magnetisation of amorphous Fe76Si9B10P5” 
Materials Research Letters 6, 100-105 (2018). 
 
【研究計画】 















析、磁化率、比熱および熱伝導率測定を行った (Ref. 6 )。PrRh4.8B2単結晶は溶融 Cu 金属フラックス
法により育成した。時間領域サーモリフレクタンス法により測定した PrRh4.8B2単結晶の積層方向（c
軸方向）への熱伝導率は、1.39 Wm-1K-1であった。この値は、これまでに報告された層状構造を持つ
AlB2 やその類縁化合物であるα-TmAlB4 と比較して極めて小さい。熱伝導率の低減は、CeCo3B2 型
PrRh3B2 層のブロック間に挿入された占有率の極めて低い Rh 層（カゴメ格子配列をもつ）によって
フォノンを散乱することに起因していると考えられる。 
 
Ref.6 Y. Kakefuda, K. Yubuta, T. Shishido, A. Yoshikawa, S. Okada, H. Ogino, N. Kawamoto,  
 T. Baba and T. Mori. 
 Thermal conductivity of PrRh4.8B2, a layered boride compound. 




























 32． 強磁場超伝導材料研究センター   センター長・教授(兼)  野尻 浩之 
 
【構成員】 
センター長･教授（兼）：野尻 浩之／教授：淡路 智／准教授：木村 尚次郎／助教：高橋 弘紀、岡田 達典 
技術職員：佐々木 嘉信、伏見 和樹 
技術補佐員［1 名］／事務補佐員［2 名］／大学院生［4 名］／学部生［1 名］   
--------------------------------------------- 








り，高温超伝導コイルの永久電流運転時における時間的安定性の起源が明かになった(Ref. 1 )。 
(2) 中国科学アカデミー電気工学研究所との共同研究により，高い臨界電流を有する鉄系超伝導線材の
100m までの長尺化に成功し，これを用いた実用サイズのコイルユニットの作製と運転に世界で初めて




究を可能にした高精度の輸送係数の測定は，25T無冷媒超伝導磁石により実現された。(Ref. 3) 。 
(4) 弱く結合した反強磁性ダイマー物質TlCuCl3において、磁場誘起マグノンのボース・アインシュタイ
ン凝縮に伴う強誘電分極の発生を見出し、反強磁性ダイマーにおける電気磁気効果の起源を定式化す




(Ref. 5 ) 。 
 (6) 25T 無冷媒超伝導マグネットの本格的な共同利用を開始し，2017 年度は 194 日の運転を行った。
様々実験環境の整備も進め，輸送特性・NMR・ESR 等の測定を低温・高圧環境で実施できるようにな
った。この結果、2017 年度は課題件数 103 件と過去最大になり、海外からの申請も増加した。 
 
Ref.1   K. Takahashi, T. Hase, S. Awaji, A. Nakai, S. Yamano, S. Mukoyama, H.Sakamoto 
 Performance of an HTS Persistent Current System for REBCO Pancake Coil 
 IEEE Trans. Appl. Supercond., 28, 4600104 (2018). 
Ref.2   X. Zhang, H. Oguro, C. Yao, C. Dong, Z. Xu, D. Wang, S. Awaji, K. Watanabe, Y. Ma 
 Superconducting Properties of 100-m Class Sr0.6K0.4Fe2As2 Tape and Pancake Coils 
 IEEE Trans. Appl. Supercond., 27, 7300705 (2017). 
Ref.3 Y. Fujishiro, N. Kanazawa, T. Shimojima, A. Nakamura, K. Ishizaka, T. Koretsune, R. 
Arita, A. Miyake, H. Mitamura, K.Akiba, M. Tokunaga, J Shiogai, S. Kimura, S. Awaji, A. 
Tsukazaki, A. Kikkawa, Y. Taguchi, Y. Tokura 
 Large magneto-thermopower in MnGe with topological spin texture 
 Nature Commun. 9, 408 (2018). 
Ref.4 S. Kimura, K. Kakihata, K. Watanabe, M. Hagiwara and H. Tanaka  
Magnetoelectric effect in the quantum spin gap system TlCuCl3 
 Phys. Rev. B 95, 184420 (2017). 
Ref.5 N. Nakagawa, N. Abe, S. Toyoda, S. Kimura, J. Zaccaro, I. Gautier-Luneau, D. Luneau, Y. 
Kousaka, A. Sera, M. Sera, K. Inoue, J. Akimitsu, Y. Tokunaga and T. Arima 
Magneto-chiral dichroism of CsCuCl3 
Phys. Rev. B 96, 121102R (2017). 
 
【研究計画】 
 国内で 30 T 級の定常強磁場をユーザーに提供する唯一の施設として、引き続き強磁場コラボラトリ
の中で定常強磁場分野を牽引し、その役割を果たす。国際的な競争力維持強化するため、25 T 無冷媒




















33． 産学官広域連携センター        センター長・教授 正橋 直哉 
 
【構成員】 
センター長・教授:（兼）正橋 直哉、／教授:（兼）今野 豊彦、（兼）古原 忠／特任准教授:水越 克彰、網谷 健児、 
准教授:（兼）千星 聡／技術補佐員［3 名］、事務補佐員［2 名］ 
---------------------------------------------- 
教授（客員）：金野 泰幸、山崎 徹 
 
【研究・事業成果】 




 平成 29 年度の成果を下述する。産学連携成果としては、企業との共同研究開発成果の実用化の継続
（3件）とサンプル出荷（7件）に加え、幾つかの共同研究が新聞に掲載された。競争的資金プロジェ
クトでは、中小企業庁戦略的基盤技術高度化支援事業（2件実施中）、METI「医工連携事業化推進事業」、
JST「産学共創基礎基盤研究」等に採択された。知財成果では、公開 1 件、出願 3 件、登録特許 3 件
あった。学術面では、国内会議発表 126 件、国際会議発表 38 件、投稿論文 47 報に加え、日本銅学会
論文賞、日本熱処理技術協会学術功績賞等を受賞した。さらに企業人教育を目的とした 「ものづく
り基礎講座」の開講 6 回（計 231 名参加）を始め、兵庫県立大学金属材料学入門「匠の技プロジェク
ト」（8回、延べ 169 名参加）、KC みやぎスキルアップセミナー（計 40 名参加）等を開講した。また、
連携する大阪府立大学や兵庫県立大学の学生教育や講義に加え、社会人ドクターの指導を行った。平
成 29 年度のクリエイションコア・東大阪産学連携フロア内（14 大学 1高専が技術相談窓口を開設）で
の、技術相談件数は 573 件（全体の約 18%）を数え、相談企業は関西圏だけではなく、日本国内全域な
らびに海外企業からの相談もあった。 
 
①  環境・エネルギー材料分野 
 企業との共同研究は 10 社と契約中で、新たにサンプル出荷に至った事例が 1件あった。また、共同
研究の中で、「インプラント用チタン合金の高機能化」では開発合金の治験が開始され、本学医学部
の協力で 40 名の患者への経過観察中である。研究成果の知財化も随時進め、平成 29 年度は共同研究
成果として 1件出願し、2件の登録を得た。一方、教育活動では、東北大学医学部博士後期課程学生に
加え、学学連携先の大阪府立大学の修士 3 名と学生 1 名の学生指導を行っている。企業人向けの講座














Ref. 1 A. Kogure, Y. Mori, H. Tanaka, M. Kamimura, N. Masahashi, S. Hanada, and E. Itoi 
 “Effects of elastic intramedullary nails composed of low Young’s modulus Ti-Nb-Sn alloy 
 on healing of tibial osteotomies in rabbits” 
 J. Biomed. Mater Res Part B (2017) accepted 
 
Ref. 2 A. Tokai, K. Okitsu, F. Hori, Y. Mizukoshi, Y. Nishimura, S. Seino, A. Iwase 
 “One-pot preparation of Pd nanoparticles supported on graphene from Pd electrodes by 
discharge plasma in graphene suspension and its catalytic activity for hydrogenation of 
nitrobenzene” 
 Materials Letters 199, 24-27 (2017). 
 
Ref. 3 S. Semboshi, S. Amano, J. Fu, A. Iwase, T. Takasugi 
 “Kinetics and equilibrium of age-induced precipitation in CuTi binary alloys” 











のサポイン事業の基本特許であり(Ref. 1)、1件の特許は 2015 年度に終了したサポイン事業の成果であ









Ref. 1 西浦祐輔, 熊井隆典, 網谷健児, 「溶射皮膜及び溶射皮膜部材」, 特開 2017-226915
（2017.12.28 公開、2017.6.16 出願）. 
 
Ref. 2 羽吹文夫, 早乙女康典, 網谷健児, 島田登, 大隈厚士, 岩崎達也, 木村英睦, 「転がり軸
受」, 特許 6196806（2017.8.25 登録, 2013.5.17 出願）. 
 
【研究・事業計画】 
































 34． 先端エネルギー材料理工共創研究センター 
センター長・教授(兼) 折茂 慎一 (2015.4～) 
 
センター長・教授：折茂 慎一 
教授：Gerrit Ernst-Wilhelm BAUER、藤原 航三、高梨 弘毅(兼)、宮坂 等(兼)、加藤 秀実(兼) 
特任教授：河野 龍興（研究）、湯本 道明(研究企画・運営担当) 
准教授：水口 将輝、Belosludov, Rodion Vladimirovich、髙木 成幸、木口 賢紀(兼) 
助教：沓掛 健太朗(兼：2017.10まで)、金 相侖(兼)； 産学官連携研究員：江口 和輝／事務補佐員[1名] 
 
【研究成果】 
















































研究部の Li イオン伝導固体電解質（LiBH4）を用いた全固体 Li 二次電池の開発を進め、固体電解質量と作製
条件の最適化を図った。また、充放電に伴う容量劣化の原因について、試験後の電極の変化から考察した結










Ref.1  A.O. Leon, A.B. Cahaya, and G.E.W. Bauer, “Voltage control of interface rare-earth magnetic 
moments”, Physical Review Letters, 120, 027201 (2018). 
Ref.2  S. Isogami, K. Takanashi, and M. Mizuguchi, ”Dependence of anomalous Nernst effect on crystal 
orientation in highly ordered γ’- Fe4N films with anti-perovskite structure”, Applied Physics 
Express, 10, 073005 (2017). 
Ref.3  Kouji Taniguchi, Keisuke Narushima, Hajime Sagayama, Wataru Kosaka, Nanami Shito, and Hitoshi 
Miyasaka, “In Situ Reversible Ionic Control for Non-Volatile Magnetic Phases in a Donor/Acceptor 
Metal-Organic Framework”, Advanced Functional Materials, 27, 1604990 (2017). 
Ref.4  T. Ogata, T. Sato, S. Takagi, H. Saitoh, Y. Iijima, B. Paik, and S. Orimo, “Infrared spectroscopic and 
computational studies on Li4FeH6 with high gravimetric hydrogen density”, Materials Transactions, 
58(2), 157-159 (2017). 
Ref.5  Y. Ohno, K. Inoue, K. Fujiwara, K. Kutsukake, M. Deura, I. Yonenaga, N. Ebisawa, Y. Shimizu, K. 
Inoue, Y. Nagai, H. Yoshida, S. Takeda, S. Tanaka, and M. Kohyama, “Nanoscopic analysis of oxygen 
segregation at tilt boundaries in silicon ingots using atom probe tomography combined with TEM and 
ab initio calculations”, Journal of Microscopy, 268, 230-238 (2017). 
Ref.6 Takanori Kiguchi, Cangyu Fan, Takahisa Shiraishi, and Toyohiko J. Konno, “Straininduced 
nanostructure of Pb(Mg1/3Nb2/3)O3-PbTiO3 on SrTiO3 epitaxial thin films with low PbTiO3 
concentration”, Japanese Journal of Applied Physics, 56, 10PB12 (2017). 
Ref.7 A. Ukhina, B. Bokhonov, D. Samoshkin, S. Stankus, D. Dudina, E. Galashov, H. Katsui, T. Goto, and 
H. Kato, “Morphological features of W- and Ni-containing coatings on diamond crystals and 
properties of diamond-copper composites obtained by Spark Plasma Sintering”, Materials Today: 
Proceedings, 4(11), 11396-11401 (2017). 
Ref.8 A. Dmytruk, I. Dmitruk, Y. Shynkarenko, R. V. Belosludov, and A. Kasuya, “ZnO nested shell magic 
clusters as tetrapod nuclei”, RSC Advances, 7, 21933-21942 (2017). 






























用 Si 多結晶インゴットの成長技術開発を進めており、引き続き実用化を目指して開発を進める。 
  
４．材料プロセス・社会実装研究部 















 35． 国際共同研究センター   センター長・教授（兼）Gerrit Ernst-Wilhelm BAUER  
 
【構成員】 
センター長・教授（兼）：Gerrit Ernst-Wilhelm BAUER／教授（兼）：加藤 秀実、野尻 浩之、宮坂 等、吉川 彰、 
藤田 全基、小野瀬 佳文／外国人客員教授[4 名]／事務補佐員[1 名]／ 
 
【研究成果】 
The International Collaboration Center, abbreviated as ICC-IMR, was founded in April, 2008. 
The ICC-IMR promotes international collaboration in materials science. Its activities are 
coordinated with the National Joint Usage / Research Center System conducted by the 
research divisions and centers of the IMR. The ICC-IMR aims at creating a worldwide 
community of materials science researchers and contributing to educating young researchers 
in becoming world-leaders in their fields. The ICC-INR is a gateway to facilitate diverse 
collaborations between international researchers and the scientific staff of the IMR. 
The ICC-IMR coordinates seven different programs:  
1) Integrated Project Research 
International integrated projects between IMR and foreign institutions/groups provide 
world-class collaborative research for a period of up to two years. Diverse research teams with 
members from multiple countries are encouraged. International referees evaluate each 
project.  
2) Visiting Professorships 
Individuals staying for longer than a month can apply for a visiting professorship. Successful 
applicants are employed as formal visiting professors of IMR. 
3) Short Single Research Visits 
Applicants accepted for a short research visit are allowed access to the IMR, including its 
research centers and divisions, and travel expenses are partially supported. Collaborating 
with several IMR groups is encouraged during a single research visit. 
4) International Workshops 
ICC-IMR supports international workshops held at IMR. These can be independent 
workshops or ones cosponsored with other organizations.  
5) Coordination 
ICC-IMR coordinates international collaborations.  
6) Fellowship for Young Researchers and PhD Students  
Applicants are supported partially up to two months of research under the IMR supervisor 
7) Material Transfer Program 
Products of IMR can be transferred to foreign research institution based on the international 
exchange agreement and are used for the international collaborative research in abroad.  
By these activities the ICC-IMR stimulates a broad spectrum of international collaborations 
that often result in formal exchange agreements with overseas institutions.  
 
In FY2017, ICC-IMR has conducted two peer reviewed international project researches and 
has sponsored five international workshops. The center has invited four guest professors from 
abroad. Moreover, single research visits of twelve foreign researchers have been supported. 
 
ICC-IMR Activities in FY 2017  
 
Integrated Project Research 
 Developments of RE123 Insert Magnet (FY2016–2017). PI: X. Chaud (LNCMI-CNRS) 
and S. Awaji (High Field Laboratory, IMR) 
 Investigation of Structure and Properties of Nanoporous Metals Formed by Dealloying in 
Metallic Melt (FY2016–2017). PI: E. Maire (INSA Lyon) and H.Kato (Non-Equilibrium 
Materials Div., IMR) 
 
Visiting Professors 
 Yongmin Kim, Dankook University, Korea, May 1- July 3, 2017, “Transport and 
Tunneling Properties of 2D Van der Waals Heterostructures”. 
 Weerapong Chewpraditkul, King Mongkut’s University of Technology, Thailand, June 5- 
July 8, 2017, “T Luminescence and Scintillation Properties of (LuxGd3-x)(Al2.4Ga2.6)O12:Ce, 
x = 0.2,0.4,0.6,0.8 Multicomponent Garnet Crystals”. 
 Jianfeng Zhang, Hohai University, China, Oct. 12 – Dec. 31, 2017. “Precipitation of SiC 
on Superhard Diamond Particles and its Spark Plasma Sintering Combined with WC”. 
 Zlatko Sitar, North Carolina State University, USA, Jan. 9 – Mar. 31, 2018, “The MOVPE 
growth of InGaAlN”. 
 
International Workshops 
 12th International Workshop on Biomaterials in Interface Science, Aug. 4-5, 2017. 
 14th Materials Science School for Young Scientists (KINKEN-WAKATE 2017), “New Frontier of 
Molecular Materials (NFMM)", Sep. 29-30, 2017. 
 KIST-Tohoku University Joint Symposium –Advanced Materials and Devices-, Nov. 21-22, 2017. 
 International Workshop on New Excitations in Spintronics, Jan. 10-14, 2018. 




 H.-J. Grafe, S. Nishimoto, M. Iakovleva, E. Vavilova, L. Spillecke, A. Alfonsov, M.-I. 
Sturza, S. Wurmehl, H. Nojiri, H. Rosner, J. Richter, U.K. Rößler, S.-L. Drechsler, V. 
Kataev & B. Büchner, “Signatures of a Magnetic Fieldinduced Unconventional Nnematic 
Liquid in the Frustrated and Anisotropic Spin-Chain Cuprate LiCuSbO4”, Sci. Rep. 7 , 
6720 (2017). 
 D.V. Dudina, A.V. Ukhina, B.B. Bokhonov, M.A. Korchagin, N.V. Bulina, H. Kato, “The 
Influence of the Formation of Fe3C on Graphitization in a Carbon-Rich Iron-Amorphous 
Carbon Mixture Processed by Spark Plasma Sintering and Annealing”, Ceram. Int. 
43 ,11902-11906 (2017). 
 Y. Cui, Y. Li, Z. Wang, Q. Lei, Y. Koizumi, A. Chiba, Regulating Twin Boundary Mobility 
by Annealing in Magnesium and its Alloys, Int. J. Plasticity 99 , 1-18 (2017). 
 W. Cui, W.J. Ren, Z.D. Zhang, X.Q. Zhou, H. Zhong, Q. Wang, “Lattice Distortion Tuning 
of the Metamagnetic Phase Transition in Tetragonal Cu2Sb-type Mn1.95V0.05Sb Alloy”, Scr. 
Mater. 143, 59-62 (2018). 
 D. Braithwaite, D. Aoki, J. P. Brison, J. Flouquet, G. Knebel, A. Nakamura, A. Pourret, 
“Dimensionality Driven Enhancement of Ferromagnetic Superconductivity in URhGe”, 
Phys. Rev. Lett. 120 ,037001 (2018). 
 J. Cramer, F. Fuhrmann, U. Ritzmann, V. Gall, To. Niizeki, R. Ramos, Zh. Qiu, D. Hou, T. 
Kikkawa, J. Sinova, U. Nowak, E. Saitoh & M. Kläui, “Skyrmion Hall Effect Revealed by 
Direct Time-Resolved X-Ray Microscopy”, Nat. Commun. 9 ,1089 (2018). 
 
 36． 中性子物質材料研究センター 
センター長・教授（兼） 藤田 全基 (2014.4 ～) 
 
【構成員】 






的に、2010 年 4 月に設立された。本センターはセンター長を含めた 5 名の構成員からなり、運営委員
会（所内委員 6 名、所外委員 4 名）により運営されている。設立時の構成員が学外に転出したことも
あり、2016 年度より淡路智教授と南部雄亮准教授を新たに構成員に加えた。東北大学と高エネルギー
加速器研究機構の共同プロジェクトとして進めている、J-PARC/MLF の偏極度解析中性子散乱装置の建
設は 2017 年 6 月に初ビームの受け入れに成功し、2019 年からの共同利用開始に向けて装置調整のコミ
ッショニングを行っている。また、日本原子力研究開発機構（JAEA）より、研究用原子炉 JRR-3 が 2020




率や、中性子利用を広げるための宣伝活動を行った。以下に 2017 年度の活動をまとめる。 
 
1. J-PARC での中性子分光器建設 
(1)本センターは、大強度陽子加速器施設 J-PARC の物質・生命科学実験施設（MLF）（茨城県東海村）
に、国際的競争力の高い偏極中性子実験装置 POLANO を、高エネルギー加速器研究機構（KEK）と連携
して建設している。POLANO は、2012 度補正予算によりほぼ全額が予算化され、2013 年 2 月からの本格
建設の後、2014 年度には主要部分の建設を予定通り終了している。2017 年 6月には、ついに装置本体
で初中性子ビームの受け入れに成功した。その後、中性子ビームを用いた装置調整期間に入り、単色
中性子を取り出すチョッパーの試験、計測系の構築、可視化ソフトの改良、バックグラウンド対策な





(1)金研は、JAEA の研究用原子炉 JRR-3 に三台の中性子散乱装置を所有しており、本センターが管理運
営している。2011 年の震災の影響により JRR-3 は未だ再稼働には至っていないが、構造解析の支援、
代替装置利用の助言を行い、粉末回折装置 HERMES, 三軸分光器 AKANE および TOPAN への共同利用に対




4.  金研ワークショップ「中性子科学研究における J-PARC と JRR-3 の相補利用」 








理学部主催の東北大物理系 KEK/J-PARC 見学会 2017 を 2017 年 9 月 29 日に行った。約 30 名の学部二年
生を引率し，一日で，J-PARC（MLF とハドロン施設）と KEK つくばキャンパス（PF と Belle）を見て回
った。さらに、学内外の一般研究者を対象に 2016 年度に作成した、東北大学装置群と中性子の利用宣
伝リーフレットを 200 部増刷し、ワークショップ参加者などに配布した。同様の宣伝活動として研究
会や学会で 20 件の発表を行い、新学術領域のプロジェクト研究会では中性子利用の講義も行った。 
 
Ref. 1  T. Ino, M. Ohkawara, K. Ohoyama, T. Yokoo, S. Itoh, Y. Nambu, M. Fujita, H. Kira, H. 
Hayashida, K. Hiroi, K. Sakai, T. Oku, and K. Kakurai,  
Development of a polarized 3He neutron spin filter for POLANO at J-PARC,  
Journal of Physics: Conference Series 828, 012011 [9pages] (2017). 
 
Ref. 2  K. Nakajima et al, 
Materials and Life Science Experimental Facility (MLF) at the Japan Proton Accelerator 
Research Complex II: Neutron Scattering Instruments,  
Quantum Beam Sci. 1(3), 9 [59pages] (2017). 
 
Ref. 3  M. Ohkawara, T. Ino, Y. Ikeda, T. Yokoo, M. Fujita, S. Itoh, and K. Ohoyama, 
Development of laser optics for a spin-exchange optical pumping 3He neutron spin filter 
at J-PARC, 








37. 低温物質科学実験室         室長・教授（兼） 佐々木 孝彦 
  
【構成員】 
室長・教授（兼）：佐々木 孝彦 ／准教授：野島 勉 ／助教：中村 慎太郎／大学院生[3 名] 
--------------------------------------------- 





トランジスタ構造を用いた高結晶性 2 次元超伝導と鉄系高温超伝導体に関する研究に進展があった。 
 











(2) FeSe 高温超伝導薄膜の臨界温度と臨界電流の増大 
電気二重層トランジスタのもつ静電的キャリアドープと電気化学的エッチングの機能をうまく活
用することにより、これまで in-situ 分光実験を用いてしか報告されてこなかった FeSe 薄膜での 40 K
級の高温超伝導を、より広い膜厚・基板材料の条件下で輸送特性により観測することに成功してきた。 
本年度は、MgO 基板上に作製された FeSe 単層膜の超伝導転移温度が価数の大きなゲートイオン液





上記の他、強い磁場が印加可能となるよう新たに開発し SQUID 顕微鏡を用いた all-in–all-out 反強磁
性体における磁区構造の可視化に関する研究（Ref. 4）や SQUID 磁化測定装置を用いた遷移金属酸化
物のスピンブロケイド現象の研究（Ref. 5）等の学内外との共同研究を積極的に実施した。 
極低温科学センターとしての研究支援業務としては、学内への液体ヘリウム安定供給の維持、およ
び共同利用実験に対する技術支援を行った。2017 年度は 2016 年度とくらべ 1.5%増となる 156,201 リ
ットルの液体ヘリウムを製造し、片平地区および星稜地区の部局に供給した。実験室においては SQUID
磁化測定装置を用いた年間 10,368 時間の共同利用実験を行った。 
 
Ref. 1  Y. Saito, T. Nojima & Y. Iwasa 
Quantum phase transitions in highly crystalline two-dimensional superconductors 
 Nature Commun. 9, 778(1-7) (2018). 
 
Ref. 2  T. Miyakawa, J. Shiogai, S. Shimizu, M. Matsumoto, Y. Ito, T. Harada, K. Fujiwara, T. 
Nojima, Y. Itoh, T. Aida, Y. Iwasa, and A. Tsukazaki 
Enhancement of superconducting transition temperature in FeSe electric-double-layer 
transistor with multivalent ionic liquids 
Phys. Rev. Mater. 2, 031801(R)(1-6) (2018). 
 
Ref. 3 T. Harada, J. Shiogai, T. Miyakawa, T. Nojima and A. Tsukazaki 
Critical current enhancement driven by suppression of superconducting fluctuation in 
ion-gated ultrathin FeSe 
 Supercond. Sci. Technol. 31, 055003(1-6) (2018). 
 
Ref. 4 Y. Kozuka, T. C. Fujita, M. Uchida, T. Nojima, A. Tsukazaki, J. Matsuno, T. Arima, and 
M. Kawasaki 
 Visualizing ferroic domains in an all-in–all-out antiferromagnet thin film 
 Phys. Rev. B 96, 224417(1-5) (2017).  
 
Ref. 5 K. Tomiyasu, M. Sato, S. Koyama, T. Nojima, R. Kajimoto, S. Ji, and K. Iwasa 
 Magnetic Properties of Electron-Doped LaCoO3 






電界誘起超伝導体の研究では、これまでの 2 K までの輸送特性の温度・磁場・磁場方位依存性の測
定に、1 K 以下の超低温輸送特性測定、トンネル分光を加え、高結晶性 2次元超伝導体で解明が期待さ





























































































































































































































Award for the best young researchers presentation 2017.09.
The European Society for Applied Superconductivity
岡田　達典























JSAP Poster Award 2017.04.01
Japan Society of Applied Physics
Y. Tu, B. Han, Y. Shimizu, Y. Kunimune, Y. Shimada, M. Inoue, K. Inoue, S. Nagata, and Y. Nagai





















Best Poster Award 2017.11.14
GALVATECH 2017





















Physical Review B Editor's Suggestion 2017.09.18
American Physical Society
Yusei Shimizu, Shunichiro Kittaka, Toshiro Sakakibara,  Dai Aoki, Yoshiya Homma, and Ai Nakamura, and
Kazushige Machida





























































T. Kihara, X. Xu, W. Ito, R. Kainuma, Y. Adachi, T. Kanomata, and M. Tokunaga







Spin Current (Second Edition), Edited by S. Maekawa, S.O. Valenzuera, E. Saitoh, T. Kimura
Oxford University Press
E. Saitoh, S. Takahashi
Chapter 1 (Introduction)-Chapter 4 (Topological spin current): E.S.,

















Molecular Magnetic Materials: Concepts and Applications
Wiley


















Spin Current (Second Edition), Edited by S. Maekawa, S.O. Valenzuera, E. Saitoh, T. Kimura
Oxford University Press
K. Takanashi
















Transparent High-Density Oxide Ceramics Prepared by Spark Plasma Sintering
Pan Stanford Publishing







Transparent High-Density Oxide Ceramics Prepared by Spark Plasma Sintering
Pan Stanford Publishing




Chemical Vapor Deposition: Handbook of Solid State Chemistry, First Edition. Vol.2, Edited by Richard
Dronskowski, Shinichi Kikkawa and Andreas Stein
Wiley-VCH Verlag








Encyclopedia of Analytical Chemistry
John Wiley & Sons, Ltd.
Kenichi Nakayama, Kazuaki Wagatsuma

















Spin Current (Second Edition), Edited by S. Maekawa, S.O. Valenzuera, E. Saitoh, T. Kimura
Oxford University Press
G. E. W. Bauer


















Encyclopedia of Analytical Chemistry
John Wiley & Sons, Ltd.
Kenichi Nakayama, Kazuaki Wagatsuma
Glass Bead Sample Preparation for XRF, pp. 1-19
２．論文および総説・解説記事 (期間：2017年1月～12月)




Berry phase shift from 2π to π in bilayer graphene by Li-
intercalation and sequential desorption 査読有
Appl. Phys. Lett.
110 233106-1 2017(           )
ISI
英語
Anomalous Hall Effect and Spontaneous Orbital Magnetization in
Antiferromagnetic Weyl Metal 査読有
J. Phys. Soc. Jpn.
86 063703-1 2017(           )
ISI
英語
Spin-current-induced magnetoresistance in trilayer structure with
nonmagnetic metallic interlayer 査読有
Jpn. J. Appl. Phys.
4 040306-1 2017(           )
ISI
英語
All-optical observation and reconstruction of spin wave dispersion
査読有
Nat. Commun.
8 2017(           )
ISI
英語
Skyrmion Hall Effect Revealed by Direct Time-Resolved X-Ray
Microscopy 査読有
Nat. Phys.
13 170 2017(           )
ISI
英語
Fu-Kane-Mele monopoles in semimetals
査読有
Nucl. Phys. B
923 107 2017(           )☆
ISI
英語
Anisotropic magnetotransport in Dirac-Weyl magnetic junctions
査読有
Phys. Rev. B
95 085308-1 2017(           )
ISI
英語
Microscopic theory of spin-orbit torques in two dimensions
査読有
95 094401-1 2017(           )
ISI
英語
Microscopic derivation of magnon spin current in topological
insulator/ferromagnet heterostructure 査読有
95 115403-1 2017(           )
ISI
英語
First-Principles Study of Exchange Interactions of Yttrium Iron
Garnet 査読有
95 14423-1 2017(           )
ISI
英語
Magnon-polaron transport in magnetic insulators
査読有
95 144420-1 2017(           )
ISI
英語
Laughlin's argument for the quantized thermal Hall effect
査読有
95 165405-1 2017(           )
ISI
英語
Spin texture motion in antiferromagnetic and ferromagnetic
nanowires 査読有
95 2017(           )
ISI
英語
Multiscale simulations of topological transformations in magnetic-
skyrmion spin structures 査読有
96 020405(R) 2017(           )
ISI
英語
Thermal control of the magnon-photon coupling in a notch filter
coupled to a yttrium iron garnet/platinum system 査読有
96 064407-1 2017(           )
ISI
英語
Light scattering by magnons in whispering gallery mode cavities
査読有
96 094412-1 2017(           )
ISI
英語
Theory of the magnon-mediated tunnel magneto-Seebeck effect
査読有
96 094429-1 2017(           )
ISI
英語
Nonlocal magnon-polaron transport in yttrium iron garnet
査読有
96 104441-1 2017(           )
ISI
英語
Theory of the Dzyaloshinskii domain-wall tilt in ferromagnetic
nanostrips 査読有
96 134417-1 2017(           )
ISI
英語
Crystal field effects on spin pumping
査読有
96 144434-1 2017(           )
ISI
英語
Skyrmion-induced anomalous Hall conductivity on topological
insulator surfaces 査読有
96 165303-1 2017(           )☆
ISI
英語
Tunable Sign Change of Spin Hall Magnetoresistance in Pt/NiO/YIG
Structures. 査読有
Phys. Rev. Lett.
118 147202-1 2017(           )
ISI
英語
Engineering Curvature-Induced Anisotropy in Thin Ferromagnetic
Films 査読有




Impact of local atomic stress on oxygen segregation at tilt
boundaries in silicon 査読有
Appl. Phys. Lett.
110 62105 2017(           )
ISI
英語
Effect of La3+ ion substitution on the dielectric properties of single-
crystalline BaTi2O5 査読有
Ceram. Int.
43 15375 2017(           )
ISI
英語
Effect of point defects on Curie temperature of lithium niobate
査読有
J. Am. Ceram. Soc.
100 1118 2017(           )
ISI
英語
Low-temperature synthesis of ZrB2 powder from oxides using Na
査読有
J. Asian. Ceram. Soc.
5 479 2017(           )
英語
Preparation of directionally solidified BaTi2O5-Ba6Ti17O40 eutectic by
the floating zone method 査読有
J. Cryst. Growth
459 23 2017(           )
ISI
英語
Transition metal doping of GaSe implemented with low temperature
liquid phase growth 査読有
460 94 2017(           )
ISI
英語
Electrical property and structural analysis of amphoteric impurity
Ge doped GaSe crystal grown by liquid phase growth 査読有
467 34 2017(           )
ISI
英語
In-situ studies of multicrystalline silicon nucleation and growth on
α- and β-Si3N4 coated substrates 査読有
482 75 2017(           )
ISI
英語
Liquid phase growth of GaSe1-xTex mixed crystals by temperature
difference method under controlled vapor pressure 査読有
2017(           )
ISI
英語
Nanoscopic analysis of oxygen segregation at tilt boundaries in




268 230 2017(           )
ISI
英語
Impedance and ionic conduction of single crystalline BaTi2O5
査読有
Mater. Chem. Phys.
186 75 2017(           )
ISI
英語
Dielectric properties of single crystalline Ba(Ti0.99Zr0.01)2O5 prepared
by the floating zone method 査読有
Materials Today: Proc.
4 11457 2017(           )
英語
In situ observation of twin boundary formation at grain-boundary
groove during directional solidification of Si 査読有
Scr. Mater.
133 65 2017(           )
ISI
英語
In situ observation of grain boundary groove at the crystal/melt
interface in Cu 査読有







56 229 2017(           )
. 磁気物理学研究部門
英語
Anisotropic Change in the Magnetic Susceptibility of a Dynamic
Single Crystal of a Cobalt(II) Complex 査読有
Angew. Chem.-Int. Edit.
56 717 2017(           )
ISI
英語
Quantum Monte Carlo Simulations and High-Field Magnetization
Studies of Antiferromagnetic Interactions in a Giant Hetero-Spin
Ring
査読有
56 16571 2017(           )
ISI
英語
Spin pumping due to spin waves in magnetic vortex structure
査読有
Appl. Phys. Express
10 53002 2017(           )
ISI
英語
Chemical Reaction within a Compact Non-Porous Crystal
Containing Molecular Clusters without the Loss of Crystallinity 査読有
Chem. Sci.
8 5356 2017(           )
ISI
英語
Field-Induced Slow Magnetic Relaxation of GdIII Complex with a Pt-
Gd Heterometallic Bond 査読有
Chem.-Eur. J.
23 4551 2017(           )
ISI
英語
The OVAL Experiment: a New Experiment to Measure Vacuum
Magnetic Birefringence Using High Repetition Pulsed Magnets 査読有
Eur. Phys. J. D
71 308-1 2017(           )
ISI
英語
Giant Exchange Coupling Evidenced with a Magnetization Jump at
52 T for a Gadolinium-Nitroxide Chelate 査読有
Inorg. Chem.
56 3310 2017(           )
ISI
英語
Design of a Family of Ln3 Triangles with the HAT Ligand
(1,4,5,8,9,12-Hexaazatriphenylene): Single-Molecule Magnetism 査読有
56 5594 2017(           )
ISI
英語
Topological Self-Assembly of Highly Symmetric Lanthanide
Clusters: A Magnetic Study of Exchange-Coupling "Fingerprints" in
Giant Gadolinium(III) Cages
査読有
J. Am. Chem. Soc.
139 16405 2017(           )☆
ISI
英語
Visualization od Magnetohydrodynamic Micro-Vortices with Guanine
Micro-Cryastals 査読有
J. Electrochem. Soc.
164 H584 2017(           )
ISI
英語
40T Soft X-ray Spectroscopies on Magnetic-Field-Induced Valence
Transition in Eu(Rh1-xIrx)2Si2 (x=0.3) 査読有
J. Phys. Soc. Jpn.
86 054706-1 2017(           )☆
ISI
英語
Spin-1/2 Quantum Antiferromagnet on a Three-Dimensional
Honeycomb Lattice Formed by a New Organic Biradical F4BIPBNN 査読有
86 074706-1 2017(           )
ISI
英語
Chiral Surface Formation in Magnetoelectrolysis on Micro-
Electrodes 査読有
Magnetohydrodynamics
53 321 2017(           )
ISI
英語
Field-Induced Reentrant Magnetoelectric Phase in LiNiPO4
査読有
Phys. Rev. B
95 064421-1 2017(           )☆
ISI
英語
Collective and Local Excitations in Ba2CoTeO6: A Composite
System of a Spin-1/2  Triangular-lattice Heisenberg
Antiferromagnet and a Honeycomb-lattice J1-J2 Ising
Antiferromagnet
査読有
96 064419-1 2017(           )
ISI
英語
Quasiparticle Scattering off Defects and Possible Bound States in
Charge-Ordered YBa2Cu3Oy 査読有
Phys. Rev. Lett.
118 17001 2017(           )
ISI
英語
Search for Two-Photon Interaction with Axionlike Particles Using
High-Repetition Pulsed Magnets and Synchrotron X Rays 査読有
118 071803-1 2017(           )☆
ISI
英語
Thermal Hall Effect in a Phonon-Glass Ba3CuSb2O9
査読有
118 145902 2017(           )
ISI
英語
URu2Si2 under Intense Magnetic Fields: From Hidden Order to Spin-
Density Wave 査読有
Physica B
2017(           )
ISI
英語
Undoped high-Tc superconductivity in T’-La1.8Eu0.2CuO4+δ revealed




541 30 2017(           )
ISI
英語
Chemical Trend on the Lanthanide-Radical Exchange Coupling
査読有
Polyhedron
136 149 2017(           )
ISI
英語
Spin susceptibility of charge-ordered YBa2Cu3Oy across the upper
critical field 査読有
Proc. Natl. Acad. Sci.
114 13148 2017(           )
ISI
英語
Signatures of a Magnetic Field-Induced Unconventional Nematic




7 6720 2017(           )
ISI
英語
Magneto-Dendrite Effect: Copper Electrodeposition under High
Magnetic Field 査読有
7 45511 2017(           )
ISI
英語








Linear magnetoresistance in a topological insulator Ru2Sn3
査読有
AIP Adv.
7 035011-1 2017(           )
ISI
英語
Temperature dependence of the spin Seebeck effect in [Fe3O4/Pt]n
multilayers 査読有
7 055915-1 2017(           )
ISI
英語
Electric field effect on magnetic anisotropy for Fe-Pt-Pd alloys
査読有
7 85210 2017(           )
ISI
英語
Spin Seebeck effect in insulating epitaxial gamma-Fe2O3 thin films
査読有
APL Mater.
5 026103-1 2017(           )
ISI
英語
Wavelength-selective spin-current generator using infrared
plasmonic metamaterials 査読有
APL Photonics
2 2017(           )
英語
Time-resolved study of field-induced suppression of longitudinal
spin Seebeck effect 査読有
Appl. Phys. Express
10 73002 2017(           )
ISI
英語
Long-distance excitation of nitrogen-vacancy centers in diamond
via surface spin waves 査読有
10 103004 2017(           )
ISI
英語
Gyroscopic g factor of rare earth metals
査読有
Appl. Phys. Lett
110 072409-1 2017(           )
ISI
英語
Tunable magnon-photon coupling in a compensating ferrimagnet-
from weak to strong coupling 査読有
110 132401-1 2017(           )
ISI
英語
Fabrication and magnetic control of Y3Fe5O12 cantilevers
査読有
110 132409-1 2017(           )
ISI
英語
Antiferromagnetic anisotropy determination by spin Hall
magnetoresistance 査読有
J. Appl. Phys.
122 83907 2017(           )
ISI
英語
Enhanced orbital magnetic moment in FeCo nanogranules observed
by Barnett effect 査読有
J. Magn. Magn. Mater.
442 329 2017(           )
ISI
英語
Measurement of Spin Pumping Voltage Separated from Extrinsic
Microwave Effects 査読有
J. Phys. Soc. Jpn.





86 011011-1 2017(           )
ISI
英語
Spin-current-induced magnetoresistance in trilayer structure with
nonmagnetic metallic interlayer 査読有
Jpn. J. Appl. Phys.
56 040306-1 2017(           )
ISI
英語
All-optical observation and reconstruction of spin wave dispersion
査読有
Nat. Commun.
8 15859 2017(           )☆
ISI
英語
One-dimensional spinon spin currents
査読有
Nat. Phys.
13 30 2017(           )
ISI
英語
Spin conversion on the nanoscale
査読有
13 829 2017(           )
ISI
英語
Magnetic-proximity-induced magnetoresistance on topological
insulators 査読有
Phys. Rev. B
95 094428-1 2017(           )
ISI
英語
Magnon-polaron transport in magnetic insulators
査読有
95 144420 2017(           )
ISI
英語
Concomitant enhancement of the longitudinal spin Seebeck effect
and the thermal conductivity in a Pt/YIG/Pt system at low
temperatures
査読有
95 174401 2017(           )
ISI
英語
Enhancement of the spin Peltier effect in multilayers
査読有
95 184437 2017(           )
ISI
英語
Detection of induced paramagnetic moments in Pt on Y3Fe5O12 via
x-ray magnetic circular dichroism 査読有
95 214416 2017(           )
ISI
英語
Magnetic thermal conductivity far above the Neel temperature in
the Kitaev-magnet candidate alpha-RuCl3 査読有
95 241112 2017(           )
ISI
英語
Thermographic measurements of the spin Peltier effect in
metal/yttrium-iron-garnet junction systems 査読有
96 24424 2017(           )
ISI
英語
Unexpected structural and magnetic depth dependence of YIG thin
films 査読有
96 104404 2017(           )
ISI
英語
Nonlocal magnon-polaron transport in yttrium iron garnet
査読有
96 104441 2017(           )
ISI
英語
Evaluation of bulk-interface contributions to Edelstein
magnetoresistance at metal/oxide interfaces 査読有
96 140409(R)-1 2017(           )
ISI
英語
Enhanced magneto-optical Kerr effect at Fe/insulator interfaces
査読有
96 214423-1 2017(           )
ISI
英語
Experimental evidence consistent with a magnon Nernst effect in
the antiferromagnetic insulator MnPS3 査読有
96 2017(           )
ISI
英語
Magnetic-field-induced decrease of the spin Peltier effect in
Pt/Y3Fe5O12 system at room temperature 査読有
96 2017(           )
ISI
英語
Spin Seebeck effect in the polar antiferromagnet alpha-Cu2V2O7
査読有
96 2017(           )
ISI
英語
Spin Current Generation Using a Surface Acoustic Wave Generated
via Spin-Rotation Coupling 査読有
Phys. Rev. Lett.
119 77202 2017(           )
ISI
英語
Tunable Sign Change of Spin Hall Magnetoresistance in Pt/NiO/YIG
Structures 査読有
118 147202 2017(           )
ISI
英語
The spin Nernst effect in tungsten
査読有
Sci. Adv.
e1701503-1 2017(           )
ISI
英語
Generation of megahertz-band spin currents using nonlinear spin
pumping 査読有
Sci. Rep.
7 4576 2017(           )
ISI
英語
Oscillatory Nernst effect in Pt vertical bar ferrite vertical bar
cuprate-superconductor trilayer films 査読有
7 5358 2017(           )
ISI
英語
Terahertz Spin Currents and Inverse Spin Hall Effect in Thin-Film
Heterostructures Containing Complex Magnetic Compounds 査読有
Spin
7 1740010-1 2017(           )
ISI
英語
FABRICATION OF NANOMECHANICAL RESONATOR WITH NON-
LOCAL SPIN VALVE STRUCTURE FOR SPIN DETECTION AND
CONTROL
査読有
30th Ieee International Conference








72 641 2017(           )
. 低温物理学研究部門
英語
Alloy disorder modulated electron transport at MgxZn1-xO/ZnO
heterointerface 査読有
AIP Adv.
7 015029-1 2017(           )
ISI
英語
A versatile patterning process based on easily soluble sacrificial
bilayers 査読有
7 085011-1 2017(           )
ISI
英語
Enhanced electron mobility at the two-dimensional metallic surface
of BaSnO3 electric-double-layer transistor at low temperatures 査読有
Appl. Phys. Lett
110 203503-1 2017(           )☆
ISI
英語
Fabrication of tetragonal FeSe-FeS alloy films with high sulfur
contents by alternate deposition 査読有
Jpn. J. Appl. Phys.
56 100308 2017(           )
ISI
英語
Observation of anomalous Hall effect in a non-magnetic two-
dimensional electron system 査読有
Nat. Commun.
8 14777-1 2017(           )
ISI
英語
A magnetic heterostructure of topological insulators as a candidate
for an axion insulator 査読有
Nat. Mater.
16 516 2017(           )
ISI
英語
Observation of superparamagnetism in coexistence with quantum
anomalous Hall C=±1 and C=0 Chern states 査読有
npj Quantum Materials
2 2017(           )
英語
Hall field-induced resistance oscillations in MgZnO/ZnO
heterostructures 査読有
Phys. Rev. B
95 041411-1 2017(           )
ISI
英語
Unified trend of superconducting transition temperature versus Hall
coefficient for ultrathin FeSe films prepared on different oxide
substrates
査読有
95 115101-1 2017(           )
ISI
英語
Weak antilocalization induced by Rashba spin-orbit interaction in
layered III-VI compound semiconductor GaSe thin films 査読有
96 161303 2017(           )
ISI
英語
Nonlinear response of a MgZnO/ZnO heterostructure close to zero
bias 査読有
96 125401-1 2017(           )
ISI
英語
Topological spin-hedgehog crystals of a chiral magnet as engineered
with magnetic anisotropy 査読有
96 220414-1 2017(           )
ISI
英語
Visualizing ferroic domains in an all-in-all-out antiferromagnet thin
film 査読有
96 224417-1 2017(           )
ISI
英語
Current-Driven Instability of the Quantum Anomalous Hall Effect in
Ferromagnetic Topological Insulators 査読有
Phys. Rev. Lett.
119 016803-1 2017(           )
ISI
英語
Current-Nonlinear Hall Effect and Spin-Orbit Torque Magnetization
Switching in a Magnetic Topological Insulator 査読有
119 137204-1 2017(           )
ISI
英語
Quantized chiral edge conduction on domainwalls ofamagnetic
topological insulator 査読有
Science
358 1311 2017(           )
ISI
英語
Tailoring tricolor structure of magnetic topological insulator for
robust axion insulator 査読有
Science Advances
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13 2017(           )
. 低温電子物性学研究部門
英語
Electric-field-induced intradimer charge disproportionation in the
dimer-Mott insulator beta '-(BEDT-TTF)(2)ICl2 査読有
J. Phys. Soc. Jpn.
95 085149-1 2017(           )
ISI
英語
Magneto-thermopower in the Weak Ferromagnetic Oxide
CaRu0.8Sc0.2O3: An Experimental Test for the Kelvin Formula in a
Magnetic Material
査読有
86 104707 2017(           )
ISI
英語




8 1821-1 2017(           )☆
ISI
英語
Fine-tuning the Mott metal-insulator transition and critical charge
carrier dynamics in molecular conductors. 査読有
Philos. Mag.
97 3477 2017(           )
ISI
英語
Electric-field-induced intradimer charge disproportionation in the
dimer-Mott insulator beta '-(BEDT-TTF)(2)ICl2 査読有
Phys. Rev. B
95 85149 2017(           )☆
ISI
英語
Polarization selectivity of charge localization induced by a 7-fs
nearly single-cycle light field in an organic metal 査読有
95 201105 2017(           )
ISI
英語
First-principles investigation of local structure deformation induced
by x-ray irradiation in kappa-(BEDT-TTF)(2)Cu[N(CN)(2)]Br 査読有
95 214106 2017(           )☆
ISI
英語
Dimer-Mott and charge-ordered insulating states in the quasi-one-
dimensional organic conductors delta(P)'- and delta(C)'-(BPDT-
TTF)(2)ICl2
査読有
96 115112 2017(           )☆
ISI
英語
Gapless magnetic excitations in the kagome antiferromagnet Ca-
kapellasite probed by Cl-35 NMR spectroscopy 査読有
96 180409 2017(           )
ISI
英語
Spin dynamics in the high-field phases of volborthite
査読有
96 180413(R)-1 2017(           )
ISI
英語
Rb-NMR study of the quasi-one dimensional competing spin-chain
compound Rb2Cu2Mo3O12. 査読有
96 220402(R)-1 2017(           )
ISI
英語
Undoped high-T-c superconductivity in T'-La1.8Eu0.2CuO4+delta




541 30 2017(           )
ISI
英語
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52 219 2017(           )
. 量子ビーム金属物理学研究部門
英語
Pressure-Induced Metallization in Iron-Based Ladder Compounds
Ba1-xCsxFe2Se3 査読有
J. Phys. Soc. Jpn.
86 24701 2017(           )
ISI
英語
Thermodynamic Investigation of Metamagnetic Transitions and
Partial Disorder in the Quasi-Kagome Kondo Lattice CePdAl 査読有
86 34709 2017(           )
ISI
英語
Ce-substitution effects on the spin excitation spectra in
Pr1.4La0.6CexCuO4+δ 査読有
J. Phys.: Conf. Ser.
807 52009 2017(           )☆
英語
Impact of minute-time-scale kinetics on the stabilization of the
skyrmion-lattice in Cu2OSeO3 査読有
828 012004/1 2017(           )
英語
Development of a polarized 3He neutron spin filter for POLANO at
J-PARC 査読有
862 012011-1 2017(           )
英語
Thermal stability and irreversibility of skyrmion-lattice phases in
Cu2OSeO3 査読有
Phys. Rev. B
95 134412/1 2017(           )☆
ISI
英語
Unraveling local spin polarization of Zhang-Rice singlet in lightly
hole-doped cuprates using high-energy optical conductivity 査読有
95 165108-1 2017(           )
ISI
英語
Observation of momentum-dependent charge excitations in hole-
doped cuprates using resonant inelastic x-ray scattering at the
oxygen K edge
査読有
96 115148-1 2017(           )
ISI
英語
Revisiting 63Cu NMR evidence for charge order in superconducting
La1.885Sr0.115CuO4 査読有
96 224508-1 2017(           )
ISI
英語




7 041066-1 2017(           )☆
ISI
英語
Crystalline Electric Field Level Scheme of the Non‐
Centrosymmetric CePtSi3 査読有
Physica B
536 21 2017(           )
ISI
英語
Materials and Life Science Experimental Facility (MLF) at the Japan




1 2017(           )
. 結晶欠陥物性学研究部門
英語
Impact of local atomic stress on oxygen segregation at tilt
boundaries in silicon 査読有
Appl. Phys. Lett
110 062105/1 2017(           )
ISI
英語
Nanoscopic analysis of oxygen segregation at tilt boundaries in




226 230 2017(           )☆
ISI
英語
Synthesis of highly-oriented wurtzite-type BN crystal and
evaluation of its mechanical properties using nanoindentation 査読有
Jpn. J. Appl. Phys.
56 030301/1 2017(           )
ISI
英語
Mechanism of Oxygen Segregation at Grain Boundaries in Silicon
IMR KINKEN Research Highlights 2017
17 2017(           )
. 金属組織制御学研究部門
英語
Variant selection in grain boundary nucleation of bainite in Fe-2Mn-
C alloys 査読有
Acta Mater.
127 368 2017(           )
ISI
英語
Quantitative Measurements of Phase Equilibria at Migrating α/γ
Interface and Dispersion of VC Interphase Precipitates: Evaluation
of Driving Force for Interphase Precipitation
査読有
128 166 2017(           )
ISI
英語
Incomplete bainite transformation in Fe-Si-C alloys
査読有
133 1 2017(           )☆
ISI
英語
Characterization of chemistry and three-dimensional morphology of
martensite-austenite constituent in bainite structure in low carbon
low alloy steels
査読有
145 154 2017(           )
ISI
英語
Banding effects on the process of grain refinement by cold
deformation and recrystallization of acicular C-Mn steel 査読有
Mater. Sci. Eng. A
697 1 2017(           )
ISI
英語
Crystallography and interphase boundary of martensite and bainite
in steels
査読有
Metall. Mater. Trans. A
48 2739 2017(           )☆
ISI
英語
Grain refinement by cyclic displacive forward / reverse
transformation in Fe-high Ni alloys 査読有
48 4204 2017(           )☆
ISI
英語
Three-dimensional observations of morphology of low-angle
boundaries in ultra-low carbon lath martensite 査読有
Microscopy
66 380 2017(           )
ISI
英語
A quantitative investigation of the effect of Mn segregation on
microstructural properties of quenching and partitioning steels 査読有
Scr. Mater.















57 327 2017(           )
. 計算材料学研究部門
英語
Parallel Large-Scale Molecular Dynamics Simulation Opens New
Perspective to Clarify the Effect of a Porous Structure on the
Sintering Process of Ni/YSZ Multiparticles.
査読有
ACS Appl. Mater. Interfaces
9 31816 2017(           )☆
ISI
英語
Tight-Binding Quantum Chemical Molecular Dynamics Study on the
Friction and Wear Processes of Diamond-Like Carbon Coatings:
Effect of Tensile Stress.
査読有
9 34396 2017(           )☆
ISI
日本語
分子動力学シミュレーションによる 基板の極性が ZnO 結晶成長プ
ロセスに与える影響の解明 査読有
J. Comput. Chem., Jpn.
15 244 2017(           )
英語
Parametrization of Reactive Force Field for Iron-Water System
査読有
16 110 2017(           )
英語
Structure and Function of Transfer Film Formed from PTFE/PEEK
Polymer Blend 査読有
J. Phys. Chem. C
121 14589 2017(           )
ISI
英語
Deformation and Fracture Processes of a Lamellar Structure in




50 3690 2017(           )
ISI
英語
Diamond-like carbon coating under oleic acid lubrication: Evidence
for graphene oxide formation in superlow friction
査読有
Sci. Rep.














27 1 2017(           )
. 材料照射工学研究部門
英語




110 062105/1 2017(           )☆
ISI
英語
Roles of Solute C and Grain Boundary in Strain Aging Behaviour of
Fine-grained Ultra-low Carbon Steel Sheets 査読有
ISIJ Int.
57 1273 2017(           )
ISI
英語
Nanoscopic analysis of oxygen segregation at tilt boundaries in




268 230 2017(           )
ISI
英語
Weak-beam scanning transmission electron microscopy for
quantitative dislocation density measurement in steels 査読有
Microscopy
66 120 2017(           )
ISI
英語
Atom probe tomographic assessment of the distribution of




28 385301 2017(           )☆
ISI
英語
Reaction kinetic analysis of reactor surveillance data
査読有
Nucl. Instrum. Methods Phys. Res. Sect. B
393 97 2017(           )
ISI
英語
1.54μm photoluminescence from Er:Ox centers at extremely low
concentration in silicon at 300 K 査読有
Opt. Letters
42 3311 2017(           )
ISI
英語
Atom probe study of erbium and oxygen co-implanted silicon
Silicon Nanoelectronics Workshop (SNW), 2017
99 2017(           )☆
英語
Revisiting room-temperature 1.54 μm photoluminescence of ErOx
centers in silicon at extremely low concentration
105 2017(           )
英語
Influence of laser power on atom probe tomographic analysis of
boron distribution in silicon 査読有
Ultramicroscopy
173 58 2017(           )
ISI
英語
Atom probe analysis of silicon nanocrystals embedded in silicon
dioxide matrix
IMR KINKEN Research Highlights 2017
32 2017(           )
. 原子力材料物性学研究部門
英語
Effect of heat treatment on hydrogen-assisted fracture behavior of
PH13-8Mo steel 査読有
Corros. Sci.
128 198 2017(           )
ISI
英語
Electrochemical hydrogen permeation tests under potentiostatic




75 23 2017(           )
英語
Hydrogen entry into an AISI4135 high strength steel in
tribocorrosion environment 査読有
75 33 2017(           )
英語
Effects of fine particle peening on fatigue strength of a TRIP-aided
martensitic steell 査読有
Int. J. Fatigue
100 206 2017(           )
ISI
英語
Overview of hydrogen embrittlement in high-Mn steels
査読有
Int. J. Hydrogen Energy
42 12706 2017(           )
ISI
英語
Interfacial hydrogen localization in austenite/martensite dual-phase
steel visualized through optimized silver decoration and scanning
Kelvin probe force microscopy
査読有
Mater. Corrs.
68 306 2017(           )☆
ISI
英語
Warm tempforming effect on the hydrogen embrittlement of 1.8-
GPa-class ultra-high-strength low-alloy steel
査読有
Mater. Sci. Eng. A
703 503 2017(           )☆
ISI
英語
Effects of Warm Working on Microstructural and Shear Deformation
Properties of TRIP-Aided Martenitic Steel 査読有
Mater. Sci. Forum
879 2312 2017(           )
英語
Recent progress in microstructural hydrogen mapping in steels:
quantification, kinetic analysis, and multi-scale characterisation 査読有
Mater. Sci. Technol.
33 1481 2017(           )
ISI
英語
Critical assessment of TRIP-aided bainitic ferrite steels
査読有
33 2005 2017(           )
ISI
英語
Effects of Vacuum-Carburizing Conditions on Surface-Hardened




7 301 2017(           )
ISI
英語
Torsional Fatigue Strength of Newly Developed Case Hardening
TRIP-Aided Steel 査読有
7 375 2017(           )
ISI
英語
Effects of Hydrogen on Tensile Properties at Slow Strain Rate of
Ultra High-Strength TRIP-aided Bainitic Ferrite Steels
査読有
Procedia Eng.
207 1868 2017(           )☆
英語
Room-temperature blue brittleness of Fe-Mn-C austenitic steels
査読有
Scr. Mater.











103 93 2017(           )
ISI
英語
Effects of Strain Rate  on the Hydrogen Embrittlement Properties
of 1180 MPa grade Ultra High-strength  Low-alloy TRIP-aided
Steels
査読有
5th the International Conference on Steels in Cars and Trucks









56 230 2017(           )
. 原子力材料工学研究部門
英語
Crystallographic analysis on atomic-plane parallelisms between bcc
precipitates and hcp matrix in recrystallized Zr-2.5Nb alloys 査読有
Acta Mater.
126 86 2017(           )
ISI
英語
Reassessment of oxidation-induced amorphization and dissolution
of Nb precipitates in Zr－Nb nuclear fuel cladding tubes 査読有
127 153 2017(           )
ISI
英語
Tritium recovery efficiency from an array of PbLi droplets in
vacuum 査読有
Fusion Sci. Technol.
71 575 2017(           )
ISI
英語
Myth of initial loading tritium for DEMO―Modelling of fuel system
and operation scenario 査読有
Fusion Eng. Des.
121 111 2017(           )
ISI
英語
Application of small specimen test technique to evaluate fracture
toughness of reduced activation ferritic/martensitic steel 査読有
125 326 2017(           )
ISI
英語
Liquid PbLi atomization in vacuum for tritium and heat recovery
査読有
2017(           )
ISI
英語
Microstructural stability of an as-fabricated 12Cr-ODS steel under
elevated-temperature annealing 査読有
J. Alloys Compd.
695 1946 2017(           )
ISI
英語
TEM and HRTEM study of oxide particles in an Al-alloyed high-Cr
oxide dispersion strengthened ferritic steel with Hf addition
査読有
J. Nucl. Mater.
485 189 2017(           )☆
ISI
英語
A comparative study of hydride-induced embrittlement of Zircaloy
-4 fuel cladding tubes in the longitudinal and hoop directions 査読有
J. Nucl. Sci. and Technol.
54 490 2017(           )
ISI
英語
Transition of creep mechanism by solute hydrogen in Zircaloy-4
査読有
Mater. Sci. Eng. A
684 191 2017(           )
ISI
英語
Mechanical properties of Zircaloy-4 cladding tube by advanced
expansion due to compression (A-EDC) test 査読有
Mater. Trans.
58 46 2017(           )
ISI
英語
Ion-irradiation effect on strain rate sensitivity of nanoindentation
hardness of W single crystal 査読有
58 580 2017(           )☆
ISI
英語
Evaluation of ion-irradiation hardening of tungsten single crystals by
nanoindentation technique considering material pile-up effect 査読有
58 749 2017(           )☆
ISI
英語
Current status of materials development of nuclear fuel cladding
tubes for light water reactors 査読有
Nucl. Eng. Des.
316 131 2017(           )
ISI
英語
Athermal migration of vacancies in iron and copper induced by
electron irradiation 査読有
Philos. Mag.
97 638 2017(           )
ISI
英語
Consideration of the oxide particle-dislocation interaction in 9Cr-
ODS steel 査読有
97 1047 2017(           )
ISI
英語
Evaluation of the hardness and Young's modulus of electrodeposited
Al-W alloy films by nano-indentation
査読有
Surf. Coat. Technol.
325 346 2017(           )☆
ISI
英語
Environmental life cycle assessment of high temperature nuclear
fission and fusion biomass gasification plants
2017 International Congress on Advances in Nuclear Power Plants, ICAPP 2017 - A New Paradigm in
Nuclear Power Safety, Proceedings
2017(           )
英語
Feasibility of waste to bio-diesel production via nuclear-biomass
hybrid model; system dynamics analysis
2017(           )
. 電子材料物性学研究部門
英語
Optical Study of Sub-10 nm In0.3Ga0.7N Quantum Nanodisks in GaN
Nanopillars 査読有
ACS Photonics
4 1851 2017(           )
ISI
英語
Absolute technique for measuring internal electric fields in




10 082101-1 2017(           )
ISI
英語
Halide Vapor Phase Epitaxy of Thick GaN Films on ScAlMgO4
Substrates and their Self-Separation for Fabricating Free-Standing
Wafers
査読有
10 101001-1 2017(           )☆
ISI
英語
New Solar Cell and Clean Unit System Platform (CUSP) for Earth
and Environmental Science 査読有
IOP Conf. Ser: Earth and Environ. Sci.
33 012081-1 2017(           )
英語
Low-temperature (≦ 600℃) Growth of High-quality InXGa1-XN (x =
0.3) by Metalorganic Vapor Phase Epitaxy using an NH3
Decomposition Catalys
査読有
Jpn. J. Appl. Phys.
56 041001-1 2017(           )
ISI
英語
Ga-polar GaN film grown by MOVPE on cleaved ScAlMgO4 (0001)
substrate with millimeter-scale wide terraces 査読有
phys. stat. sol. (a)
214 1600754-1 2017(           )☆
ISI
英語
Control of impurity concentration in N-polar (000(1)over-bar) GaN
grown by metalorganic vapor phase epitaxy 査読有
phys. stat. sol. (b)
254 2017(           )
ISI
英語
History of blue LED consisted of Nitride Semiconductors
査読有
Proc. History of Electro-technology Conference (HISTELCON 2017)
121 2017(           )
英語
History of Distributed Feedback Laser
査読有
127 2017(           )
英語
Fabrication of Cu2ZnSnS4 thin films using a Cu-Zn-Sn-O
amorphous precursor and supercritical fluid sulfurization 査読有
Thin Solid Films




Local structures of Ca, Ti, Fe in shergottite fusion glass
査読有
Acta Cryst. Sect. A
73 C625 2017(           )
ISI
英語
Precursor phenomenon before phase transitions in PbTiO3 and
BaTiO3 査読有
73 C989 2017(           )
ISI
英語
Resonant and non-resonant magnetic scatterings with circularly
polarized X-rays: magnetic scattering factor and electron density of
gadolinium iron garnet
査読有
A73 257 2017(           )
ISI
英語
CRYSTAL STRUCTURES OF POTASSIUM TETRA-SILICIC
FLUORO-MICAS 査読有
Clay Science
21 41 2017(           )
英語
Structure of Single-Crystal Rutile (TiO2) Prepared by High
Temperature Ultracentrifugation 査読有
Cryst. Growth Des.
17 1460 2017(           )☆
ISI
英語
Phase Transition and Thermal Expansion of Ba3RB3O9 (R = Sm-Yb,
and Y) 査読有
High Temp. Mater. Proc.
36 763 2017(           )
ISI
英語
Crystal structure of χ-AlNiRu containing pseudo-Mackay Clusters.
査読有
IOP Conf. Ser.: J. Phys.: Conf. Ser.
809 12004 2017(           )☆
英語
Medium Range Ordering realized in Zr80Pt20Amorphous Alloy
査読有
809 12005 2017(           )☆
英語
XAFS study on the location of Cu and Mn in a greenish blue elbaite
from Alto dos Quntos mine, Brazil
査読有
J. Mineral. Petrol. Sci.
112 139 2017(           )☆
ISI
英語
Crystal Structure of the C-AlRuNi Phase
査読有
Mater. Trans.
58 1101 2017(           )☆
ISI
英語
Determination of elastic constants of single-crystal chromian spinel








Crystal structure of η'-Fe3Al8 low-temperature phase of η-Fe2Al5
accompanied by an ordered arrangement of Al atoms of full
occupancy in the c-axis chain sites
査読有
Acta Mater.
129 290 2017(           )
ISI
英語
FCC metal-like deformation behaviour of Ir3Nb with the L12
structure 査読有
Int. J. Plasticity
97 145 2017(           )
ISI
英語
Electrochemical lithium intercalation behavior of pristine and milled
hexagonal boron nitride 査読有
J. Electroanalytical Chem.
799 263 2017(           )
ISI
英語
Constructing metal-anode rechargeable batteries utilizing
concomitant intercalation of Li-Mg dual cations into Mo6S8, 査読有
J. Mater. Chem. A
2017(           )☆
ISI
英語
In Situ Real-Time Monitoring of Aging Processes in an Aluminum
Alloy by High-Precision Dilatometry 査読有
The Minerals, Metals & Materials Series
669 2017(           )
. 錯体物性化学研究部門
英語
In Situ Reversible Ionic Control for Non-Volatile Magnetic Phases in
a Donor/Acceptor Metal-Organic Framework
査読有
Adv. Func. Mater
27 1604990(1) 2017(           )☆
ISI
英語
Magnetic Sponge with Neutral-Ionic Phase Transitions
査読有
Adv. Sci.
2017(           )
ISI
英語
A Hydrogen-Bonded Cyanide-Bridged [Co2Fe2] Square Complex
Exhibiting a Three-Step Spin Transition 査読有
Angew. Chem. Int. Ed.
56 591 2017(           )
ISI
英語
Three Dimensional Porous Hofmann Clathrate [MIIPtII(CN)4]∞ (M =
Co, Ni) Synthesized by Using Postsynthetic Reductive Elimination 査読有
Chem. Commun.
53 6512 2017(           )
ISI
英語
Dimensionally Controlled Assembly of an External Stimuli-




2017(           )
ISI
英語
The Effect of Anion-Sublattice Structure on the Displacement




46 1240 2017(           )☆
ISI
英語
Gate-Open-Type Sorption in a Zigzag Paddlewheel Ru Dimer Chain
Compound with a Phenylendiamine Linker Instructed by a
Preliminary Structural Change of Desolvation
査読有
46 1288 2017(           )☆
ISI
英語
Magnetic Phase Switching in a Tetraoxolene-Bridged Honeycomb
Ferrimagnet Using a Lithium Ion Battery System
査読有
Chem. Mater.
29 10053 2017(           )☆
ISI
英語




19 2300 2017(           )☆
ISI
英語
Slow Relaxation of the Magnetization Observed in an




46 3170 2017(           )
ISI
英語
Syntheses, structures and magnetic properties of tetranuclear
cubane-type and heptanuclear wheel-type nickel(II) complexes with
3-methoxysalicylic acid derivatives
査読有
46 8555 2017(           )
ISI
英語
Ferromagnetic Exchange Coupling in a Family of MnIII Salen-Type
Schiff-Base Out-of-Plane Dimers 査読有
J. Phys. Chem. C
121 12454 2017(           )
ISI
英語
Magneto-ionic phase control in a quasi-layered donor/acceptor
metal-organic framework by means of a Li-ion battery system
査読有
Jpn. J. Appl. Phys.
56 060307(1) 2017(           )☆
ISI
日本語
Magneto-Ionic Phase Switching in an Electron-Donor/-Acceptor
Metal-Organic Framework using a Li-Ion Battery System
Photon Factory Highlights 2016
16 2017(           )
. 非平衡物質工学研究部門
英語
Three-Dimensional Morphological and Chemical Evolution of
Nanoporous Stainless Steel by Liquid Metal Dealloying 査読有
ACS Appl. Mater. Interfaces
9 34172 2017(           )
ISI
英語
Multiwalled carbon nanotube forests grown on the surface of
synthetic diamond crystals 査読有
Ceram. Int.
43 10606 2017(           )
ISI
英語
The influence of the formation of Fe3C on graphitization in a
carbon-rich iron-amorphous carbon mixture processed by Spark
Plasma Sintering and annealing
査読有
43 11902 2017(           )
ISI
英語
MnFeNiCuPt and MnFeNiCuCo high-entropy alloys designed based
on L10 structure in Pettifor map for binary compounds 査読有
Intermetallics
82 107 2017(           )
ISI
英語
Effect of B2-ordered phase on the deformation behavior of Ti-Mo-
Al alloys et elevated temperature 査読有
J. Alloys Compd.
696 130 2017(           )
ISI
英語
Structure and properties of ultrafine-grained CoCrFeMnNi high-
entropy alloys produced by mechanical alloying and spark plasma
sintering
査読有
698 591 2017(           )
ISI
英語
Effect of substituting elements on thermal stability and glass-
forming ability of an Al-based Al-Ni-Er metallic glass 査読有
707 97 2017(           )
ISI
英語
Cold-rolling influence on microstructure and mechanical properties
of NiCr-Ag composites and porous NiCr obtained by liquid metal
dealloying
査読有
707 251 2017(           )☆
ISI
英語
Mechanical properties, structure, and biocompatibility of dual-axially
forged Ti94Fe3Au3, Ti94Fe3Nb3, and Ti94Au3Nb3 alloys 査読有
707 269 2017(           )
ISI
英語
Electrochemical behavior and biocompatibility of Ti-Fe-Cu alloy
with high strength and ductility 査読有
707 291 2017(           )
ISI
英語
Fabrication and mechanical properties of bulk metallic glass matrix
composites by in-situ dealloying method 査読有
707 332 2017(           )
ISI
英語
Development of in-situ beta-Ti reinforced Be-free Ti-based bulk
metallic glass matrix composites 査読有
714 120 2017(           )
ISI
英語
A novel method of surface modification by electrochemical
deoxidation: Effect on surface characteristics and initial bioactivity
of zirconia
査読有
J. Biomed. Mater. Res. Part B Appl. Biomater
105 2641 2017(           )
ISI
英語
Development of Multi-colored Neutron Talbot-Lau Interferometer
with Absorption Grating Fabricated  by Imprinting Method of
Metallic Glass
査読有
J. Phys. Soc. Jpn.
86 44001 2017(           )
ISI
英語
Three dimensional analysis of nanoporous silicon particles for Li-ion
batteries 査読有
Mater. Charact.
124 165 2017(           )
ISI
英語
Deformation-induced phase transformation of




2017(           )
ISI
英語
Tensile deformation behavior and deformation twinning of an
equimolar CoCrFeMnNi high-entropy alloy
査読有
Mater. Sci. Eng. A
689 122 2017(           )☆
ISI
英語
Effect of the cooling rate on the mechanical properties of Ti-Ni-
Cu-Zr-based crystal/glassy alloys 査読有
704 147 2017(           )☆
ISI
英語
Phonon excitations in Pd40Ni40P20bulk metallic glass by inelastic X-
ray scattering
Mater. Sci. Forum
879 767 2017(           )
英語
Morphological features of W- and Ni-containing coatings on
diamond crystals and properties of diamond-copper composites
obtained by Spark Plasma Sintering
査読有
Mater. Today: Proc.
4 11396 2017(           )
英語
Preparation of Nanoporous Si by Dealloying in Metallic Melt and Its
Application for Negative Electrode of Lithium Ion Battery 査読有
4 11465 2017(           )
ISI
英語
Deep Drawing Behavior of CoCrFeMnNi High-Entropy Alloys
査読有
Metall. Mater. Trans. A
48A 4111 2017(           )
ISI
英語
Mechanical Proeprties and Biocompatibility of the Ti-Baed Low-
Alloys Minor Alloying by the Noble Metals 査読有
Nano Hybrids and Composites
13 63 2017(           )
英語
Edge-illumination x-ray phase contrast imaging with Pt-based
metallic glass masks 査読有
Rev. Sci. Instrum.
88 2017(           )
ISI
英語
Wear Resistance of the La62Cu12Ni12Al14 Bulk Metallic Glass Under
Dry Friction Conditions 査読有
Tribology Lett.











251 2017(           )
. 磁性材料学研究部門
英語
Epitaxial CuN Films with Highly Tunable Lattice Constant for




4 1700367-1 2017(           )
ISI
英語
Buffer layer dependence of magnetoresistance effects in
Co2Fe0.4Mn0.6Si/MgO/Co50Fe50 tunnel junctions 査読有
AIP Adv.
8 055902-1 2017(           )
ISI
英語
Electric field effect on magnetic anisotropy for Fe-Pt-Pd alloys
査読有
7 085210-1 2017(           )
ISI
英語
Dependence of anomalous Nernst effect on crystal orientation in
highly ordered γ′-Fe4N films with anti-perovskite structure 査読有
Appl. Phys. Express
10 073005-1 2017(           )☆
ISI
英語
Resonant magnetization switching conditions of an exchange-
coupled bilayer under spin wave excitation 査読有
Appl. Phys. Lett
110 082401-1 2017(           )
ISI
英語
Dual-spacer nanojunctions exhibiting large current-perpendicular-
to-plane giant magnetoresistance for ultrahigh density magnetic
recording
査読有
110 102401-1 2017(           )
ISI
英語
Capturing ultrafast magnetic dynamics by time-resolved soft x-ray
magnetic circular dichroism 査読有
110 162401-1 2017(           )
ISI
英語
Magnetic anisotropy of L10-ordered FePt thin films studied by Fe
and Pt L2,3-edges x-ray magnetic circular dichroism 査読有
111 142402-1 2017(           )
ISI
英語
Fabrication and Characterization of Epitaxial Films of




8 3305605-1 2017(           )
ISI
英語
Magnetoelastic Properties of Epitaxially Grown Co2Fe0.4Mn0.6Si and
Co2FeGa0.5Ge0.5 Heusler Alloys Thin Films 査読有
IEEE Trans. Magn.
53 2501906-1 2017(           )
ISI
英語
Buffer-Layer Dependence of Interface Magnetic Anisotropy in
Co2Fe0.4Mn0.6Si Heusler Alloy Ultrathin Films 査読有
53 2600404-1 2017(           )
ISI
英語
Negative anisotropic magnetoresistance resulting from minority spin
transport in NixFe4-xN (x=1 and 3) epitaxial films 査読有
J. Appl. Phys.
121 023903-1 2017(           )
ISI
英語
Magnetic domain walls in nanostrips of single-crystalline Fe4N(001)
thin films with fourfold in-plane magnetic anisotropy 査読有
121 243904-1 2017(           )
ISI
英語
Magnetization switching behavior of exchange-coupled bilayer
nanodots characterized by magneto-optical Kerr effect 査読有
122 093902-1 2017(           )
ISI
英語
Highly oriented epitaxial (α''+α ')-Fe16N2 films on α-Fe(001)
buffered MgAl2O4(001) substrates and their magnetization 査読有
J. Cryst. Growth
468 691 2017(           )
ISI
英語
Control of Magnetization Dynamics in Ordered Alloy Systems
(Invited Review) 査読有
J. Magn. Soc. Jpn.
41 46 2017(           )
英語
Current perpendicular-to-plane giant magnetoresistance devices
using half-metallic Co2Fe0.4Mn0.6Si electrodes and a Ag-Mg spacer 査読有
J. Phys. D: Appl. Phys.
50 14004 2017(           )
ISI
英語
Nonlinear electric field effect on perpendicular magnetic anisotropy
in Fe/MgO interfaces 査読有
50 40LT04-1 2017(           )
ISI
英語
Development of antiferromagnetic Heusler alloys for the
replacement of iridium as a critically raw material 査読有
50 443001-1 2017(           )
ISI
英語
Fabrication and characterization of L10-ordered FeNi thin films
査読有
50 483002-1 2017(           )
ISI
英語
Magnetic Anisotropy and Damping for Monolayer-Controlled Co | Ni
Epitaxial Multilayer
査読有
J. Phys. Soc. Jpn.
86 074710-1 2017(           )☆
ISI
英語
Role of the Cr Buffer Layer in the Thickness-Dependent Ultrafast
Magnetization Dynamics of Co2Fe0.4Mn0.6Si Heusler Alloy Thin Films 査読有
Phys. Rev. Appl.
7 064012-1 2017(           )
ISI
英語
Current perpendicular-to-plane giant magnetoresistance using an
L12 Ag3Mg spacer and Co2Fe0.4Mn0.6Si Heusler alloy electrodes:
Spacer thickness and annealing temperature dependence
査読有
Phys. Rev. Mater.
1 044402-1 2017(           )☆
ISI
英語
Synthesis of single-phase L10-FeNi magnet powder by nitrogen
insertion and topotactic extraction 査読有
Sci. Rep.
7 13216-1 2017(           )☆
ISI
英語
Voltage control of magnetic anisotropy in epitaxial Ru/Co2FeAl/
MgO heterostructures 査読有






117 1 2017(           )
. 結晶材料化学研究部門　(本章末尾に追加有。)
英語
Crystallization Technique of High-Quality Protein Crystals
Controlling Surface Free Energy
査読有
Cryst. Growth Des.
17 6712 2017(           )☆
ISI
英語
Effect of an External Electric Field on the Kinetics of Dislocation-
Free Growth of Tetragonal Hen Egg White Lysozyme Crystals
査読有
Crystals
7 170(1) 2017(           )☆
ISI
英語
Do We Need Microgravity to Improve the Diffraction Properties of
Protein Crystals? 査読有
Int. J. Microgravity Science Application
34 340117-1 2017(           )
ISI
英語
Emissivity Measurements of Molten Metals with an Electrostatic
Levitator 査読有
34 340305-1 2017(           )
ISI
英語
Effect of point defects on Curie temperature of lithium niobate
査読有
J. Am. Ceram. Soc.
100 1118 2017(           )☆
ISI
英語
Physical properties of molten core materials: Zr-Ni and Zr-Cr alloys
measured by electrostatic levitation 査読有
J. Nucl. Mater.
485 129 2017(           )
ISI
英語




33 3262 2017(           )☆
ISI
英語
Heterogeneous Nucleation of Colloidal Crystals on a Glass
Substrate with Depletion Attraction 査読有
33 10543 2017(           )☆
ISI
英語
Enhancement of the Phase Formation Rate during In-Field Solid-
Phase Reactive Sintering of Mn-Bi 査読有
Mater. Trans.





44 96 2017(           )
. 水素機能材料工学研究部門
英語
Lattice Water for the Enhanced Performance of Amorphous Iron
Phosphate in Sodium-Ion Batteries 査読有
ACS Energy Lett.
2 998 2017(           )
ISI
英語
Low Molecular Weight Spandex as a Promising Polymeric Binder for
LiFePO4 Electrodes 査読有
Adv. Energy Mater.
7 2017(           )
ISI
英語
Role of Ordered Ni Atoms in Li Layers for Li-Rich Layered Cathode
Materials 査読有
Adv. Funct. Mater.
27 2017(           )
ISI
英語
Fast sodium ionic conduction in Na2B10H10-Na2B12H12 pseudo-binary




110 103901-1 2017(           )☆
ISI
英語
Thermodynamic properties and reversible hydrogenation of LiBH4-
Mg2FeH6 composite materials 査読有
Inorganics
5 81-(1) 2017(           )
英語
Imaging the hydrogenation of Mg thin films
査読有
Int. J. Hydrogen Energy
42 22411 2017(           )
ISI
英語
In-situ powder neutron diffraction study on the formation process
of LaMg2NiH7 査読有
42 22449 2017(           )☆
ISI
英語
Synthesis of novel hydride Li3AlFeH8 at high temperature and
pressure 査読有
42 22489 2017(           )☆
ISI
英語
Preface to the special issue on “The 15th International Symposium
on Metal-Hydrogen Systems (MH2016), 7-12 August 2016,
Interlaken, Switzerland”
42 22303 2017(           )
英語
Selection of Binder and Solvent for Solution-Processed All-Solid-
State Battery 査読有
J. Electrochem. Soc.
164 A2075 2017(           )
ISI
英語
Li5(BH4)3NH, Lithium Rich Mixed Anion Complex Hydride
査読有
J. Phys. Chem. C
121 11069 2017(           )
ISI
英語
Infrared spectroscopic and computational studies on Li4FeH6 with
high gravimetric hydrogen density 査読有
Mater. Trans.
58 157 2017(           )
ISI
英語
Nanoscale Zirconium-Abundant Surface Layers on Lithium- and




17 7869 2017(           )
ISI
英語










56 76 2017(           )
日本語
エネルギー材料としての水素化物の研究開発 56 130 2017(           )
日本語
企画にあたって 56 429 2017(           )
日本語
水素化物を用いた新規固体電解質と全固体二次電池の開発 56 448 2017(           )
. 先端結晶工学研究部
英語
Engineering of Eu dopant segregation in colquiriite-type fluoride
single crystal scintillators 査読有
AIP Adv.
7 2017(           )
ISI
英語
Thermal conductivity of PrRh4.8B2, a layered boride compound
査読有
APL Mater.
5 2017(           )
ISI
英語
Application of microscope-based scanning software (Panoptiq) for
the interpretation of cervicovaginal cytology specimens 査読有
Cancer Cytopathology
125 918 2017(           )
ISI
英語
Crystal growth and piezoelectric properties of Ca3Ta(Ga1-x Sc-x)(3)
Si2O14 single crystals 査読有
Ceram. Int.
43 S136 2017(           )
ISI
英語
Single crystal growth and scintillation properties of Ca(Cl, Br, I)(2)
single crystal 査読有
43 S423 2017(           )
ISI
英語
Development of the growth technique on cerium bromide single
crystal by Halide-micro-pulling-down method 査読有
Cryst. Res. Technol.
52 2017(           )
ISI
英語
Development of Eu:SrI2 Scintillator Array for Gamma-Ray Imaging
Applications 査読有
IEEE Trans. Nucl. Sci.
64 1647 2017(           )
ISI
英語
Improvement of the growth of Li4SiO4 single crystals for neutron
detection and their scintillation and luminescence properties 査読有
J. Cryst. Growth
457 143 2017(           )
ISI
英語
Room temperature operating InAsSb-based photovoltaic infrared
sensors grown by metalorganic vapor phase epitaxy 査読有
464 211 2017(           )
ISI
英語
Effects of Al substitution for Ca3Ta(Ga1-xAlx)(3)Si2O14 piezoelectric
single crystals 査読有
468 321 2017(           )
ISI
英語
Growth and characterization of Ce:Gd3(Al, Ga)5O12single crystals
with various ratio of Ga to Al 査読有
468 361 2017(           )
ISI
英語
Luminescence and light yield of (Gd2Y)( Ga3Al2) O12: Pr
3+ single
crystal scintillators 査読有
468 369 2017(           )
ISI
英語
Q Relationships among chemical composition, lattice constants, and
acoustic properties for Ca3Ta(Ga1- Al-x(x))(3)Si2O14 single crystals 査読有
468 376 2017(           )
ISI
英語
Crystal growth and optical properties of Gd admixed Ce-doped
Lu2Si2O7 single crystals 査読有
468 391 2017(           )
ISI
英語
Optical and scintillation characteristics of Gd2YAl2Ga3O12:Ce and
Lu2YAl2Ga3O12:Ce single crystals 査読有
468 395 2017(           )
ISI
英語
Effects of Na co-doping on optical and scintillation properties of Eu:
LiCaAlF6 scintillator single crystals 査読有
468 399 2017(           )
ISI
英語
Growth of platinum fibers using the micro-pulling-down method
査読有
468 403 2017(           )
ISI
英語
Single crystal growth of Ce:Gd3(Ga,Al)(5)O12 with various Mg
concentration and their scintillation properties 査読有
468 407 2017(           )
ISI
英語
Effect of Mg co-doping on scintillation properties of Ce:Gd3(Ga, Al)
(5)O12 single crystals with various Ga/Al ratios 査読有
468 420 2017(           )
ISI
英語
Control of the solid-liquid interface during growth of a Ce-doped
Gd2Si2O7 crystal by the traveling solvent floating zone method 査読有
468 465 2017(           )
ISI
英語
Improvement of dopant distribution in radial direction of single
crystals grown by micro-pulling-down method 査読有
474 178 2017(           )
ISI
英語
Development and performance evaluation of Time-over-Threshold
based digital PET (TODPET2) scanner using SiPM/Ce:GAGG-arrays
for non-invasive measurement of blood RI concentrations
査読有
J. Instrum.
12 2017(           )
ISI
英語
Double Photon Emission Coincidence Imaging using GAGG-SiPM
pixel detectors 査読有
12 2017(           )
ISI
英語
Luminescence and scintillation properties of Mg-codoped LuAG:Pr
single crystals annealed in air 査読有
J. Lumin.
181 277 2017(           )
ISI
英語
Skin Effect of Rotating Magnetic Fields in Liquid Bridge
査読有
J. Magnetics
22 333 2017(           )
ISI
英語
Growth of LiF/LiBaF3 eutectic scintillator crystals and their optical
properties 査読有
J. Mater. Sci.
52 5531 2017(           )
ISI
英語
Effects of dopant distribution improvement on optical and
scintillation properties for Ce-doped garnet-type single crystals 査読有
J. Mater. Sci. - Mater. Electron.
28 7151 2017(           )
ISI
英語
Growth and scintillation properties of Eu and Ce doped LiSrI3 single
crystals 査読有
28 13157 2017(           )
ISI
英語
Temperature dependence of acoustic property of Ca3Ta( Ga, Al)(3)
Si2O14 single crystals 査読有
Jpn. J. Appl. Phys.
56 2017(           )
ISI
英語
Basic performance of Mg co-doped new scintillator used for TOF-
DOI-PET systems 査読有
Nucl. Instrum. Methods Phys. Res. Sect. A
842 14 2017(           )
ISI
英語
Comparison of luminescence, energy resolution and light loss
coefficient of Gd1.53La0.47Si2O7:Ce and Lu1.9Y0.1SiO5:Ce scintillators 査読有
844 129 2017(           )
ISI
英語
Development of high resolution phoswich depth-of-interaction block
detectors utilizing Mg co-doped new scintillators 査読有
875 111 2017(           )
ISI
英語
Development of novel growth methods for halide single crystals
査読有
Opt. Mater.
65 46 2017(           )
ISI
英語
2 inch size Czochralski growth and scintillation properties of Li+ co-
doped Ce:Gd3Ga3Al2O12 査読有
65 52 2017(           )
ISI
英語
Temperature dependence of Ce-doped (Gd0.6 La0.4)(2)Si2O7
scintillators 査読有
65 56 2017(           )
ISI
英語
Effects of Mg-codoping on luminescence and scintillation properties
of Ce doped Lu3(Ga,Al)(5)O12 single crystals 査読有
65 60 2017(           )
ISI
英語
Crystal growth and optical properties of indium doped LiCaAlF6
scintillator single crystals 査読有
65 69 2017(           )
ISI
英語
The divalent ion codoping effect on Ce-doped (Gd, La)(2)Si2O7
single crystals 査読有
68 42 2017(           )
ISI
英語
Growth and scintillation properties of Eu doped LiSrI3/LiI eutectics
査読有
68 70 2017(           )
ISI
英語
Development and melt growth of novel scintillating halide crystals
査読有
74 109 2017(           )
ISI
英語
Development of a real-time dose monitor with Cr-doped Gd3Ga5O12
infrared scintillator 査読有
Radiat. Meas.
106 187 2017(           )
ISI
英語
Mg co-doping effects on Ce doped Y3(Ga,Al)(5)O12 scintillator
査読有
2016 INTERNATIONAL CONFERENCE ON DEFECTS IN INSULATING MATERIALS (ICDIM 2016)
169 2017(           )
英語
Difference in distribution of eu ions doped CaF2single crystal caused
by two types of grown method by measurement of multi-photon
luminescence
2017 Conference on Lasers and Electro-Optics Pacific Rim, CLEO-PR 2017
1 2017(           )
. 複合機能材料学研究部門
英語
Elimination of double position domains (DPDs) in epitaxial 〈111〉
-3C-SiC on Si(111) by laser CVD 査読有
Appl. Surf. Sci.
426 662 2017(           )
ISI
英語
Synthesis of large size uniform single-crystalline trilayer graphene
on premelting copper 査読有
Carbon
122 352 2017(           )
ISI
英語
Effect of Li addition on the formation of Na-β/β''-alumina film by
laser chemical vapor deposition
査読有
Ceram. Int.
43 1278 2017(           )☆
ISI
英語
Multiwalled carbon nanotube forests grown on the surface of
synthetic diamond crystals 査読有
43 10606 2017(           )
ISI
英語
Effect of La3+ ion substitution on the dielectric properties of single-
crystalline BaTi2O5 査読有
43 15375 2017(           )☆
ISI
英語
Preparation of ZrCN－TiCN solid solutions by spark plasma
sintering 査読有
43 16965 2017(           )☆
ISI
英語
Effect of precursors’ ratio on c-axis-oriented SmBCO film by
MOCVD 査読有
43 S488 2017(           )
ISI
英語
Laser assisted chemical vapor deposition of nanostructured NaTaO3
and SrTiO3 thin films for efficient photocatalytic hydrogen evolution 査読有
Fuel
197 174 2017(           )
ISI
英語
Room-temperature fracture toughness of MoSiBTiC alloys
査読有
Intermetallics
84 92 2017(           )
ISI
英語
Structural study of β-SiC(001) films on Si(001) by laser chemical
vapor deposition 査読有
J. Am. Ceram. Soc.
100 1634 2017(           )
ISI
英語
Electrical resistivity anomaly, valence shift of Pr ion, and magnetic




115104 2017(           )
ISI
英語
Preparation of directionally solidified BaTi2O5-Ba6Ti17O40 eutectic by
the floating zone method 査読有
J. Cryst. Growth
459 23 2017(           )
ISI
英語
Preparation of highly oriented β-SiC bulks by halide laser
chemicalvapor deposition 査読有
J. Eur. Ceram. Soc.
37 509 2017(           )
ISI
英語
Mechanical properties of nano-grain SiO2 glass prepared by spark
plasma sintering 査読有
37 721 2017(           )☆
ISI
英語
Effect of CH4/SiCl4 ratio on the composition and microstructure of
<110>-oriented β-SiC bulks by halide CVD 査読有
37 1217 2017(           )
ISI
英語
Suppression of carbon contamination in SPSed CaF2 transparent
ceramics by Mo foil 査読有
37 4103 2017(           )
ISI
英語
Mechanical properties of individual phases of ZrB2-ZrC eutectic
composite measured by nanoindentation 査読有
37 4223 2017(           )
ISI
英語
Mintermediate accumulation analysis of bacteriorhodopsin
reconstituted 査読有
J. Phys.: Conf. Ser.
924 2017(           )
英語
Optimized growth conditions of epitaxial SnSe films grown by pulsed
laser deposition 査読有
Jpn. J. Appl. Phys.
56 125503 2017(           )
ISI
英語
Thermoelectric properties of LiCo1-xMxO2 (M = Cu, Mg, Ni, Zn):
査読有
56 021101-1 2017(           )
ISI
英語
Impedance and ionic conduction of single crystalline BaTi2O5
査読有
Mater. Chem. Phys.





4 11325 2017(           )
英語
Morphological features of W- and Ni-containing coatings on
diamond crystals and properties of diamond-copper composites
obtained by Spark Plasma Sintering
査読有
4 11396 2017(           )
英語
Electrical conductivity of C-SiC and Si-SiC prepared by spark
plasma sintering 査読有
4 11441 2017(           )
英語
Impedance of Cubic Li7La3Zr2O12 Film Deposited on Strontium
Ruthenate Substrate by Chemical Vapor Deposition 査読有
4 11445 2017(           )
英語
Microstructure evolution of (Ti, Zr)C solid solution at the initial
stage of phase decomposition 査読有
4 11449 2017(           )
英語
Spark plasma sintering of SiC-coated large-size diamond powder
査読有
4 11453 2017(           )
英語
Dielectric properties of single crystalline Ba(Ti0.99Zr0.01)2O5 prepared
by the floating zone method 査読有
4 11457 2017(           )
英語
High-speed Epitaxial Growth of (110) SrTiO3 Films on (110) MgAl2O4
Substrates using Laser Chemical Vapour Deposition 査読有
4 11461 2017(           )
英語
Thickness dependence of structure and superconductivity of the
SmBa2Cu3O7 film by laser CVD 査読有
RSC Adv.
89 56166 2017(           )
ISI
英語




9 1093 2017(           )☆
ISI
英語
Design and characterization of Yb and Nd doped transparent
ceramics for high power laser applications: recent advancements 査読有
SPIE - The International Society for Optical Engineering














64 677 2017(           )
. 加工プロセス工学研究部門
英語
Refinement of lamellar structures in Ti-Al alloy
査読有
Acta Mater.
125 81 2017(           )
ISI
英語
Noble-Metal-Free Metallic Glass as a Highly Active and Stable
Bifunctional Electrocatalyst for Water Splitting 査読有
Adv. Mater. Interface
2017(           )
ISI
英語
Impact of solute elements on detwinning in magnesium and its alloys
査読有
Int. J. Plasticity
91 134 2017(           )☆
ISI
英語
Regulating twin boundary mobility by annealing in magnesium and its
alloys 査読有
99 1 2017(           )
ISI
英語
Discontinuous yielding and microstructural evolution of Ti-40 at.% Al
alloy compressed in single α-hcp phase region 査読有
J. Alloys Compd.
693 1261 2017(           )
ISI
英語
Effect of substituting elements on thermal stability and glass-
forming ability of an Al-based Al[sbnd]Ni[sbnd]Er metallic glass 査読有
707 97 2017(           )
ISI
英語
Effect of nitrogen on the microstructure and mechanical properties
of Co-33Cr-9W alloys prepared by dental casting 査読有
J. Mech. Behav. Biomed. Mater.
77 693 2017(           )
ISI
英語
Influence of cobalt addition on microstructure and hot workability of
IN713C superalloy 査読有
Mater. Des.
122 340 2017(           )
ISI
英語
Study of microstructure evolution and properties of Cu-Fe
microcomposites produced by a pre-alloyed powder method 査読有
126 64 2017(           )
ISI
英語
CoCrFeNiTi-based high-entropy alloy with superior tensile strength
and corrosion resistance achieved by a combination of additive




189 148 2017(           )☆
ISI
英語
Fatigue improvement of electron beam melting- fabricated
biomedical Co-Cr-Mo alloy by accessible heat treatment
査読有
Mater. Res. Lett.
6 93 2017(           )☆
英語
Effects of post-processing on cyclic fatigue response of a titanium
alloy additively manufactured by electron beam melting 査読有
Mater. Sci. Eng. A
680 239 2017(           )
ISI
英語
Strain-controlled iso-thermal fatigue behavior of Co-29Cr-6Mo
used for tooling materials in Al die casting 査読有
703 27 2017(           )
ISI
英語
Damping capacity of pre-compressed magnesium alloys after
annealing 査読有
708 104 2017(           )
ISI
英語
Effects of carbon addition on wear mechanisms of CoCrMo metal-
on-metal hip joint bearings
査読有
Mater. Sci. Eng. C
76 997 2017(           )☆
ISI
日本語
Phase stability and mechanical properties of Ti-Cr-Sn-Zr alloys
containing a large amount of Zr
879 1344 2017(           )
日本語
Effect of Zr-addition to Ti-14Mn alloy
Mater. Sci. Forum
890 352 2017(           )
英語
Characterization of powder bed generation in electron beam additive
manufacturing by discrete element method (DEM) 査読有
Mater. Today: Proc.
4 11437 2017(           )
英語
Continuous Measurements of Recrystallization and Grain Growth in
Cobalt Super Alloys 査読有
Metall. Mater. Trans. A
48 2363 2017(           )
ISI
英語




7 10808 2017(           )☆
ISI
英語
Forging property, processing map, and mesoscale microstructural
evolution modeling of a Ti-17 alloy with a lamellar (α+β) starting
microstructure
査読有
Sci. Technol. Adv. Mater.
18 893 2017(           )
ISI
日本語
Guide to development of innovative joining technology - Electron
beam melting 査読有
Yosetsu Gakkai Shi























86 570 2017(           )
. アクチノイド物質科学研究部門
英語
Single crystal growth and electronic state of new compounds
RPt2Cd20 ( R = La-Nd, Sm) 査読有
J. Alloys Compd.
693 332 2017(           )
ISI
英語
Superconducting, Fermi surface, and magnetic properties in SrTGe3
and EuTGe3 (T: transition metal) with the Rashba-type tetragonal
structure
査読有
694 439 2017(           )
ISI
英語
Unique Electronic States in Non-centrosymmetric Cubic
Compounds 査読有
J. Electron. Mater.
46 3572 2017(           )
ISI
英語
Linear dichroism in 3d core-level and 4f valence-band
photoemission spectra of strongly correlated rare-earth compounds 査読有
J. Electron. Spectrosc. Relat. Phenom.
220 61 2017(           )
ISI
英語
Microscopic Magnetic Properties of the Itinerant Metamagnet
UCoAl by X-ray Magnetic Circular Dichroism 査読有
J. Phys. Soc. Jpn.
88 24712 2017(           )
ISI
英語
Effect of Pressure on Magnetism of UIrGe
査読有
86 44709 2017(           )
ISI
英語
Absence of the Pauli-Paramagnetic Limit in a Superconducting
U6Co 査読有
86 73701 2017(           )☆
ISI
英語
Characteristic Physical Properties of the Non-Kramers Gamma(3)
Ground State in PrPt2Cd20 査読有
86 74711 2017(           )
ISI
英語
Fermi Surfaces in the Antiferromagnetic, Paramagnetic and
Polarized Paramagnetic States of CeRh2Si2 Compared with
Quantum Oscillation Experiments
査読有
86 84702 2017(           )☆
ISI
英語
Re-entrant Spin Glass Behavior and Large Magnetocaloric Effect in
Er2PtSi3 査読有
J. Phys.: Conf. Ser.
807 042003 1 2017(           )
英語
Single Crystal Growth and Superconductivity in Th7Ni3 and La7Ni3
without Inversion Symmetry 査読有
807 052012 1 2017(           )
英語
Pairing mechanism in the ferromagnetic superconductor UCoGe
査読有
Nat. Commun.
8 14480 2017(           )
ISI
英語
Three-dimensional critical phase diagram of the Ising
antiferromagnet CeRh2Si2 under intense magnetic field and pressure 査読有
Phys. Rev. B
95 14411 2017(           )
ISI
英語
Superconducting and ferromagnetic phase diagram of UCoGe
probed by thermal expansion 査読有
95 115151 2017(           )
ISI
英語
Switching of magnetic ground states across the UIr1-xRhxGe alloy
system 査読有
95 155138 2017(           )
ISI
英語
Drastic change of the Fermi surface across the metamagnetic
transition in CeRh2Si2 査読有
95 161107 2017(           )☆
ISI
英語
Observation of a new field-induced phase transition and its
concomitant quantum critical fluctuations in CeCo(In1-xZnx)(5) 査読有
95 224425 2017(           )
ISI
英語
Orbital and spin moments in the ferromagnetic superconductor
URhGe by x-ray magnetic circular dichroism 査読有
95 235147 2017(           )☆
ISI
英語
Quasiparticle excitations and evidence for superconducting double
transitions in monocrystalline U0.97Th0.03Be13 査読有
96 100505 2017(           )
ISI
英語
Unconventional superconductivity and an ambient-pressure
magnetic quantum critical point in single-crystal LaNiC2 査読有
96 174515 2017(           )
ISI
英語
Coincidence of magnetic and valence quantum critical points in
CeRhIn5 under pressure 査読有
96 184524 2017(           )
ISI
英語
Raman active high energy excitations in URu2Si2
査読有
Physica B
506 19 2017(           )
ISI
英語
Field-induced magnetic instability within a superconducting
condensate 査読有
Sci. Adv.
3 e1602055 2017(           )
ISI
英語
Ferromagnetic cluster glass behavior and large magnetocaloric
effect in Ho2PtSi3 査読有
Solid State Communs.





74‐75 2017(           )
. 不定比化合物材料学研究部門
英語
Ferroelectric and Magnetic Properties in Room-Temperature
Multiferroic GaxFe2-xO3 Epitaxial Thin Films 査読有
Adv. Funct. Mater.
1704789-1 2017(           )
ISI
英語
Surface-segregation-induced phase separation in epitaxial Au/Co
nanoparticles: Formation and stability of core-shell structures 査読有
AIP Adv.
7 65309 2017(           )
ISI
英語
Crystal structure and dielectric / ferroelectric properties of CSD-
derived HfO2-ZrO2 solid solution films 査読有
Ceram. Int
43 S501 2017(           )
ISI
英語
Composition dependence of open-volume relaxation in Zr-Cu-Al
bulk amorphous alloys studied by positron annihilation 査読有
J. Alloys Compd.
707 73 2017(           )
ISI
英語
Crystal structure and magnetism in κ－Al2O3-type AlxFe2-xO3 films
on SrTiO3(111) 査読有
J. Appl. Phys.
122 15301 2017(           )
ISI
英語
Preparation of {001}c-oriented epitaxial (K, Na)NbO3 thick  films by
repeated hydrothermal deposition technique 査読有
J. Ceram. Soc. Jpn.
57 281 2017(           )
ISI
英語
The microstructural evolution in high sodium epitaxial sodium




52 2017(           )
ISI
英語
Strain-induced nanostructure of Pb(Mg1/3Nb2/3)O3-PbTiO3 on SrTiO3
epitaxial thin films with low PbTiO3 concentration 査読有
Jpn. J. Appl. Phys.
56 10PB12 2017(           )☆
ISI
英語
Characterization of (111)-oriented epitaxial (K0.5Na0.5)NbO3 thick
films deposited by hydrothermal method 査読有
56 10PF04-1 2017(           )☆
ISI
英語
Polarization switching behavior of one-axis-oriented lead zirconate
titanate films fabricated on metal oxide nanosheet layer 査読有
56 10PF10 2017(           )
ISI
英語
Effect of the film thickness on the crystal structure and
ferroelectric properties of (Hf0.5Zr0.5)O2 thin films deposited on
various substrates
査読有
Mater. Sci. Semicond. Process
70 239 2017(           )☆
ISI
英語
Atomic and nanoscale imaging of a cellulose nanofiber and Pd
nanoparticles composite using lower-voltage high-resolution TEM 査読有
Microscopy
66 348 2017(           )
ISI
英語
In-situ observation of ultrafast 90° domain switching under
application of an electric field in (100)/(001)-oriented tetragonal
epitaxial Pb(Zr0.4Ti0.6)O3 thin films
査読有
Sci. Rep.
7 9641 2017(           )☆
ISI
英語
Synthesis of single-phase L10-FeNi magnet powder by nitrogen
insertion and topotactic extraction 査読有
7 13216 2017(           )
ISI
英語
On the atomic structure of γ″ phase in Mg-Zn-Gd alloy
査読有
Scr. Mater.
146 64 2017(           )
ISI
英語
Anomalous anisotropy of critical currents in (Sr, K)Fe2As2 tapes
査読有
Supercond. Sci. Technol.




Application of Internal Standard Method for Several 3d-Tansition




33 217 2017(           )
ISI
英語
Fundamental Study on Ablation Sampling of Fe-based Binary Alloys
in Laser-induced Breakdown Optical Emission Spectrometry 査読有






66 515 2017(           )
ISI
英語
Improvement in Signal Response of In-depth Elemental Profiles in
Radio-frequency Glow Discharge Optical Emission Spectrometry by
Using a Bias-current Introduction Method
査読有
ISIJ Int.
57 1563 2017(           )
ISI
英語
Small-angle X-ray Scattering Studies on Aging Precipitation of
High-strength Soft-magnetic Stainless Steels 査読有
57 2028 2017(           )
ISI
英語
Cathodoluminescence analysis for rapid identification of alumina and
MgAl2O4 spinel inclusions in steels 査読有
Mater. Charact.
131 210 2017(           )☆
ISI
英語
X-Ray Excited Optical Luminescence and Portable Electron Probe
Microanalyzer-Cathodoluminescence (EPMA-CL) Analyzers for On-
Line and On-Site Analysis of Nonmetallic Inclusions in Steel
査読有
Microsc. Microanal.
23 1143 2017(           )☆
ISI
英語
Emission Spectrometric Evaluation of a Hollow-cathode Glow
Discharge Plasma with Helium-Oxygen Mixed Gas for Surface
Modification of Co-Cr-Mo alloy
査読有
Plasma Chem. Plasma Process.
37 1263 2017(           )☆
ISI
英語
Portable Pyroelectric Electron Probe Microanalyzer with a spot size
of 40 um 査読有
Rev. Sci. Instrum.
88 23117 2017(           )
ISI
英語
Comparison of the observed and calculated coherent forward
scattering spectra of the 842.5 nm Ar I and 844.6 nm O I lines in a
radio frequency glow discharge
査読有
Spectrochim. Acta Part B
132 37 2017(           )
ISI
英語
Emission characteristics of 6.78-MHz radio-frequency glow
discharge plasma in a pulsed mode 査読有
133 72 2017(           )☆
ISI
英語
Quantitative distribution analysis of alumina inclusion particles in




49 740 2017(           )☆
ISI
英語
Rapid phase mapping in heat-treated powder mixture of alumina and
magnesia utilizing cathodoluminescence 査読有
X-Ray Spectrom.
46 131 2017(           )
ISI
英語
Cathodoluminescence imaging for detecting non-metallic inclusions
in steel
ALC'17 Proceedings
2017(           )
英語
Observation of reaction distribution in electrodes of lithium-ion
battery using laser-induced breakdown spectroscopy
2017(           )
. 学際・国際的高度人材育成ライフイノベーションマテリアル創製共同研究プロジェクト
英語
Refinement of lamellar structures in Ti-Al alloy
査読有
Acta Mater.
125 82 2017(           )
ISI
英語
Effect of Li addition on the formation of Na-β/β''-alumina film by
laser chemical vapor deposition 査読有
Ceram. Int.
43 1278 2017(           )
ISI
英語
Multiwalled carbon nanotube forests grown on the surface of
synthetic diamond crystals 査読有
43 10606 2017(           )
ISI
英語
Effect of La3+ ion substitution on the dielectric properties of single-
crystalline BaTi2O5 査読有
43 15375 2017(           )
ISI
英語
Preparation of ZrCN-TiCN solid solutions by spark plasma sintering
査読有
43 16965 2017(           )
ISI
英語
Room-temperature fracture toughness of MoSiBTiC alloys
査読有
Intermetallics
84 92 2017(           )
ISI
英語
Discontinuous yielding and microstructural evolution of Ti-40 at.% Al
alloy compressed in single α-hcp phase region 査読有
J. Alloys Compd.
693 1261 2017(           )
ISI
英語
Preparation of directionally solidified BaTi2O5-Ba6Ti17O40 eutectic by
the floating zone method 査読有
J. Cryst. Growth
459 23 2017(           )
ISI
英語
Mechanical properties of nano-grain SiO2 glass prepared by spark
plasma sintering 査読有
J. Eur. Ceram. Soc.
37 721 2017(           )
ISI
英語
Mechanical properties of individual phases of ZrB2-ZrC eutectic
composite measured by nanoindentation 査読有
37 4223 2017(           )
ISI
英語
Thermoelectric properties of LiCo1-xMxO2 (M = Cu, Mg, Ni, Zn):
Comparison with LiyCoO2 and NayCoO2 systems 査読有
Jpn. J. Appl. Phys.
56 021101-1 2017(           )
ISI
英語
Impedance and ionic conduction of single crystalline BaTi2O5
査読有
Mater. Chem. Phys.
186 75 2017(           )
ISI
英語
Morphological features of W- and Ni-containing coatings on
diamond crystals and properties of diamond-copper composites
obtained by Spark Plasma Sintering
査読有
Mater. Today: Proc.
4 11396 2017(           )
英語
Electrical conductivity of C-SiC and Si-SiC prepared by spark
plasma sintering 査読有
4 11441 2017(           )
英語
Impedance of Cubic Li7La3Zr2O12 Film Deposited on Strontium
Ruthenate Substrate by Chemical Vapor Deposition 査読有
4 11445 2017(           )
英語
Microstructure evolution of (Ti, Zr)C solid solution at the initial
stage of phase decomposition 査読有
4 11449 2017(           )
英語
Spark plasma sintering of SiC-coated large-size diamond powder
査読有
4 11453 2017(           )
英語
Dielectric properties of single crystalline Ba(Ti0.99Zr0.01)2O5 prepared
by the floating zone method 査読有
4 11457 2017(           )
英語
Consolidation of Diamond Composites Using Silicon Carbide-Coated
Diamond Powder 査読有
Sci. Adv. Mater.











64 677 2017(           )
. 計算物質科学人材育成コンソーシアム
英語
B2-disorder phase boundary calculations in Fe rich region of Fe-Si
binary system with tetrahedron approximation of CVM 査読有
Calphad
56 207 2017(           )
ISI
英語
A Molecular Dynamics Study of Partitionless Solidification and
Melting of Al-Cu Alloys 査読有
ISIJ Int.
57 1774 2017(           )
ISI
英語
Mechanical properties of Fe rich Fe-Si alloys: ab-initio local bulk-
modulus viewpoint 査読有
Mater. Res. Express
116518-1-15 2017(           )
ISI
英語
Cluster Variation Method as a Theoretical Tool for the Study of
Phase Transformation 査読有
Metall. Mater. Trans. A
A 48 2753 2017(           )
ISI
英語
Mechanical properties of Fe-rich Si alloy from Hamiltonian
査読有
npj Computational Materials
3 2017(           )
ISI
英語
Ultrafast Coulomb explosion of a diiodomethane molecule induced
by an X-ray free-electron laser pulse 査読有
Phys. Chem. Chem. Phys.
19 19707 2017(           )
ISI
英語
Erratum: Relationship between bond-breakage correlations and
four-point correlations in heterogeneous glassy dynamics:
Configuration changes and vibration modes (vol 86, 041504, 2012)
査読有
Phys. Rev. E
95 69901 2017(           )
英語
Continuum limit of the vibrational properties of amorphous solids
査読有
Proc. the National Academy of Sciences of the United States of America










50 3 2017(           )
. 附属量子エネルギー材料科学国際研究センター
英語
Crystallographic analysis on atomic-plane parallelisms between bcc
precipitates and hcp matrix in recrystallized Zr-2.5Nb alloys 査読有
Acta Mater.
126 86 2017(           )
ISI
英語
Reassessment of oxidation-induced amorphization and dissolution
of Nb precipitates in Zr-Nb nuclear fuel cladding tubes 査読有
127 153 2017(           )
ISI
英語
Deformation of dissimilar-metals joint between F82H and 316L in
impact tests after neutron irradiation 査読有
Fusion Eng. Des.
124 1063 2017(           )
ISI
英語
The damage depth profile effect on hydrogen isotope retention
behavior in heavy ion irradiated tungsten 査読有
125 468 2017(           )
ISI
英語
Impact Property of Low-Activation Vanadium Alloy NIFS-HEAT-2
After Electron Beam Welding and Neutron Irradiation 査読有
Fusion Sci. Technol.
72 645 2017(           )
ISI
英語
Impact of Annealing on Deuterium Retention Behavior in Damaged
W 査読有
72 785 2017(           )
ISI
英語
Sm valence states and magnetic properties in SmBe13 and SmTi2Al20




238 100-1 2017(           )
ISI
英語
Superconducting, Fermi surface, and magnetic properties in SrTGe3




694 439 2017(           )
ISI
英語
Unique Electronic States in Non-centrosymmetric Cubic
Compounds 査読有
J. Electron. Mater.
46 3572 2017(           )
ISI
英語
Ti-rich precipitate evolution in vanadium-based alloys during
annealing above 400 degrees C 査読有
J. Nucl. Mater.
485 122 2017(           )
ISI
英語
Deuterium trapping at vacancy clusters in electron/neutron-
irradiated tungsten studied by positron annihilation spectroscopy 査読有
499 464 2017(           )
ISI
英語
Observation of Low-Energy Einstein Phonon and Superconductivity
in Single-Crystalline LaBe13 査読有
J. Phys. Soc. Jpn.
86 023704-1 2017(           )
ISI
英語
Unique Pressure versus Temperature Phase Diagram for
Antiferromagnets Eu2Ni3Ge5 and EuRhSi3 査読有
86 034708-1 2017(           )
ISI
英語
Thermodynamic Investigation of Metamagnetic Transitions and
Partial Disorder in the Quasi-Kagome Kondo Lattice CePdAl 査読有
86 034709-1 2017(           )
ISI
英語
Magnetically Ordered State and Crystalline-Electric-Field Effects in
SmBe13 査読有
86 074703-1 2017(           )
ISI
英語
Nodal gap structure of the heavy-fermion superconductor URu2Si2
revealed by eld-angle-dependent specic-heat measurements 査読有
J. Phys.: Conf. Ser.
807 052001-1 2017(           )
英語
Single Crystal Growth and Superconductivity in La 7 Ni 3 without
Inversion Symmetry in the Crystal Structure 査読有
807 52012 2017(           )
英語
A high field and cryogenic test facility for neutron irradiated
superconducting wire 査読有
Materials Science and Engineering
279 12029 2017(           )
英語
Weak-beam scanning transmission electron microscopy for
quantitative dislocation density measurement in steels. 査読有
Microscopy
66 120 2017(           )
ISI
英語
Plutonium Migration in Compacted Bentonite with Iron Corrosion for
15 Years 査読有
MSR Advances
2 693 2017(           )
英語
Divalent, trivalent, and heavy fermion states in Eu compounds
査読有
Philos. Mag.
97 3399 2017(           )
ISI
英語
Switching of magnetic ground states across the UIr1-xRhxGe alloy
system 査読有
Phys. Rev. B
95 155138-1 2017(           )
ISI
英語
Observation of a new field-induced phase transition and its
concomitant quantum critical fluctuations in CeCo(In1-xZnx)5 査読有
95 224425-1 2017(           )
ISI
英語
Wing structure in the phase diagram of the Ising ferromagnet




96 094411-1 2017(           )
ISI
英語
Quasiparticle excitations and evidence for superconducting double
transitions in monocrystalline U0.97Th0.03Be13 (Editors' Suggestion) 査読有
96 100505(R)-1 2017(           )☆
ISI
英語
Superconducting symmetries and magnetic responses of uranium
heavy-fermion systems UBe13 and UPd2Al3 査読有
Physica B
536 553 2017(           )
ISI
英語
Development of a Compact Divertor Plasma Simulator for Plasma-
Wall Interaction Studies on Neutron-Irradiated Materials 査読有
Plasma and Fusion Research
12 UNSP 2017(           )
英語
Feasibility of MA Transmutation by (MA, Zr)Hx in Radial Blanket
Region of Fast Reactor  and Plan of Technology Development
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entropy alloys produced by mechanical alloying and spark plasma
sintering
査読有
698 591 2017(           )
ISI
英語
Effect of substituting elements on thermal stability and glass-
forming ability of an Al-based Al-Ni-Er metallic glass 査読有
707 97 2017(           )
ISI
英語
Modeling the polymorphic transformations in amorphous solid ice
査読有
707 108 2017(           )
ISI
英語
Cold-rolling influence on microstructure and mechanical properties
of NiCr-Ag composites and porous NiCr obtained by liquid metal
dealloying
査読有
707 251 2017(           )
ISI
英語
Mechanical properties, structure, and biocompatibility of dual-axially
forged Ti94Fe3Au3, Ti94Fe3Nb3, and Ti94Au3Nb3 alloys 査読有
707 269 2017(           )
ISI
英語
Electrochemical behavior and biocompatibility of Ti-Fe-Cu alloy
with high strength and ductility 査読有
707 291 2017(           )
ISI
英語
Fabrication and mechanical properties of bulk metallic glass matrix
composites by in-situ dealloying method 査読有
707 332 2017(           )
ISI
英語
Development of in-situ beta-Ti reinforced Be-free Ti-based bulk
metallic glass matrix composites 査読有
714 120 2017(           )
ISI
英語
A novel method of surface modification by electrochemical
deoxidation: Effect on surface characteristics and initial bioactivity
of zirconia
査読有
J. Biomed. Mater. Res. Part B Appl. Biomater
105 2641 2017(           )
ISI
英語
Magnetic Circular Dichroism of Transition-Metal Complexes of
Perfluorophenyl-N-Confused Porphyrins: Inverting Electronic
Structure through a Proton
査読有
J. Phys. Chem. A
121 3689 2017(           )
ISI
英語
Development of Multi-colored Neutron Talbot-Lau Interferometer
with Absorption Grating Fabricated  by Imprinting Method of
Metallic Glass
査読有
J. Phys. Soc. Jpn.
86 44001 2017(           )
ISI
英語
Three dimensional analysis of nanoporous silicon particles for Li-ion
batteries 査読有
Mater. Charact.
124 165 2017(           )
ISI
英語
Tensile deformation behavior and deformation twinning of an
equimolar CoCrFeMnNi high-entropy alloy 査読有
Mater. Sci. Eng. A
689 122 2017(           )
ISI
英語
Effect of the cooling rate on the mechanical properties of Ti-Ni-
Cu-Zr-based crystal/glassy alloys 査読有
704 147 2017(           )
ISI
英語
Phonon excitations in Pd40Ni40P20bulk metallic glass by inelastic X-
ray scattering
Mater. Sci. Forum




4 11325 2017(           )
英語
Morphological features of W- and Ni-containing coatings on
diamond crystals and properties of diamond-copper composites
obtained by Spark Plasma Sintering
査読有
4 11396 2017(           )☆
英語
Preparation of Nanoporous Si by Dealloying in Metallic Melt and Its
Application for Negative Electrode of Lithium Ion Battery 査読有
4 11465 2017(           )
英語
Mechanical Proeprties and Biocompatibility of the Ti-Baed Low-
Alloys Minor Alloying by the Noble Metals 査読有
Nano Hybrids and Composites
13 63 2017(           )
英語
Many-electron states of the N2 and N3 color centers in diamond: A
first-principles and many-body study 査読有
Physica B
505 17 2017(           )
ISI
英語
Edge-illumination x-ray phase contrast imaging with Pt-based
metallic glass masks 査読有
Rev. Sci. Instrum.
88 2017(           )
ISI
英語
ZnO nested shell magic clusters as tetrapod nuclei
査読有
RSC Adv.
7 21933 2017(           )☆
ISI
英語
Polarons in endohedral Li+@C-60(-) dimers and in 1D and 2D
crystals 査読有
Solid State Communs.











42 2017(           )☆
. 計算材料学センター
英語
Parallel Large-Scale Molecular Dynamics Simulations Open New
Perspective to Clarify the Effect of Porous Structure on Sintering
Process of Ni/YSZ Multi-Particles
査読有
ACS Appl. Mater. Interfaces
9 31816 2017(           )
ISI
英語
Tight-Binding Quantum Chemical Molecular Dynamics Study on the
Friction and Wear Processes of Diamond-Like Carbon Coatings:
Effect of Tensile Stress
査読有
9 34396 2017(           )
ISI
英語
Parametrization of Reactive Force Field for Iron-Water System
査読有
J. Comput. Chem., Jpn.
16 110 2017(           )
英語
Structure and Function of Transfer Film Formed from PTFE/PEEK
Polymer Blend 査読有
J. Phys. Chem. C
121 14589 2017(           )
ISI
英語
Deformation and Fracture Processes of a Lamellar Structure in




50 3690 2017(           )
ISI
英語
Diamond-Like Carbon Coating under Oleic Acid Lubrication:
Evidence for Graphene Oxide Formation in Superlow Friction 査読有
Sci. Rep.














119 229 2017(           )
. 中性子物質材料研究センター
英語
Pressure-Induced Metallization in Iron-Based Ladder Compounds
Ba1-xCsxFe2Se3 査読有
J. Phys. Soc. Jpn.
86 24701 2017(           )
ISI
英語
Ce-substitution effects on the spin excitation spectra in
Pr1.4La0.6CexCuO4+δ 査読有
J. Phys.: Conf. Ser.
807 52009 2017(           )
英語
Impact of minute-time-scale kinetics on the stabilization of the
skyrmion-lattice in Cu2OSeO3 査読有
828 012004/1 2017(           )
英語
Development of a polarized 3He neutron spin filter for POLANO at
J-PARC 査読有
862 012011-1 2017(           )☆
英語
Development of laser optics for a spin-exchange optical pumping
3He neutron spin filter at J-PARC 査読有
2017(           )☆
英語
Thermal stability and irreversibility of skyrmion-lattice phases in
Cu2OSeO3 査読有
Phys. Rev. B
95 134412/1 2017(           )
ISI
英語
Unraveling local spin polarization of Zhang-Rice singlet in lightly
hole-doped cuprates using high-energy optical conductivity 査読有
95 165108-1 2017(           )
ISI
英語
Observation of momentum-dependent charge excitations in hole-
doped cuprates using resonant inelastic x-ray scattering at the
oxygen K edge
査読有
96 115148-1 2017(           )
ISI
英語
Revisiting 63Cu NMR evidence for charge order in superconducting
La1.885Sr0.115CuO4 査読有
96 224508-1 2017(           )
ISI
英語
Superconductivity-Insensitive Order at q=1/4 in Electron-Doped
Cuprates 査読有
Phys. Rev. X
7 041066-1 2017(           )
ISI
英語
Materials and Life Science Experimental Facility (MLF) at the Japan




1 43344 2017(           )☆
. 低温物質科学実験室
英語
Magnetic Properties of Electron-Doped LaCoO3
査読有
J. Phys. Soc. Jpn.
86 094706-1 2017(           )☆
ISI
英語
Highly crystalline 2D superconductors
査読有
Nature Reviews Materials
2 16094-1 2017(           )
英語
Unified trend of superconducting transition temperature versus Hall




95 115101-1 2017(           )
ISI
英語
Visualizing ferroic domains in an all-in-all-out antiferromagnet thin
film 査読有














153 2 2017(           )
. 材料分析研究コア
英語
Atomic-resolution evaluation of microsegregation and degree of
atomic order at antiphase boundaries in Ni50Mn20In30 Heusler alloy 査読有
Acta Mater.
122 166 2017(           )
ISI
英語
Refinement of lamellar structures in Ti-Al alloy
査読有
125 81 2017(           )
ISI
英語
Martensitic transformation and phase diagram in ternary Co-V-Ga
Heusler alloys 査読有
Appl. Phys. Lett.
110 121906 2017(           )
ISI
英語
Synthesis and crystal structure of a new aluminum-silicon-nitride
phosphor containing boron, Ba5B2Al4Si32N52:Eu 査読有
J. Solid State Chem.
251 43 2017(           )
ISI
英語
Atomic and nanoscale imaging of a cellulose nanofiber and Pd
nanoparticles composite using lower-voltage high-resolution TEM 査読有
Microscopy
66 348 2017(           )
ISI
英語
Cellular microstructures superposed on martensite plates in
Mn55.2Ga19.0Cu25.8 alloy showing large coercivity 査読有
Scr. Mater.




Enhanced expression of the M2 isoform of pyruvate kinase is








Observation of the spin Nernst effect
査読有
Nat. Mater.
16 977 2017(           )
ISI
英語
Energy repartition of magnons in the nonequilibrium steady state
査読有
Phys. Rev. B
95 024417-1 2017(           )
ISI
英語
Magnetic-proximity-induced magnetoresistance on topological
insulators 査読有
95 094428-1 2017(           )
ISI
英語
Magnetomechanical coupling and ferromagnetic resonance in
magnetic nanoparticles 査読有




Measurement of spectral emissivity and constant pressure heat
capacity of liquid platinum with an electrostatic levitator 査読有
J. Chem. Thermodyn.
112 7 2017(           )
ISI
英語
Characterization of grown-in dislocations in high-quality glucose








Observation of the spin Nernst effect
査読有
Nat. Mater.
16 977 2017(           )
ISI
英語
Energy repartition of magnons in the nonequilibrium steady state
査読有
Phys. Rev. B
95 024417-1 2017(           )
ISI
英語
Magnetic-proximity-induced magnetoresistance on topological
insulators 査読有
95 094428-1 2017(           )
ISI
英語
Magnetomechanical coupling and ferromagnetic resonance in
magnetic nanoparticles 査読有
95 134447-1 2017(           )
ISI
(期間：2017年4月～2018年3月)
基調講演 招待／特別講演 パネル 口頭 ポスター
１．金属物性論研究部門 1 29 4
２．結晶物理学研究部門
３．磁気物理学研究部門 1 1 3 1
４．量子表面界面科学研究部門
５．低温物理学研究部門 2
６．低温電子物性学研究部門 2 1 2 1
７．量子ビーム金属物理学研究部門 3 2 11
８．結晶欠陥物性学研究部門 2 8 2
９．金属組織制御学研究部門 4 1 5
10．計算材料学研究部門 1 8 3 2
11．材料照射工学研究部門 4 8 2
12．原子力材料物性学研究部門 1 1
13．原子力材料工学研究部門 1
14．電子材料物性学研究部門 1 6 7 5
15．ランダム構造物質学研究部門
16．生体材料学研究部門 7 1 4
17．錯体物性化学研究部門 2 1 2
18．非平衡物質工学研究部門 4 1
19．磁性材料学研究部門 4 7 1 1
20．結晶材料化学研究部門 4 5 2
21．水素機能材料工学研究部門 4 2
22．先端結晶工学研究部 6 33 54
23．複合機能材料学研究部門 1 4 4
24．加工プロセス工学研究部門 1 6 9
25．アクチノイド物質科学研究部門 7 1
26．不定比化合物材料学研究部門 3 8
27．分析科学研究部門 2 5 3
28．学際・国際的高度人材育成ライフイノベーションマテリアル創製共同研究プロジェクト 1 4 4
29．計算物質科学人材育成コンソーシアム 1 1 1 5
30．量子エネルギー材料科学国際研究センター 2 4 2
31．新素材共同研究開発センター 1 4 7 9
32．強磁場超伝導材料研究センター 1 2 4 1
33．附属産学官広域連携センター 2 2 1
34．先端エネルギー材料理工共創研究センター 1 25 4 1
35．国際共同研究センター ― ― ― ― ―
36．中性子物質材料研究センター 3 ― ―
37．低温物質科学実験室 4












工学研究科 教授 山崎 徹 加藤 秀実





新規 第2回固体化学フォーラム研究会 東京大学物性研究所 教授 広井 善二 宮坂 等
17K0004 一般研究 新規 Si基板上の非鉛圧電体薄膜の結晶歪制御技術の開発 北見工業大学工学部 教授 大野 智也 木口 賢紀
17K0005
若手萌芽
研究 新規 スピンペルチェ効果の開拓 物質・材料研究機構
グループ
リーダー 内田 健一 齊藤 英治
17K0006 一般研究 新規 二価金属共添加Ce含有ガーネットシンチレータの特性改善の機構解明 山形大学理学部 教授 北浦 守 山路 晃広
17K0007 一般研究 継続 レアメタルフリー磁性材料の創成研究 東京理科大学 講師 小嗣 真人 高梨 弘毅
17K0008 一般研究 新規 構造学的視点による難溶性成分の溶解性改善機構の解明 大阪薬科大学 講師 門田 和紀 杉山 和正




員 伊藤 雅彦 吉川 彰




者 陳 君 松田 秀幸




員 関口 隆史 藤原 航三
17K0012 一般研究 継続 遷移金属水素化物における低温磁性・伝導性の研究
高エネルギー加速器










































科学研究科 准教授 中塚 晃彦 杉山 和正




員 町田 晃彦 佐藤 豊人
17K0019 一般研究 継続 ソフトプラズマイオン化質量分析法の構築に向けた分光学的研究
広島大学大学院総合





上智大学理工学部 教授 後藤 貴行 佐々木 孝彦





名古屋大学 教授 宇佐美 徳隆 藤原 航三
17K0023 一般研究 新規 共沈法で製作した粉体を用いたGAGG透明セラミックの製作
大阪大学レーザー科
学研究所 准教授 藤岡 加奈 山路 晃広
17K0024 一般研究 継続 非晶質合金中のナノドメイン構造とバルク特性の相関に関する研究
大阪府立大学工学研








教授 上田 修 松岡 隆志




員 齋藤 寛之 高木 成幸




教授 大嶋 江利子 杉山 和正
17K0028 一般研究 継続 「靜電浮遊法」を用いたボロンの液体急冷による半導体準結晶の探索
東京大学 大学院新領
域創成科学研究科 教授 木村 薫 宇田 聡










大阪大学 准教授 北河 康隆 宮坂 等
17K0031 一般研究 継続 白金（111）上へのペロブスカイト薄膜の（110）方位エピタキシャル成膜
鶴岡工業高等専門学
校 教授 内山 潔 木口 賢紀






















筑波大学 助教 飯田 崇史 吉川 彰
17K0035 一般研究 新規 強誘電体薄膜への応力印加効果に関する微細構造解析に関する研究
静岡大学学術院工学
領域 准教授 坂元 尚紀 木口 賢紀
17K0036 一般研究 継続 多次元磁気構造を持つ分子性磁性体の強磁場物性
大阪府立大学理学系
研究科物理科学専攻 教授 細越 裕子 野尻 浩之















新規 アクチノイド元素の科学と技術 日本原子力研究開発機構 研究主幹 芳賀 芳範 青木 大
17K0040 一般研究 継続 ウラン系磁性超伝導体の単結晶育成と試料評価
名古屋大学大学院理
学研究科 教授 佐藤 憲昭 青木 大
17K0041 一般研究 新規 放射性金属のフタロシアニン錯体からの反跳脱離の研究 大阪大学 講師 笠松 良崇 青木 大
17K0042 一般研究 新規 ナノサイズ強磁性体の磁化ダイナミクス評価とスピンポンピングの検討
大島商船高等専門学
校 准教授 神田 哲典 高梨 弘毅
17K0043 一般研究 新規 単結晶状態にある非磁性酸化物/強磁性金属ヘテロ構造とその物性 東京大学 准教授 千葉 大地 塚﨑 敦
17K0044 一般研究 新規 擬似位相整合による紫外・真空紫外域波長変換素子の開発
大阪大学レーザー科
学研究所 教授 猿倉 信彦 宇田 聡
17K0045 一般研究 継続 準安定βチタン合金の相安定性と超弾性特性 新潟工科大学工学科 教授 村山 洋之介 千葉 晶彦




准教授 鳴海 康雄 野尻 浩之
17K0047 一般研究 新規 圧縮型バンド構造改質フッ化物による新規短波長光材料開発
大阪大学レーザー科
学研究所 助教 清水 俊彦 吉川 彰
17K0048 一般研究 継続 ヘテロpn接合を有する化合物太陽電池における界面構造制御
京都大学大学院工学
研究科材料工学専攻 准教授 野瀬 嘉太郎 今宿 晋









17K0050 一般研究 新規 金属ガラスの熱的歪みによる若返りの構造学的探求
熊本大学大学院先端






課題番号 研究種別 研究題目 対応教員
17K0051 一般研究 継続 様々な構造を持つ超伝導体中における量子磁束マニュピレーション
日本原子力研究開発
機構 研究主幹 岡安 悟 佐々木 孝彦
17K0052 一般研究 継続 Ti-xNb, xMo合金の機械的性質と摩擦摩耗挙動 兵庫県立大学 准教授 三浦 永理 山中 謙太
17K0053 一般研究 継続 磁場誘起合成促進効果の解明 鹿児島大学大学院理工学研究科 教授 小山 佳一 宇田 聡
17K0054 一般研究 継続 局所溶解・過冷却現象によるアルミニウム合金－3d遷移金属異材接合 宇都宮大学 准教授 山本 篤史郎 加藤 秀実
17K0055 一般研究 継続 ウラン錯体における遅い磁気緩和現象の観測
大阪大学大学院理学
研究科 准教授 福田 貴光 青木 大
17K0056 一般研究 新規 ビスマスを含む新奇ウラン化合物の探索
島根大学大学院総合
理工学研究科 准教授 本山 岳 青木 大
17K0057 一般研究 新規 3元系ウラン化合物の物質探索 金沢大学理工研究域 准教授 大橋 政司 青木 大
17K0058 一般研究 新規 ペロブスカイト型酸化物薄膜の結晶配向成長および分極反転機構の解明
上智大学理工学部物
質生命理工学科 准教授 内田 寛 木口 賢紀





員 森 道康 藤田 全基




け研究員 清水 亮太 折茂 慎一
17K0061 一般研究 継続 航空機用チタン合金の鍛造組織の評価と組織・材質予測技術の構築 香川大学　工学部 准教授 松本 洋明 山中 謙太
17K0062 一般研究 継続 メスバウァー分光法を用いた先端的機能材料の超微細磁気構造の解析 東北学院大学 教授 土井 正晶 青木 大





員 石井 賢司 藤田 全基
17K0064 一般研究 継続 希土類置換ビスマスフェライトにおける局所構造とナノドメイン 九州工業大学 准教授 堀部 陽一 木口 賢紀

























課題番号 研究種別 研究題目 対応教員
17K0069 一般研究 新規 複合構造を有する新規熱電材料の開発 産業技術総合研究所
主任研究
員 荻野 拓 吉川 彰
17K0070 一般研究 継続 グラフェンハイブリッドの磁気抵抗 熊本大学 教授 速水 真也 宮坂 等
17K0071 一般研究 継続 量子ビーム用パルス高性能磁場装置開発と物質科学への応用
日本原子力研究開発











名古屋大学 助教 吉野 正人 山路 晃広
17K0074 重点研究 新規 非アフィン熱歪み現象を用いた金属ガラスにおける構造不均一性の解明
宇部工業高等専門学
校機械工学科 助教 山崎 由勝 加藤 秀実
17K0075 一般研究 継続 アクチノイド金属間化合物の異方的伝導特性
日本原子力研究開発










宮城教育大学 教授 福田 善之 吉川 彰




教授 沼倉 宏 宮本 吾郎
17K0079 一般研究 継続 窒化物量子ドット配列の作製とエネルギー構造評価に関する研究
埼玉大学大学院理工
学研究科 准教授 八木 修平 窪谷 茂幸
17K0080 一般研究 新規 タンタル酸ナトリウム系ペロブスカイト型複酸化物膜の合成と多形評価
横浜国立大学大学院
環境情報研究院 准教授 伊藤 暁彦 後藤 孝
17K0081 一般研究 継続 バルクナノメタル超伝導体の渦糸状態
九州産業大学理工学
部電気工学科 准教授 西嵜 照和 佐々木 孝彦
17K0082 一般研究 新規 新規開発シンチレータの詳細測定と応用 広島大学 助教 高橋 弘充 吉川 彰
17K0083 一般研究 継続 原子燃料被覆管Zr新合金の開発と強度評価試験
東京大学大学院工学
系研究科 教授 阿部 弘亨 松川 義孝
























リカル研究部 准教授 長坂 琢也 松川 義孝
17K0088 一般研究 新規 電子ドープ型銅酸化物高温超伝導体のギャップ関数の研究
総合科学研究機構中
性子科学センター 研究員 池内 和彦 藤田 全基
17K0089 一般研究 継続 高温用ランガサイト系圧電単結晶ＣＮＧＡＳの育成と評価 富山県立大学 准教授 唐木 智明 吉川 彰
17K0090 一般研究 継続 地球外物質中カンラン石のＸ線回折による衝撃変成度合いの見積もり
東京大学大学院理学
系研究科 准教授 三河内 岳 杉山 和正
17K0091 一般研究 継続 双安定性ソフトマテリアルの磁気測定 中央大学 教授 張 浩徹 宮坂 等
17K0092 一般研究 継続 酸化還元活性な配位高分子のゲスト応答性
九州大学大学院理学
研究院 教授 大場 正昭 宮坂 等















工学研究科 助教 重田 出 窪田 崇秀
17K0096 一般研究 継続 磁性金属ヘテロ構造における新奇スピン軌道効果の開拓 物質・材料研究機構
グループ
リーダー 三谷 誠司 高梨 弘毅
17K0097 一般研究 新規 新規高速イオン伝導性水素化物の開発
関西学院大学理工学
部 准教授 松尾 元彰 高木 成幸
17K0098 一般研究 継続 高InNモル分率InGaN薄膜のMOVPE成長
 における均質性向上に関する研究 山口大学 助教 岡田 成仁 谷川 智之
17K0099 一般研究 継続 金属基板上への窒化物半導体の結晶成長と特性評価 工学院大学 教授 本田 徹 窪谷 茂幸
17K0100 一般研究 新規 マイクロチャネルエピタキシーを用いた高品質・大口径GaN基板の作製
大阪大学大学院工学













課題番号 研究種別 研究題目 対応教員




ジョン長 矢板 毅 青木 大






学院大学 准教授 大平 圭介 大野 裕
17K0105 一般研究 新規 低温成長GaAs系半導体混晶内の双晶形成を制御する技術の開拓
広島大学大学院先端
物質科学研究科 助教 富永 依里子 大野 裕
17K0106 一般研究 新規 LIBSソータ開発に関する基礎研究 早稲田大学 教授 大和田 秀二 柏倉 俊介
17K0107 一般研究 新規 229Thの壊変生成物を用いた短寿命核自発核分裂測定装置の開発 新潟大学 准教授 後藤 真一 青木 大
17K0201 一般研究 継続 遍歴電子磁性を示すウラン化合物の臨界現象
東北大学理学研究科
物理学専攻 准教授 木村 憲彰 青木 大
17K0202 一般研究 新規 無機塩鋳型を用いたポーラスカーボンモノリス材料の作製
東北大学多元物質科









教授 成島 尚之 千葉 晶彦
17K0204 一般研究 新規 トリウム229原液の調製 東北大学電子光理学研究センター 准教授 菊永 英寿 青木 大
17K0205 一般研究 新規 温度変化に伴う変調構造鉱物の構造変化に関する研究
東北大学理学研究科
地学専攻 准教授 栗林 貴弘 杉山 和正
17K0206 一般研究 新規 金属捕捉剤を用いた液体シンチレータの低放射能化
東北大学ニュートリ
ノ科学研究センター 准教授 清水 格 青木 大
16K0208 一般研究 新規 遍歴電子磁性を示すウラン化合物の臨界現象
東北大学大学院






















































研究所 准教授 渡辺 英雄
17M0003 原子炉圧力容器鋼クラッド溶接熱影響部の微細組織観察
日本原子力研究開






17M0005 高熱伝導性を有する鉄系複合材料の照射損傷 北海道大学大学院工学研究院 教授 橋本 直幸
17M0006 ナノ酸化物粒子分散強化鋼における耐照射性能発現機構の解明
京都大学エネル
ギー理工学研究所 教授 木村 晃彦
17M0007 核融合原型炉への適用を目指した銅合金の中性子照射影響評価
東北大学金属材料
研究所 教授 笠田 竜太
17M0008 3次元アトムプローブによる銅合金中の重水素分布の測定 富山大学 教授 波多野 雄治
17M0009 次世代型Zr基とFe基燃料被覆管材料の照射効果 東京大学大学院工学系研究科 教授 阿部 弘亨
17M0010 Zr基バルク金属ガラスの中性子照射による機械的性質の変化
兵庫県立大学大学
院工学研究科 教授 山崎 徹
17M0011 核融合炉用低放射化材料接合材の中性子照射効果 核融合科学研究所ヘリカル研究部 准教授 長坂 琢也
17M0012 金属材料中のマトリックス／析出物界面構造、転位構造と耐照射特性に関する研究 富山大学 准教授 畠山 賢彦
17M0013 中性子照射材料中のナノ欠陥構造の動的反応 北京科技大学材料学院 教授 大貫 惣明
17M0014 核融合炉材料中の不純物の放射化分析 核融合科学研究所ヘリカル研究部 准教授 田中 照也
17M0015 核融合炉材料の微細組織に及ぼす高速中性子照射影響評価（常陽MARICO-2照射後試験）
京都大学エネル
ギー理工学研究所 教授 木村 晃彦
17M0016 常陽炉の温度制御照射リグを用いたバナジウム合金の照射損傷研究
福井大学附属国際









研究所 准教授 渡辺 英雄
17M0018 プラズマ・中性子照射材相互作用研究のための小型高密度プラズマ発生装置の高性能化
名古屋大学工学研
究科 教授 大野 哲靖
17M0019 タングステンおよびタングステン合金中の照射欠陥と水素同位体の相互作用 富山大学 教授 波多野 雄治
17M0020 中性子照射タングステン中の照射欠陥生成・消滅とトリチウム滞留挙動の相関
静岡大学学術院理
学領域 准教授 大矢 恭久
17M0021 中性子とヘリウムの複合照射がプラズマ対向材料中の水素捕捉に及ぼす影響 北海道大学 助教 信太 祐二
17M0022 プラズマ対向材料の機械的特性に及ぼす中性子照射効果
九州大学応用力学
研究所 准教授 徳永 和俊
17M0023 ホットラボ用小型ダイバータプラズマ模擬試験装置を用いた照射損傷試料の重水素吸蔵に関する研究 核融合科学研究所 助教 矢嶋 美幸
17M0024 核融合炉環境下でのタングステン中の水素同位体挙動 大阪大学 教授 上田 良夫
17M0025 SiC/SiC複合材料への中性子照射効果の研究 八戸工業大学 教授 香山 晃
17M0026 セラミック複合材料への高エネルギープロトン照射効果の研究 室蘭工業大学 教授 岸本 弘立
17M0027 DEMO-NITE法SiC/SiC複合材料の基本特性と中性子照射効果 室蘭工業大学 助教 中里 直史
17M0028 原子力用SiC及びSiC/SiC複合材料の中性子照射効果 京都大学エネルギー理工学研究所 准教授 檜木 達也









導原子力研究所 准教授 吉田 克己
17M0032 炭素材料の機械的特性に及ぼす中性子照射効果 茨城大学 准教授 車田 亮
17M0033 中性子による炭素材料の特性変化と核融合炉への適応性評価 近畿大学理工学部 教授 渥美 寿雄




17M0035 超伝導材料の中性?照射効果 核融合科学研究所 教授 西村 新
17M0036 40Ar/39Ar年代測定による活動的海底火山とプレートテクトニクスに関する研究
産業技術総合研究
































発機構 研究員 丹野 敬嗣
17M0201 改良型先進タングステン合金の中性子照射影響 東北大学工学研究科 教授 長谷川 晃
17M0202 中性子照射したオーステナイトステンレス鋼の変形挙動
東北大学工学研究
科 教授 長谷川 晃
17M0203 中性子照射材評価のための微小試験片を用いた疲労試験技術の開発
東北大学大学院工
学研究科 准教授 野上 修平
17M0204 ケイ酸塩ガラス中の元素分布の三次元解析とその物性との相関
多元物質科学研究
所 助教 助永 壮平
17M0401 燃料被覆管材料ジルコニウム合金の耐食性に及ぼす第二相析出物粒子の影響調査
東北大学金属材料
研究所 助教 松川 義孝
17M0402 非鉄合金における組織形成過程の電顕内加熱その場観察
東北大学金属材料
研究所 助教 嶋田 雄介
17M0403 太陽電池用半導体中の粒界機能 東北大学金属材料研究所 准教授 大野 裕
17M0404 アトムプローブと透過電子顕微鏡を組み合わせた格子欠陥の構造・組成解析法の開発
東北大学金属材料
研究所 准教授 井上 耕治
17M0405 原子炉圧力容器鋼中の照射誘起溶質クラスターおよび照射欠陥の解析
東北大学金属材料




















17F0002 緩衝材中のアクチニド元素の長期移動に関する研究 九州大学工学研究院 教授 出光 一哉
17F0003 ウラン233のα崩壊を利用したトリウム229核遷移エネルギーの測定 理化学研究所 研究員 山口 敦史
17F0004 キレート錯形成吸着クロマトグラフィー樹脂によるアクチニド元素の精製分離に関する研究 金沢大学 教授 横山 明彦
17F0005 UNi4Bのトロイダル秩序状態における新奇電流磁気交差相関の研究? 北海道大学 教授 網塚 浩
17F0006 新規ウラン化合物の重い電子状態とメタ磁性 新潟大学理学部 助教 広瀬 雄介
17F0007 自動抽出化学装置を用いた重アクチノイド元素の溶媒抽出 大阪大学 講師 笠松 良崇
17F0008 層状5f電子系化合物および関連化合物の結晶育成と物性研究 首都大学東京 准教授 松田 達磨
17F0009 ウラン化合物超伝導体および関連物質の純良単結晶育成と核磁気共鳴による研究
神戸大学大学院理
学研究科 教授 藤 秀樹
17F0010 新規ウラン化合物U-T-Ge (T: Ni, Ir, Pd) による磁性と高圧下物性 信州大学 准教授 中島 美帆















発機構 研究主幹 芳賀 芳範
17F0015 ウラン金属間化合物の水素吸収特性に関する研究 福井大学附属国際原子力工学研究所 客員教授 山本 琢也







17F0017 結晶反転対称性の破れたアクチノイド化合物および関連物質の新たな電子状態の研究 琉球大学理学部 客員教授 大貫 惇睦
17F0018 使用済み燃料及びデブリからのアクチノイドの分離 長岡技術科学大学 教授 鈴木 達也
17F0019 置換効果から探る強磁性超伝導体UCoGeにおける強磁性と超伝導の関係
京都大学理学研究
科 教授 石田 憲二
17F0020 多極子伝導系の量子振動効果によるフェルミ面の研究 神戸大学理学研究科 教授 菅原 仁
17F0021 質量分析による極低濃度ネプツニウム同位体測定法開発とその応用 筑波大学 准教授 坂口 綾
17F0022 ジグザグ鎖を持つウラン化合物UTXの磁性 東京大学物性研究所 助教 三宅 厚志








研究所 助教 李 徳新
17F0402 酸化物核燃料の事故時挙動評価の研究 東北大学金属材料研究所 准教授 小無 健司
17F0403 放射性廃棄物の核変換処理用MA-Zr水素化物の開発 東北大学金属材料研究所 准教授 小無 健司
17F0404 スピン軌道相互作用と結晶構造に着目したアクチノイド化合物の純良単結晶育成とフェルミオロジー
東北大学金属材料
研究所 教授 青木 大
17F0405 ウラン化合物における超伝導及び非フェルミ液体異常金属に関する研究
東北大学金属材料
研究所 助教 清水 悠晴
17F0406 ラシュバ型反対称スピン軌道結合の影響を受けたウラン系超伝導体の探索
東北大学金属材料
研究所 助教 池田 陽一
17F0407 希土類／アクチノイド化合物の超高圧下物性研究 東北大学金属材料研究所 准教授 本多 史憲
17F0408 ウランおよびトリウム化合物の単結晶育成とフェルミ面の研究
東北大学金属材料
研究所 助教 仲村 愛
17F0409 反転中心が消失した構造を有するf電子系化合物の量子臨界特性
東北大学金属材料
研究所 助教 本間 佳哉
17F0410 不燃性溶媒を用いたストロンチウム、セシウムの溶媒抽出法の研究
東北大学金属材料











究院機械系コース 准教授 糸井 貴臣 加藤 秀実
17G0003 新規 光触媒酸化物および窒化物結晶のフラックス育成に関する研究
信州大学工学部物質化
学科 助教 鈴木 清香
古原 忠
湯葢 邦夫
17G0004 新規 脱合金酸化法による機能性金属酸化物ナノ材料の作製 信州大学 教授 浅尾 直樹 加藤 秀実
17G0005 新規 化学ドープを施したナノ多孔質グラフェンのデバイス特性と触媒特性の解明 筑波大学 准教授 伊藤 良一 正橋 直哉
17G0006 継続 アモルファス合金への高エネルギー粒子線照射による特性改質に関する研究
大阪府立大学工学研究
科 准教授 堀 史説 加藤 秀実
17G0007 継続 放電プラズマ焼結によるリン酸カルシウムバイオセラミックスの創製 小山工業高等専門学校 講師 川越 大輔 加藤 秀実













員 圓谷 志郎 高梨 弘毅





学科 助教 林 文隆
古原 忠
湯葢 邦夫











































所 准教授 徳永 和俊 正橋 直哉
17G0020 新規 蛍光X線ホログラフィーによる準結晶の局所的原子位置ゆらぎの研究
熊本大学大学院先端科






武本 真治 正橋 直哉


























































17G0035 新規 強磁性材料合成に対する磁場効果の評価 鹿児島大学大学院理工学研究科
准教授 三井 好古 高梨 弘毅
17G0036 継続 希ガス・揮発性不純物の除去による高精製低放射化バナジウム合金の試作
核融合科学研究所ヘリ










17G0038 継続 放電プラズマ焼結による耐環境性非酸化物セラミックスの緻密化と特性評価 東京都市大学 准教授 小林 亮太
後藤 孝
加藤 秀実
17G0039 新規 窒化物および酸窒化物単結晶育成の新規プロセス開発 明治大学理工学部 講師 我田 元
古原 忠
湯葢 邦夫










研究科 講師 辻内 裕 後藤 孝






工学研究科 助教 田中 雅章 高梨 弘毅






有するNa(Al1-xTx)B14 (T = 遷移元素)
結晶の創製と高硬度材料としての探索
国士舘大学理工学部理
工学科電子情報学系 教授 山﨑 貴
古原 忠
湯葢 邦夫




















17G0051 新規 生体用マグネシウム基アモルファス合金の開発 埼玉工業大学 教授 巨 東英 加藤 秀実
17G0201 新規 陽極酸化による生体親和性を付与した新規チタン合金の骨新生能評価
東北大学大学院医学系
研究科整形外科 助教 森 優 正橋 直哉
17G0202 継続 ナノポーラス金属触媒の構造評価 東北大学原子分子材料科学高等研究機構 准教授 藤田 武志 正橋 直哉
17G0203 継続 Mg-Cd-(Yb, Ca) 準結晶分散マグネシウム合金の作製
東北大学多元物質科学





携研究員 謝 国強 加藤 秀実













ンティア研究所 教授 増本 博
正橋 直哉
後藤 孝





研究所 助教 坂倉 輝俊 杉山 和正
17G0210 継続 太陽系始原物質の鉱物化学的研究による初期太陽系進化過程の解明
東北大学大学院理学研































教授 橋田 俊之 加藤 秀実












17G0401 継続 SPS法を用いた固相接合の研究 東北大学金属材料研究所 教授 正橋 直哉
正橋 直哉
加藤 秀実



























所 助手 中山 健一 正橋 直哉
17G0408 新規 磁性規則合金におけるスピンダイナミクスの制御
東北大学金属材料研究
所 准教授 関 剛斎
正橋 直哉
高梨 弘毅











































所 助教 原田 尚之 高梨 弘毅















所 准教授 水口 将輝
正橋 直哉
高梨 弘毅














所 助教 関根 良博
張　 岩
正橋 直哉





































































17H0002 新規 一般 高臨界電流密度低温超伝導線材の強磁場中通電試験 東海大学工学部 講師 小黒 英俊 淡路 智
山田 豊
永澤 諒紀
17H0004 新規 一般 ホイスラー磁性合金の磁気的・機械的機能性の研究
龍谷大学理工学部機
械システム工学科 教授 左近 拓男
野尻 浩之
17H0005 新規 一般 六方晶ニクトゲン化合物の特異な異方的磁気抵抗効果 名古屋大学 助教
浦田 隆広 岡田 達典 石川 直弥
17H0006 新規 一般 イオン液体を用いた強磁場中のアルミニウム電析の研究 北海道大学 准教授 松島 永佳










































准教授 山登 正文 高橋 弘紀




教授 馬 衍偉 淡路 智
17H0014 継続 一般 希土類磁石における磁気異方性定数の測定法の研究 静岡理工科大学 教授
小林 久理
眞 高橋 弘紀
17H0016 新規 一般 MgB2薄膜の縦磁界下での臨界電流密度
九州工業大学大学院
































17H0018 継続 一般 ラジカル分子の蛍光発光における
 磁場効果
東京大学大学院理学
系研究科化学専攻 助教 草本 哲郎
木村 尚次
郎 木村 舜
17H0019 継続 一般 極低温強磁場中でREBCO CCテープの電気－機械的特性評価試験
安東大學, Andong

















17H0022 継続 一般 実用超伝導線材の繰り返し負荷に対する応力ひずみ効果
富山大学 大学院理工




17H0023 継続 一般 有機ラジカルを用いた量子磁性体の磁場中磁気状態の解明
大阪府立大学理学系




17H0024 継続 重点 強磁場によるレアメタルフリー永久磁石の組織制御と高性能化
山形大学大学院理工










科物理工学専攻 准教授 為ヶ井 強 淡路 智
卞 舜生
諏訪 貴洋





17H0027 新規 一般 強磁場X線回折測定による構造相転移の研究
鹿児島大学大学院理




17H0028 新規 一般 焼酎酵母菌の磁場効果 鹿児島大学大学院理工学研究科 准教授 三井 好古 高橋 弘紀
小林 領太
小山 佳一
17H0029 新規 一般 強磁場中熱処理による強磁性材料合成
鹿児島大学大学院理




















17H0032 継続 一般 電子ドープ系高温超伝導体の強磁場NMR
千葉大学大学院理学

















17H0033 継続 一般 精密化学組成制御した低異方性高温超伝導体のピンニング機構解明
青山学院大学理工学
部物理・数理学科 教授 下山 淳一 淡路 智




















茨城工業高等専門学校 助教 小野寺 礼尚 高橋 弘紀 飯村 奨太
17H0038 新規 重点 ウラン化合物および関連物質の強磁場下NMRによる研究
神戸大学大学院理学









17H0039 継続 重点 対称心を持たない磁性体の磁気光学応答
東京大学大学院新領













神戸大学 助教 櫻井 敬博 野尻 浩之 太田 仁大木 瑛登
17H0041 継続 一般 グラファイトの磁場誘起密度波相の比熱測定による熱力学的検証
東京理科大学理工学
部 教授 矢口 宏
木原 工















17H0044 継続 一般 タンパク質のX線、中性子線単結晶構造解析用の微結晶配向体の作製
京都大学大学院農学





17H0045 継続 一般 回転磁場による反磁性効果の増強の検証
京都大学大学院農学

































17H0049 継続 一般 先進高温超伝導線材の強磁場中の臨界電流特性
九州大学大学院システ






17H0050 新規 一般 強磁場熱分析による磁場中状態図の研究
鹿児島大学大学院理















17H0052 新規 一般 高磁場によるイオン空孔濃度制御とそのナノ表面加工への応用
山形県立産業技術短




17H0053 新規 一般 様々な元素を添加したNb3Snの上部臨界磁界及び臨界電流の評価
九州工業大学大学院
情報工学研究院 准教授 木内 勝 淡路 智 田邊 裕也
17H0054 継続 一般 セルロースナノファイバーの磁場配向による光反射フィルムの調製
京都大学大学院農学














17H0056 新規 一般 超伝導体とハーフメタルの二層膜における超伝導揺らぎ効果
鹿児島大学大学院理
工学研究科 助教 重田 出
木村 尚次
郎
17H0057 新規 一般 Ce化合物の強磁場・高圧下のCe価数状態と超伝導の相関の研究 島根大学 教授 藤原 賢二
佐々木 孝
彦
17H0058 継続 一般 RE系超伝導バルクにおける20テスラ超強磁場捕捉の実現 岩手大学理工学部 准教授 内藤 智之 淡路 智
藤代 博之
髙橋 裕平











































17H0068 新規 一般 transport properties of TMDC 2Dmaterials Dankook University 教授 金 容民 野尻 浩之
17H0069 新規 一般 極低温強磁場応用を目的としたMOD線材の開発 産業技術総合研究所
主任研究
員 和泉 輝郎 淡路 智
17H0071 新規 一般
Probing spin dynamics in frustrated


















系研究科 助教 金澤 直也 塩貝 純一 藤代 有絵子
17H0074 新規 一般 BiCh2系層状超伝導体単結晶の超伝導異方性の解明 首都大学東京 准教授 水口 佳一 木俣 基 星 和久
17H0201 新規 一般 ナノ多孔質グラフェントランジスタの輸送現象
東北大学理学研究科





17H0202 新規 重点 梯子型鉄系超伝導体の磁気抵抗効果
東北大学大学院理学







17H0203 継続 重点 巨大磁気熱量効果を示すFe基化合物のメタ磁性転移と磁気体積効果
東北大学多元物質科
学研究所 助教 藤枝 俊 高橋 弘紀
17H0204 新規 一般 補強材付金属層を用いた複層コーティング流路のMHD流動特性評価
大学院工学研究科量




































研究科 助教 壁谷 典幸 野尻 浩之
落合 明
中村 慎太郎
17H0208 新規 一般 三角格子磁性体及びパイロクロア磁性体の磁化過程
東北大学多元物質科













17H0401 新規 一般 非反転対称分子磁性体における電気磁気効果の研究 准教授 谷口 耕治
17H0402 新規 一般 磁気電析におけるマイクロMHD渦流の可視化の研究 助教 茂木 巌 高橋 弘紀
17H0403 新規 一般 金属基板上に堆積した高温超伝導線材のひずみ特性の解明 助教 岡田 達典 淡路 智
17H0404 新規 一般 巨大磁気熱量効果を示すNiMn基ホイスラー合金の磁場中比熱測定 准教授 梅津 理恵
17H0405 継続 一般 高温超伝導線材の高磁場臨界電流特性の理解と応用 教授 淡路 智 岡田 達典










17H0409 新規 一般 超音波による強磁場極低温環境下のフラストレートスピン系の磁気相転移の研究 助教 中村 慎太郎
落合 明
壁谷 典幸
17H0410 継続 一般 スピン軌道相互作用によって保護される電場誘起超伝導体の上部臨界磁場 准教授 野島 勉
岩佐 義宏
斎藤 優
17H0411 継続 一般 非接触電磁ブレーキ用Fe-Co-Cr合金高性能化のためのスピノーダル分解組織制御 教授 小泉 雄一郎
17H0412 継続 一般 結合ダイマー系の電気磁気効果 准教授 木村 尚次郎 櫻井 響介大月 保直
17H0413 継続 一般 ペロフスカイト型コバルト酸化物Sr1-xYxCoO3の磁気・構造物性 准教授 木村 尚次郎 井村 周平





17H0415 新規 一般 強磁場･高磁気力場下での溶融凝固その場観察と結晶作製プロセスの開発 助教 高橋 弘紀
茂木 巌
淡路 智
17H0416 新規 一般 スピングラス磁性体Ni0.4Mn0.6TiO3の強磁場中方向二色性分光
博士研究
員 澤田 祐也

















17H0418 新規 一般 空間反転対称性の破れた結晶構造に発現する特異な磁気伝導現象 准教授 木俣 基
17H0419 新規 一般 ウラニウムカルコゲナイドの磁場誘起金属相と基底状態 准教授 木俣 基




16H0421 新規 一般 変動磁場下超伝導体における温度分布測定 助教 土屋 雄司 内藤 智之
（３）受託研究員等
所属 職名 氏名








森田 敏之 高橋 弘紀 加藤 宏朗秋屋 貴博
17H0015 新規 一般 酸化物超電導材料（QMG）バルクマグネットの20T級強磁場着磁の実現
新日鐵住金（株）
先端技術研究所 主幹研究員 森田 充 淡路 智




スパート 花井 哲 淡路 智
17H0060 継続 一般 磁場中熱処理による無方向性電磁鋼板の磁気特性制御
住友重機械工業
（株） 研究員 木下 創 高橋 弘紀
宮崎 修司
福村 秀夫





17H0066 新規 一般 超伝導電磁石向け鉛フリーはんだ接続技術の研究
住友重機械工業
（株） 主任研究員 鶴留 武尚 淡路 智
江原 悠太
大久保 洋司
























教授 大野 かおる RodionBelosludov
17S0003 新規 固体中のイオン伝導の分子動力学シミュレーション 産業技術総合研究所 ラボ長 中西 毅 高木 成幸
17S0004 新規 エーライト(C3S)への水分子吸着機構の数値解析
秋田工業高等専門学




















17S0008 継続 角度依存を考慮したFe, Mn系磁性二元合金の基底状態の解明
秋田工業高等専門学
校 講師 上林 一彦 高橋 弘紀
17S0009 新規 計算科学を用いたナノ粒子の表面緩和構造と物性に関する研究 名古屋大学 教授 高見 誠一 久保 百司
17S0201 継続 非平衡材料のトポロジカルデータ解析と第一原理計算
東北大学原子分子材
料科学高等研究機構 准教授 藤田 武志 加藤 秀実
17S0202 継続 第一原理計算による生体関連物質の動的分子間相互作用の解明
東北大学大学院農学
研究科 准教授 高橋 まさえ
Rodion
Belosludov
17S0203 継続 A study on hydrogen acceleratedoxidation mechanism of Ni-based alloys
東北大学未来科学技
術共同研究センター 准教授 Nishith Kuma久保 百司
17S0204 新規 マルチレベルトライボロジーシミュレータの開発
東北大学未来科学技
術共同研究センター 助教 三浦 隆治 久保 百司
17S0205 新規 高磁歪新材料設計のための第一原理計算と単結晶内磁区移動シミュレーション
東北大学多元物質科



















助教 菊池 圭子 RodionBelosludov
対応教員課題番号 新規・継続 研究題目
研究代表者





学研究所 准教授 西森 信行 杉山 和正
17S0211 新規 材料の熱力学・動力学特性の高精度第一原理計算
東北大学大学院工学
研究科 教授 陳　 迎 毛利 哲夫
　(2) 所内　
所属 職名等 氏名
17S0401 新規 セリウム酸化物における酸素空孔の秩序化 東北大学金属材料研究所 准教授 小無 健司  
17S0402 継続 水素化物における機能性探索のための計算材料科学
東北大学金属材料研
究所 准教授 高木 成幸  
17S0403 継続 汚染水除去抽出システム開発のための共抽出錯体の構造最適化
東北大学金属材料研
究所 准教授 山村 朝雄  
17S0404 継続 マルチスケールアプローチによる相変態と材料物性の解明　II
東北大学金属材料研
究所 准教授 寺田 弥生  









17S0407 継続 原子力材料における照射損傷過程の計算機シミュレーション 広島工業大学 教授 佐藤 裕樹  
17S0408 継続 マルチフィジックス・マルチスケールシミュレータの開発と材料設計への応用
東北大学金属材料研
究所 教授 久保 百司  
17S0409 新規 レーザー加熱インプリント加工を用いた、高アスペクト比回折格子の作製技術の構築
東北大学金属材料研
究所 教授 加藤 秀実  
17S0410 新規 Li/Mg蓄電池の正負極活物質の酸化還元電位とイオン伝導機構
東北大学金属材料研

























































教育研究支援者                                       
邱 志勇            中国   2017.4.1-2018.2.28   受入：教授 齊藤 英治 
LUCKABAUER MARTIN    ｵｰｽﾄﾘｱ   2017.4.1-2018.3.31    受入：教授 市坪 哲 
CUI YUJIE           中国   2017.4.1-2018.3.31   受入：教授 千葉 晶彦 
 
研究支援者                                         
李 関喬            中国   2017.4.1-2017.12.31   受入：教授 折茂 慎一 
MAURYA ARVIND         インド  2017.4.1-2018.3.31    受入：教授 青木 大 
 
産学官連携研究員                                      
張 献光            中国   2017.4.1-2018.3.31   受入：教授 古原 忠 
ELANGO CHANDIRAN        インド  2017.4.1-2018.3.31   受入：教授 古原 忠 
卞 華康            中国   2017.4.1-2018.3.31    受入：教授 千葉 晶彦 
汪 豊林            中国   2017.4.1-2018.3.31    受入：教授 千葉 晶彦 
 
特別教育研究教員                                      
該当なし 
 
中国政府派遣研究員                                     
 
日本学術振興会外国人特別研究員                               
Mehrdad ELYASI       イラン   2016.11.30-2018.11.29 受入：教授 バウアー ゲリット 
   スピントロニクスにおける量子コヒーレンス（理論） 
 
Karol Andrzej BARTOSIEWICZ ポーランド 2017.11.10-2019.11.09 受入：教授 吉川 彰 
   核医学への応用を目指した複合ガーネット型シンチレータの開発 
 
日本学術振興会外国人招へい研究員（長期）                          
該当なし 
 
日本学術振興会外国人招へい研究員（短期）                          
該当なし 
 









外国人研究員                                                                 
張   偉   中国  2017.7.21-2017.9.5  受入：准教授 梅津 理恵 
   中国 大連理工大学 教授 
   Fe-Pt 基アモルファス合金の脱合金化法によるナノポーラス材料の合成と磁気特性 
 
KHOVAYLO VLADIMIR   ロシア  2017.12.20～2018.2.16  受入：准教授 梅津 理恵 
   ロシア 国立研究工科大学 教授 
   スピンギャップレス半導体型電子状態を有するホイスラー合金の磁気・輸送・電流磁気 
特性に及ぼす結晶規則度の影響 
 
教育研究支援者                                       
該当なし 
 
産学官連携研究員                                      
該当なし 
 




教育研究支援者                                              
該当なし 
 




教育研究支援者                                       
該当なし 
 




教育研究支援者                                         
SHENG PENG       中国   2017.4.1-2018.3.31   受入：准教授 水口 将輝 
 
研究支援者                                                                 
ZHDANOV RAVIL    ロシア  2018.2.1-2018.3.2    受入：教授 折茂 慎一 
LEON VEGA ALEJANDRO OSVALD   チリ 2017.4.1-2018.1.31  受入：教授 バウアー グリット 
 
産学官連携研究員                                                             
HIMANSHU SHARMA   インド   2017.4.1-2018.3.31   受入：准教授 水口 将輝 
 
【国際共同研究センター（ICC-IMR）】 
外国人研究員                                                            
KIM YONGMIN JOSEPH   韓国   2017.5.1～2017.7.31   受入：教授 野尻 浩之 
   韓国 檀国大学校  教授 
   ２次元ファンデルワールスヘテロ構造における輸送とトンネルの特性に関する研究 
 
CHEWPRADITKUL WEERAPONG   タイ  2017.6.5～2017.7.8   受入：教授 吉川 彰 
   タイ モンクット王トンブリ―工科大学 准教授 
    (LuxGd3-x)(Al2.4Ga2.6)O12:Ce, x = 0.2,0.4,0.6,0.8 複合結晶のシンチレーション特性 
および発光特性に関する研究 
 
張  建峰   中国   2017.10.2～2017.12.31   受入：教授 後藤  孝 
   中国 河海大学 教授 
   超高硬度ダイヤモンド粒子への SiCの析出とそのスパークプラズマ焼結によるWCとの複合化 
 
SITAR ZLATKO   米国  2018.1.9～2018.3.31   受入：教授 松岡 隆志 
   米国  ノースカロライナ州立大学 教授 








研究支援者                                                                 
PENG HAILONG     中国  2017.4.1-2018.1.31   受入：特任教授 毛利 哲夫 
 
産学官連携研究員                                                                 
SANKAR KUMAR DEB NATH  ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ   2017.4.1-2018.3.31    受入：特任教授 毛利 哲夫 
SCHABLITZKI THOMAS      ドイツ  2017.4.1-2018.3.31   受入：特任教授 毛利 哲夫 
 【学際・国際的高度人材育成ライフイノベーションマテリアル創製共同研究プロジェクト】 


















29th International Conference on
Defects in Semiconductors




The Minerals, Metals & Materials
Society
Member、Steel Committee 2017.01. 継続中
The Minerals, Metals & Materials
Society / ASM International
Member, Phase Transformations Committee 2002.03. 継続中
材料照射工学研究部門. 永井　康介教授
IGRDM　Area Cordinator委員 2009.08. 継続中
Microstructural Processes in
Irradiated Materials(TMS)
Organizing Committee Member 2016.04. 継続中
電子材料物性学研究部門. 松岡　隆志教授
The Open Applied Physics Journal副編集長 2010.02. 継続中
The 7th Asian Conference on Crystal




The Korean Institute of Metals and
Materials
Electronic Materials Letters 国際諮問委員 2011.01. 継続中
Electronic Materials Letters国際諮問委員 2013.01. 継続中
2014 MMM AdCom委員 2013.12. 継続中
結晶材料化学研究部門. 宇田　聡教授
The 18th International Conference on
Crystal Growth and Epitaxy (ICCGE
-18) Program Committee
副委員長 2012.04. 2017.08.
The 18th International Conference on




The 7th Asian Conference on Crystal
Growth and Crystal Technology
(CGCT-7)
International Advisory Committee, Chair 2016.10. 2017.10.
The 7th Asian Conference on Crystal
Growth and Crystal Technology
(CGCT-7)
Program Committee, Chair 2016.10. 2017.10.
SCINT2019Chair 2017.09. 継続中
Euroconference on Luminescent
Detectors and Transformers of
Ionizing Radiation
国際諮問委員 2006.04. 継続中
International Conference on Defects
in Insulating Materials International
advisory committee
国際諮問委員 2006.04. 継続中
International Conference on Inorganic
Scintillators and their Applications
国際諮問委員 2011.09. 継続中




Journal of Asian Ceramic SocietiesGeneral Editor 2013.01. 継続中
Frontiers of Materials Science in
China (FMSC)
Editorial Board 2009.07. 継続中
加工プロセス工学研究部門. 千葉　晶彦教授
Materials Research Society(MRS)委員 2000.04. 継続中
分析科学研究部門. 我妻　和明教授
Applied Spectroscopy ReviewEditorial Board 2001.10. 継続中
Central Iron & Steel Research





(公社)日本金属学会 学会誌まてりあ編集委員 2015.04. 継続中
磁気物理学研究部門. 野尻　浩之教授
強磁場フォーラム 幹事 2002.11. 継続中
(一社)日本物理学会 第73-74期代議員 2017.03. 2019.03.
茂木　巖助教
日本ポーラログラフ学会 評議員 1999.04. 継続中










(一社)日本物理学会物理学史委員会 委員 2017.04. 継続中
井口　敏准教授
(一社)日本物理学会 領域7運営委員 2016.10. 2017.09.
量子ビーム金属物理学研究部門. 南部　雄亮准教授
日本中性子科学会 行事委員 2015.04. 継続中





(一社)日本鉄鋼協会 評議員 2005.04. 継続中
(一社)日本熱処理技術協会 評議員 2009.04. 継続中
(一社)日本鉄鋼協会 理事 2016.04. 継続中
計算材料学研究部門. 久保　百司教授
日本コンピュータ化学会 理事 2004.04. 継続中
(一社)触媒学会 「コンピュータの利用研究会」世話人 1999.01. 継続中











(公社)日本金属学会 東北支部 代議員 2017.04. 2019.03.
材料照射工学研究部門. 永井　康介教授
日本陽電子科学会 理事 2009.01. 継続中
井上　耕治准教授
日本陽電子科学会 会報編集委員 2013.04. 継続中
清水　康雄助教





SIMS国際シンポジウム（SISS） 幹事会委員、SISS-20実行委員長 2017.05. 継続中














Journal of Nuclear Materials (Elseviour) Advisory Editorial Board Member 2014.11. 継続中
(一社)プラズマ・核融合学会 広報委員 2015.10. 継続中








イムラ・ジャパン賞選考委員会 審査委員 2017.11. 継続中
(公社)応用物理学会 フェロー審査委員会委員 2017.11. 継続中
ランダム構造物質学研究部門. 杉山　和正教授
(一社)日本鉱物科学会 欧文誌編集委員 2006.04. 継続中




(一社)日本結晶学会 日本結晶学会 行事委員長 2016.04. 2018.03.
(一社)日本結晶学会 日本結晶学会誌　編集幹事 2016.04. 2020.03.
奥部　真樹准教授
(一社)日本結晶学会 編集委員 2012.04. 継続中
大学共同利用機関法人 高エネルギー
加速器研究機構放射光実験施設Photon






(一社)日本結晶学会 庶務幹事 2016.04. 2018.03.
生体材料学研究部門. 岡本　範彦准教授
(公社)日本金属学会 分科会委員 2017.03. 継続中
錯体物性化学研究部門. 宮坂　等教授
錯体化学会 理事・副会長 2015.09. 2017.09.
非平衡物質工学研究部門. 加藤　秀実教授
(公社)日本金属学会 東北支部評議員 2016.04. 2018.03.
(一社)粉体粉末冶金協会 参事 2016.06. 2018.05.
磁性材料学研究部門. 高梨　弘毅教授
(一社)日本ＭＲＳ 理事 2004.08. 継続中
(公社)日本金属学会 分科会委員 2011.05. 継続中
(公社)日本金属学会 代議員 2013.04. 継続中




(公社)日本磁気学会 副会長 2015.05. 2017.05.
関　剛斎准教授
(公社)日本磁気学会 企画委員会 2015.06. 継続中
結晶材料化学研究部門. 宇田　聡教授
日本結晶成長学会 理事 2002.04. 継続中
日本結晶成長学会 学会誌編集委員会 委員長 2016.04. 2019.03.





(公社)日本金属学会 東北支部 理事 2017.04. 継続中







(公社)日本金属学会 第1分科会委員 副委員長 2017.02. 継続中
(公社)日本金属学会 戦略推進委員会 委員 2017.04. 2018.04.
(公社)日本金属学会 代議員 2017.04. 継続中
先端結晶工学研究部. 吉川　彰教授
第41回 結晶成長討論会 実行委員長 2017.04. 2018.09.
(独)日本学術振興会 第161委員会 運営委員 2000.08. 継続中
(独)日本学術振興会 第186委員会 代表幹事 2012.04. 継続中
日本結晶成長学会 理事 2007.04. 継続中
日本フラックス成長研究会 常任理事 2011.12. 継続中
複合機能材料学研究部門. 後藤　孝教授





(公社)日本セラミックス協会 運営委員会委員 2011.06. 継続中





日本バイオマテリアル学会 委員 2000.04. 継続中




(公社)日本金属学会 理事 2015.04. 継続中
山中　謙太助教




(一社)日本鉄鋼協会 東北支部 幹事 2018.03. 2020.02.
アクチノイド物質科学研究部門. 青木　大教授












(公社)日本セラミックス協会 学術写真賞委員会 幹事 2016.04. 継続中








プラズマ分光分析研究会 委員 1996.04. 継続中
(一社)日本鉄鋼協会 分析・解析部会 運営委員 1997.04. 継続中








(公社)日本分光学会 代議員 2012.04. 継続中





(独)日本学術振興会 製鋼19委員会 委員 2017.04. 2019.03.
附属量子エネルギー材料科学国際研究センター. 小無　健司准教授


















(一社)日本原子力学会 材料部会プログラム編成委員 2017.04. 2019.03.
附属新素材共同研究開発センター. 正橋　直哉教授
(公社)日本金属学会 情報企画委員会委員 2004.04. 継続中
(公社)日本金属学会 東北支部評議員 2013.04. 継続中
湯葢　邦夫准教授
日本フラックス成長研究会 出版委員会委員 2006.12. 継続中
梅津　理恵准教授
(公社)日本金属学会 男女共同参画委員会委員 2009.04. 継続中
(公社)日本金属学会 人材育成委員会拡大ＷＧ委員 2013.04. 継続中
(公社)日本磁気学会 広報委員会 委員 2014.04. 継続中
(公社)日本金属学会 分科会委員会 委員 2015.04. 継続中
(公社)日本金属学会 会報編集委員会 委員 2015.04. 継続中





日本銅学会 査読委員 2014.04. 継続中
吉年　規治助教
(公社)日本金属学会 まてりあ編集委員 2017.03. 継続中
附属強磁場超伝導材料研究センター. 淡路　智教授
(公社)低温工学協会 東北北海道支部 幹事 1999.04. 継続中
(公社)低温工学協会 材料研究会委員 2007.09. 継続中





































International Workshop “New Excitations for Spintronics”
日本国 Sendai 2018.01.11 2018.01.14(主催)
26th International Workshop JIWON
ロシア Vladivostok 2017.07.24 2017.07.28(主催)
佐藤　浩司助教
New Excitations in Spintronics
日本国 Sendai 2018.01.10 2018.01.12(運営)
磁気物理学研究部門. 茂木　巖助教
International Conference on Magneto-Science
フランス Reims 2017.10.23 2017.10.27Local Organizing Committee
低温物理学研究部門. 藤原　宏平講師
IUMRS-ICAM 2017
日本国 Aomori 2017.08.27 2017.09.01"Symposium A-4: Magnetic oxide thin films
and hetero-structures"の運営委員
低温電子物性学研究部門. 佐々木　孝彦教授
12th International Symposium on Crystalline Organic Metals,Superconductors and Magnets
日本国 Zao, Miyagi 2017.09.24 2017.09.29組織委員会委員
New Frontier of Molecular Materials
日本国 Sendai 2017.09.29 2017.09.30組織委員会委員長
井口　敏准教授
KINKEN-WAKATE 2017, New Frontier of Molecular Materials
日本国 Sendai 2017.09.29 2017.09.30オーガナイザー
量子ビーム金属物理学研究部門. 藤田　全基教授
International Workshow "The research forefront of high-Tc cuprates"
日本国 Sendai 2017.05.24 2017.05.24組織委員
結晶欠陥物性学研究部門. 大野　裕准教授
29th International Conference on Defects in Semiconductors
日本国 Shimane 2017.07.30 2017.08.04International Programme Committee &
Local Program Subcommittee
金属組織制御学研究部門. 古原　忠教授
The 5th International Symposium on Steel Science - ISSS 2017
日本国 Kyoto 2017.11.13 2017.11.16実行委員長
宮本　吾郎准教授
The 5th International Symposium on Steel Science - ISSS 2017
日本国 Kyoto 2017.11.13 2017.11.16Chair
計算材料学研究部門. 久保　百司教授
2017 MRS Spring Meeting & Exhibit
アメリカ合衆国 Phoenix 2017.04.17 2017.04.21Symposium Organizer (Genomic
Approaches to Accelerated Materials
Innovation)
材料照射工学研究部門. 清水　康雄助教
Scientific International Symposium on SIMS and Related Techniques Based on Ion-Solid Interactions
日本国 Kyoto 2017.05.11 2017.05.12座長、プログラム委員長
原子力材料工学研究部門. 笠田　竜太教授
18th International Conference on Fusion Reactor Materials (ICFRM-18)
日本国 Aomori 2017.11.05 2017.11.10実行副委員長
松川　義孝助教
ICFRM-18 (The 18th International Conference on Fusion Reactor Materials)
日本国 Aomori 2017.11.05 2017.11.10Local Organizing Committee
電子材料物性学研究部門. 谷川　智之講師
The 5th International Conference on Light-Emitting Devices and Their Industrial Applications (LEDIA'17)
日本国 Yokohama 2017.04.19 2017.04.21会計委員、プログラム委員
第36回電子材料シンポジウム
日本国 Shiga 2017.11.08 2017.11.10総務委員
International Workshop on UV Materials and Devices 2017 (IWUMD2017)
日本国 Fukuoka 2017.11.14 2017.11.17展示・寄付委員
窪谷　茂幸助教
2017 International Conference on Solid State Devices and Materials (SSDM2017)
日本国 Sendai 2017.09.19 2017.09.22実行委員
2017 International Conference on Solid State Devices and Materials (SSDM2017)
日本国 Sendai 2017.09.19 2017.09.22論文委員
International Workshop on UV Materials and Devices 2017 (IWUMD2017)
日本国 Fukuoka 2017.11.14 2017.11.18論文委員
分析科学研究部門. 今宿　晋准教授
11 th International Symposium on Atomic Level Characterizations for New Materials ’17 (ALC'17)
アメリカ合衆国 Kauai, Hawaii 2017.12.03 2017.12.08運営委員
附属量子エネルギー材料科学国際研究センター. 山村　朝雄准教授
Actinides 2017
日本国 Sendai 2017.07.09 2017.07.14実行委員会　共同実行委員長
附属強磁場超伝導材料研究センター. 淡路　智教授
CHATS on Applied Superconductivity
日本国 Sendai 2017.12.10 2017.12.12現地実行委員
Int. Symp. Supercond. (ISS) 2017
日本国 Tokyo 2017.12.13 2017.12.15プログラム委員
附属産学官広域連携センター. 網谷　健児准教授
JSPM International Conference on Powder and Powder Metallurgy





International Workshop on “New Excitations in Spintronics"




The 25th Anniversary Meting of APAM
日本国 Sendai 2017.04.09 2017.04.12Local Organizing Committee
2018 Japan-Russia Joint Seminar "Advanced Materials Synthesis Process and Nanostructure" in conjunction with
2016 Annual Meeting of Excellent Graduate Schools for "Materials Integration Center" and "Materials Science
Center"




日本国 仙台市 2017.11.24 2017.11.25オーガナイザー
藤原　宏平講師
電気学会電子材料研究会
日本国 東京 2017.11.23 2017.11.24運営委員
応用物理学会分科企画シンポジウム
日本国 東京 2018.03.18 2018.03.18世話人
低温電子物性学研究部門. 佐々木　孝彦教授
金研ワークショップ「多自由度が協奏する分子システムの科学」
日本国 仙台市 2017.12.04 2017.12.06会議代表者
井口　敏准教授
日本物理学会、2017年秋季大会
日本国 盛岡市 2017.09.21 2017.09.24領域7運営委員
橋本　顕一郎助教
有機固体若手の学校2018
日本国 新潟県越後湯沢 2018.03.15 2018.03.16世話人代表
量子ビーム金属物理学研究部門. 南部　雄亮准教授
東北大学金属材料研究所ワークショップ - 中性子科学研究におけるJ-PARCとJRR-3の相補利用 -
日本国 仙台市 2017.11.21 2017.11.22(主催)
藤田　全基教授
東北大学金属材料研究所ワークショップ -中性子科学研究におけるJ-PARCとJRR-3の相補利用 -
日本国 仙台市 2017.11.21 2017.11.22組織委員、ディスカッションリーダー
ミュオン科学討論会
日本国 佐賀県武雄市 2018.01.29 2018.01.30組織委員
ワークショップ「高温超伝導体とその関連物質における新奇な物理」
日本国 仙台市 2018.01.30 2018.02.01組織委員
開催国名_英_ 開催都市 開催期間 年月_日__自_ 開催期間 年月_日__至_ 役割名称 備考
結晶欠陥物性学研究部門. 大野　裕准教授
第65回応用物理学会春季学術講演会
日本国 東京 2018.03.17 2018.03.20co-organizer
金属組織制御学研究部門. 古原　忠教授
日本熱処理技術協会　秋季講演大会
日本国 仙台市 2017.11.30 2017.12.01実行委員長
計算材料学研究部門. 久保　百司教授
MEMS Engineer Forum 2017
日本国 東京 2017.04.26 2017.04.27特別顧問
第120回触媒討論会
日本国 松山市 2017.09.12 2017.09.14セッションオーガナイザー
精密工学会2017年度秋季大会
日本国 大阪市 2017.09.20 2017.09.22セッションオーガナイザー
平成29年度触媒学会コンピュータの利用研究会セミナー
日本国 横浜市 2017.11.24 2017.11.24オーガナイザー
精密工学会2018年度春季大会
日本国 東京 2018.03.15 2018.03.17セッションオーガナイザー
第121回触媒討論会
日本国 東京 2018.03.22 2018.03.23セッションオーガナイザー
電子材料物性学研究部門. 松岡　隆志教授
日本電子材料協会 光・半導体デバイス委員会
日本国 東京 1995.06. 継続中幹事
第５回結晶談話会　「Control of surface kinetics during the growth of III-nitrides on native substrates」
Zlatko Sitar　Professor of North Carolina State University, USA
日本国 仙台市 2017.04.06 2017.04.06(主催)
開催国名_英_ 開催都市 開催期間 年月_日__自_ 開催期間 年月_日__至_ 役割名称 備考
第６回結晶談話会　「Current Status and Future on GaN Power Devices for Automobile Applications」
加地　徹　教授　名古屋大学未来材料システム研究所 トヨタ先端パワーエレクトロニクス産学協同研究部門






日本国 仙台市 2017.06.13 2017.06.14(主催)
高坂　亘助教
第２回固体化学フォーラム研究会
日本国 仙台市 2017.06.13 2017.06.14(主催)
関根　良博助教
第２回固体化学フォーラム研究会
日本国 仙台市 2017.06.13 2017.06.14(主催)
分析科学研究部門. 今宿　晋准教授
日本鉄鋼協会　学術部会　３フォーラム合同講演会　「複雑な挙動を示す物質の特性や構造」
日本国 仙台市 2017.05.26 2017.05.26オーガナイザー
フォーラム講演会「材料の構成元素の化学状態と特性の相関の評価・解析」
日本国 仙台市 2017.10.23 2017.10.23オーガナイザー
フォーラム講演会「材料の構成元素の化学状態と特性の相関の評価・解析」
日本国 仙台市 2017.11.10 2017.11.10オーガナイザー
シンポジウム「最先端解析技術を用いた金属材料の特性解析と制御」





日本国 仙台市 2017.11.30 2017.12.01運営委員
開催国名_英_ 開催都市 開催期間 年月_日__自_ 開催期間 年月_日__至_ 役割名称 備考
計算物質科学人材育成コンソーシアム. 寺田　弥生准教授
PCoMSシンポジウム&計算物質科学スパコン共用事業報告会2017
日本国 仙台市 2017.11.09 2017.11.10事務局
山崎　馨助教
第11回分子科学討論会
日本国 仙台市 2017.09.15 2017.09.18実行委員 会場担当
附属新素材共同研究開発センター. 正橋　直哉教授
第50回技術セミナー　金属の魅力を見直そう 観察・分析編 第2回　組成分析
日本国 東大阪市 2017.07.25 2017.07.25オーガナイザー
第51回技術セミナー　金属の魅力を見直そう 観察・分析編 第3回　非破壊検査
日本国 東大阪市 2017.09.26 2017.09.26オーガナイザー
第53回技術セミナー　金属の魅力を見直そう 観察・分析編 第4回　破壊
日本国 東大阪市 2018.02.02 2018.02.02オーガナイザー
第55回技術セミナー　東北地域ものづくり企業基礎力向上セミナー
日本国 仙台市 2018.03.23 2018.03.23オーガナイザー
附属強磁場超伝導材料研究センター. 淡路　智教授
5th French-Japanese High Field Research Collaboration Workshop
日本国 仙台市 2017.12.18 2017.12.20共同実行委員長
附属産学官広域連携センター. 網谷　健児准教授
粉体粉末冶金協会春季大会講演特集
日本国 東京都 2017.06.01 2017.06.01コーディネーター
材料WEEKワークショップ
日本国 京都市 2017.10.10 2017.10.10オーガナイザー
金属ガラス・ナノ金属結晶材料合同講演会




National Synchrotron Radiation Research
Center
NSRRC Neutron Referee 2015.08. 継続中
金属組織制御学研究部門. 古原　忠教授
Editor, Acta/Scripta Materialia (Elsevier B.V.) Editorial Boards 2017.01. 継続中
結晶材料化学研究部門. 宇田　聡教授
Journal of Crystal Growth (Elsevier B.V.) Associate Editor 2004.12. 継続中
High Temperature Materials and Processes





Symposium Hydrogen & Energy Steering Committee 2008.01. 継続中
国際エネルギー機関 （IEA）Hydrogen
Implementing Agreement, Task17, Annex22
Research Expert 2003.01. 継続中
先端結晶工学研究部. 吉川　彰教授
Optical Materials (Elsevier B.V.) Associate Editor 2011.04. 継続中
複合機能材料学研究部門. 後藤　孝教授
Materials Letters (Elsevier B.V.) Associate Editor 200.31.0 継続中






International Committee of Analysis in Steel
and Iron Industry
Vice Chairman 2012.11. 継続中
International Committee of Analysis for the
Steel and Iron Industry
Comittee Member 2008.04. 継続中
International Committee of Analysis in Steel
and Iron Industry





































J-PARC利用者協議会 委員 2015.07. 2018.03.





J-PARCセンターユーザーズオフィス委員会 委員 2016.04. 2018.03.
SPring-8/SACLA 成果審査委員会「査読者」 2016.04. 2018.03.












































Journal of Computer, Chemistry, Japan -
International Edition





















HPCIコンソーシアム 正会員 2017.07. 継続中
材料照射工学研究部門. 永井　康介教授







大洗町 原子力教育推進研究委員会 顧問 2016.06. 2017.05.
原子炉安全専門審査会審査委員 委員 2016.11. 2018.11.











大洗町 原子力教育推進研究委員会 顧問 2017.06. 2018.0.5




資源エネルギー庁 委員 2017.09. 2019.03.






Journal of Fusion Energy (Springer) Associate Editor 2018.01. 継続中
ランダム構造物質学研究部門. 奥部　真樹准教授
高エネルギー加速器研究機構 協力研究員 2009.04. 継続中
ＰＦ-ユーザアソシエーション 推薦選挙管理担当幹事 2015.04. 継続中
日本学術会議 連携会員 2017.10. 継続中
有馬　寛助教
(独)日本学術振興会  第161委員会 委員 2013.04. 継続中
錯体物性化学研究部門. 宮坂　等教授
名古屋大学大学院理学研究科 非常勤講師 2017.04. 2018.03.






国立研究開発法人 理化学研究所 客員研究員 2013.08. 継続中
磁性材料学研究部門. 高梨　弘毅教授
日本原子力研究開発機構 客員研究員 2004.10. 継続中
（公財）新世代研究所 スピンエレクトロニクス研究会委員 2006.05. 継続中
（公財）電磁材料研究所 理事 2011.04. 継続中
(一財)青葉工学振興会 非常勤研究員 2012.04. 継続中




大阪大学 接合科学研究所 運営委員会委員 2014.04. 継続中
東京大学 物性研究所協議会 委員 2014.04. 継続中
東京工業大学 応用セラミックス研究所 共同研究拠点運営委員会委員 2014.04. 継続中
東北大学出版会 評議員 2014.04. 継続中
(一社)みやぎ工業会 特別会員 2014.05. 継続中
(公財)本多記念会 顧問会　委員 2014.05. 継続中
東北エネルギー懇談会 参与 2014.05. 継続中
結晶材料化学研究部門. 宇田　聡教授































(一社)日本鉄鋼協会 委員 2000.04. 継続中
(独)学術振興会第176委員会 幹事 2007.04. 継続中









仙台高等専門学校 非常勤講師 2017.04. 2017.09.
アクチノイド物質科学研究部門. 青木　大教授
文部科学省 科学研究費補助金評価者 2017.12. 2018.12.
分析科学研究部門. 我妻　和明教授




(独)日本学術振興会　製鋼第１９委員会 化学計測研究会　主査 2014.04. 継続中
計算物質科学人材育成コンソーシアム. 毛利　哲夫教授
日本学術会議 連携会委員 2008.10. 継続中
(独)日本学術振興会172委員会 委員長 2001.04. 継続中
次世代スパコン戦略機関プログラム分野2 運営協議会委員、運営委員他 2011.03. 継続中














材料中の水素機能解析技術 第190委員会 幹事 2015.04. 継続中
Grand Renewable Energy 2018 International
Conference



























































































































































































































































Forum on Novel 3D Priting Technologies in Customized Medical
Devices
































































































教授 千葉　晶彦ElyT Workshop 2018

















(１) 東北大学金属材料研究所  第 87 回金研夏期講習会 
 







日時 内容等 講師 
7月27日
(木)   
講義 
開会挨拶 所長・高梨 弘毅 
１) 新規単結晶の開発とその実用化技術の開発 教授・吉川 彰 
２）金属積層造形（３Ｄプリンタ）技術の基礎と応用  教授・千葉 晶彦 
産学連携先端材料研究開発センター（MaSC）見学 千葉研・1 階共有部分 






５）Ｘ線回折法と材料開発：非晶質から結晶まで 教授・杉山 和正 
６）透過電子顕微鏡の基礎と材料開発への応用 教授・今野 豊彦 
異業種交流会 
7月 28日
(金)   
実習 
①マイクロ引下げ法を用いた単結晶作製とその評価 助教・山路 晃広 
②フェーズフィールド法による微細組織発達シミュレーション 准教授・小泉雄一郎 
③ Si の融液成長過程の直接観察実験 助教・前田 健作 
④脱成分法を用いたポーラス金属の作製と評価 准教授・和田 武 









(２) 平成 29 年度みやぎ県民大学 
 
 主催：東北大学金属材料研究所 







日 時 学習内容 講 師 
8 月 22 日(火) 半導体とは？ 
～省エネ・創エネへの貢献～ 
教授・松岡 隆志 
8 月 23 日(水) 超伝導の科学と技術 
～発見から百年、そして未来～ 
教授・佐々木 孝彦 
8 月 24 日(木) 太陽からの贈り物 
～太陽電池のしくみ～ 
助教・沓掛 健太朗 






(３) 片平まつり きんけん一般公開 
 







◆ 片平まつり きんけん一般公開 実行委員会  
委員長 塚﨑 敦 教授 
委 員 Gerrit Ernst-Wilhelm Bauer 教授、藤原航三 教授、南部雄亮 准教授、 
 岡田純平 准教授、髙木成幸 准教授、総務課総務係、情報企画室広報班 
 
 






















(４) 平成 29 年度東北大学金属材料研究所「大洗原子力材料夏の学校」 
 
日時：2017 年 7 月 31 日 (月）  ～ 8 月 4 日 (金） 
会場：東北大学金属材料研究所附属量子エネルギー材料科学国際研究センター 







２００３年 ２００４年 ２００５年 ２００６年 ２００７年 ２００８年 ２００９年 ２０１０年 ２０１１年 ２０１２年
大学院生・理学研究科(前期） 33 32 26 37 41(2) 38（2） 32（2） 30（3） 24（1） 30（2）
大学院生・理学研究科(後期） 22（１） 18（3） 16(3) 11(2) 10 12（1） 14（1） 11 15（1） 16（2）
大学院生・工学研究科(前期） 91（5） 63（4） 74(4) 68(4) 72(6) 68（7） 68(11) 72（8） 82（11） 82（10）
大学院生・工学研究科(後期） 33（11） 30（14） 37(17) 44(21) 42(22) 43（21） 39(21) 50（27） 51（28） 53（28）
大学院生・医工学研究科（前期） 3 5 4 2 0
大学院生・環境科学研究科(前期） データなし 10 7 11(2) 11 10 9（1） 6（1） 10 11（1）
大学院生・環境科学研究科(後期） データなし 5（1） 5（1） 2 2 1 1 1 2（1） 1（1）
研究所等研究生 30（12） 24（10） 22（10） 19（5） 13(9) 16(10) 17(14) 12（11） 13（12） 12（11）
(内社会人） 20（1） 10（1） 10（1） 5 5 5 3 1 1 0
学部学生・理学部 データなし 5 5 4 7 5 9 9 4 6（2）
学部学生・工学部 データなし 19 21 20 22(2) 12 13（1） 6 16 16
日本学術振興会特別研究員 6（0） 6（0） 14（7） 11 10(1) 9（1） 9（2） 6（2） 16（5） 16（7）
計   (社会人研究生除く） 205（28） 202（31） 217(41) 222(34) 225(42) 217（42） 223（60） 215（60） 235（60） 245（66）
２０１３年 ２０１４年 ２０１５年 ２０１６年 ２０１７年
大学院生・理学研究科(前期） 34（6） 48(9) 47(9) 39(6) 37(4)
大学院生・理学研究科(後期） 13（3） 17(3) 19(4) 18(4) 23(7)
大学院生・工学研究科(前期） 84（11） 80(7) 75(7) 77(7) 81(14)
大学院生・工学研究科(後期） 52（32） 59(34) 53(32) 43(27) 38(26)
大学院生・医工学研究科（前期） 0 0 0 0 0
大学院生・環境科学研究科(前期） 9（1） 7(0) 10(1) 7(1) 9(1)
大学院生・環境科学研究科(後期） 0 2(1) 2(1) 2(1) 2(1)
研究所等研究生 11（11） 10(8) 8(8) 10(9) 8(8)
学部学生・理学部 5（1） 5(0) 6(1) 9(3) 7(3)
学部学生・工学部 7（0） 22(0) 12(0) 5(0) 3(0)
日本学術振興会特別研究員 11(4) 15(4) 20(5) 14(4) 11(5)















金属物性論研究部門 理：物理学 （ﾊﾞｳｱｰ ｸﾞﾘｯﾄ ｱｰﾝｽﾄ ｳｨﾙﾍﾙﾑ） 野村　健太郎 2 7 2(1)
結晶物理学研究部門 理：物理学 （藤原　航三） 森戸　春彦 5(1) 1(1)
磁気物理学研究部門 理：物理学 野尻　浩之 2
量子表面界面科学研究部門 理：物理学 齊藤　英治 髙橋　三郎 1 7(1) 8(2)
低温物理学研究部門 理：物理学 塚﨑　敦 藤原　宏平 1 2 2
低温電子物性学研究部門 理：物理学 佐々木　孝彦 井口　敏 3 1
量子ビーム金属物理学研究
部門 理：物理学 藤田　全基 南部  雄亮 1
結晶欠陥物性学研究部門 理：物理学 大野　裕 1
金属組織制御学研究部門 工:金属フロンティア工学 古原　忠 宮本　吾郎 10(2) 1 1(1)
計算材料学研究部門 工：知能デバイス材料学 久保　百司 12(4) 2(1)
材料照射工学研究部門 工：量子エネルギー工学 永井　康介 井上　耕治 1(1) 2(1) 1(1)
原子力材料物性学研究部門 工：量子エネルギー工学 秋山　英二
原子力材料工学研究部門 工：量子エネルギー工学 佐藤　裕樹 1 4 1(1)
電子材料物性学研究部門 工：応用物理学 松岡　隆志 谷川　智之 4 3(2)
ランダム構造物質学研究部門 工：知能デバイス材料学 杉山　和正 奥部　真樹 5
生体材料学研究部門 市坪　哲 3 2(1)
錯体物性化学研究部門 理：化学 宮坂　等 谷口　耕治 1(1) 7(1) 3(2)
非平衡物質工学研究部門 工：知能デバイス材料学 加藤　秀実 和田　武 10(4) 7(6)
磁性材料学研究部門 工：知能デバイス材料学 高梨　弘毅 関　剛斎 2(1) 3(2) 1(1)
結晶材料化学研究部門 理：化学 宇田　聡 岡田　純平 2(2) 4(1) 1(1)
水素機能材料工学研究部門 環：環境システム材料学 折茂　慎一 5(1) 1
先端結晶工学研究部 工：材料システム工学 吉川　彰 4 4
複合機能材料学研究部門 工：材料システム工学 後藤　孝 3 1
加工プロセス工学研究部門 工：材料システム工学 千葉　晶彦 小泉　雄一郎 10(2) 9(9) 3(3)
アクチノイド物質科学研究部門 工：量子エネルギー工学 青木　大 本多　史憲 2 3
不定比化合物材料学研究部
門 工：知能デバイス材料学 今野　豊彦 木口　賢紀 3 3(3)














センター 工：応用物理学 淡路　智 木村　尚次郎 5 1(1)
産学官広域連携センター 工：材料システム工学 水越　克彰網谷　健児
計算材料学センター 工：材料システム工学
低温物質科学実験室 理：物理学 野島　勉 2 1 1(1)






部門名 所属専攻 教員名 職名 博士 単位数 修士 単位数
結晶物理学 理：物理学 森戸　春彦 准教授 分光物理学特殊講義 2 結晶物理学特論 2
物質階層融合科学特殊講義A Ⅳ 2 物質階層融合科学特別講義A Ⅳ 2
磁気物理学特論 2
木俣　基 磁気物理学特論 2
分光物理学特殊講義 2 物質階層融合科学特別講義A Ⅳ 2
物質階層融合科学特殊講義A Ⅳ 2
結晶欠陥物性学 理：物理学 大野　裕 准教授 分光物理学特殊講義 2








原子力材料物性学 工：量子エネルギー工学 秋山　英二 教授 材料化学 2
原子力材料工学 工：量子エネルギー工学 笠田　竜太 教授 材料化学Ⅰ 2
材料化学Ⅱ 2
電子材料物性学 工：応用物理学 松岡　隆志 教授 電子材料物性学A 2
ナノ構造物質工学特論 2 材料構造評価学 2
先端材料評価学 1
奥部　真樹 准教授 先端材料評価学 1
生体材料学 工：金属フロンティア工学 市坪　哲 教授 非平衡物質工学 1
加藤　秀実 教授 生体材料学特論 2 非平衡物質工学 1
和田　武 准教授 非平衡物質工学 1
物質機能創製学特論 2 磁気デバイス材料学 2
高機能材料学特論 2 ナノ構造制御機能発現工学 2
関　剛斎 准教授 磁気デバイス材料学 2
結晶材料化学 理：化学 岡田　純平 准教授 固体化学特論ⅡA 1
水素機能材料工学 環：先端環境創成学 折茂　慎一 教授 環境材料評価学特論 2 環境調和機能材料学 2
結晶物理工学 2
応用電子材料学 1
複合機能材料学 工：材料システム工学 後藤　孝 教授 材料機能制御プロセス学特論 2 結晶物理工学 2
材料システム工学特論 2 応用塑性加工学 1
生体材料学特論 2 医工学概論 2
青木　大 教授 固体物理 2
本多　史憲 准教授 固体物理 2
物質機能創製学特論 2 材料構造評価学 2
物性制御学特論 2
木口　賢紀 准教授 先端材料評価学 2






アルファ放射体実験室 工：量子エネルギー工学 山村　朝雄 准教授 固体物理 2
材料機能制御プロセス学特論 2 材料表面界面科学 2
応用構造材料学 2
淡路　智 教授 低温電子材料物性学特論 2
木村　尚次郎 准教授 低温磁性物理学 2
Gerrit E.W. Bauer 教授 物質階層融合科学特殊講義A Ⅳ 2 物質階層融合科学特別講義A Ⅳ 2
藤原　航三 教授 分光物理学特殊講義 2 結晶物理学特論 2
工：知能デバイス材料学 Rodion V. Belosludov 准教授 計算材料学 2
環境：先端環境創成学 髙木　成幸 准教授 環境調和機能材料学 2
（授業担当状況表から作成）
新素材共同研究開発センター 工：材料システム工学 正橋　直哉 教授
強磁場超伝導材料研究センター 工：応用物理学
不定比化合物材料学 工：知能デバイス材料学 今野　豊彦 教授































部門名 所属専攻 教員名 職名 授業名（学部） 単位数 全学教育 単位数
結晶物理学 理：物理学 藤原　航三 教授 物性物理学特論 2
計算材料学 工：知能デバイス材料学 久保　百司 教授 基礎ゼミ 2
教授 材料科学Ⅰ 2 基礎ゼミ 2
材料科学Ⅱ 2
材料機能設計学 2
宮坂　等 教授 無機化学ⅡA 1
谷口　耕治 准教授 無機化学ⅠA 1
高坂　亘 助教 無機分析化学演習Ｂ 1
関根　良博 助教 無機分析化学演習Ｂ 1
磁性材料学 工：知能デバイス材料学 関　剛斎 准教授 基礎ゼミ 2
無機分析化学概論Ａ 2
無機分析化学演習A 1
岡田　純平 准教授 無機化学ⅠB 1
加工プロセス工学 工：材料システム工学 小泉　雄一郎 准教授 物理学C 2
解析力学 1
材料統計力学 2
分析科学 環境：先端環境創成学 我妻　和明 教授 材料分析科学 2
新素材共同研究開発センター 工：知能デバイス材料学 梅津　理恵 准教授 基礎ゼミ 2
工：知能デバイス材料学 水口　将輝 准教授 物理学A 2








部門名 教員名 職名 大学名「講義名」
結晶物理学研究部門 藤原　航三 教授 京都大学「凝固・結晶成長学」
低温物理学研究部門 塚﨑　敦 教授 筑波大学「最先端ナノ物性・ナノ工学討論」
低温電子物性学研究部門 伊藤　桂介 助教 東北工業大学「電磁気学Ⅱ」
原子力材料工学研究部門 笠田　竜太 教授 京都大学「エネルギー変換科学特別実験及び演習」
構造制御機能材料学研究部門 市坪　哲 教授 名古屋工業大学「物理工学特別講義Ⅰ」
錯体物性化学研究部門 宮坂　等 教授 名古屋大学「化学特別講義2」
錯体物性化学研究部門 宮坂　等 教授 関西学院大学「科学特殊講義XV」
錯体物性化学研究部門 宮坂　等 教授 筑波大学「科学特別講義Ⅶ」
加工プロセス工学研究部門 山中　謙太 助教 仙台高等専門学校「工業力学A」、「加工プロセス工学」
先端結晶工学研究部 吉川　彰 教授 山梨大学「特別講義第一B」







低温物質科学実験室 野島　勉 准教授 広島大学「量子物質科学特別講義A」
低温物質科学実験室 野島　勉 准教授 首都大学東京「物理化学特別講義1」






















































































































Best Poster Presenter Award
The 12nd General Meeting of Asian Consortium on Computational Materials Science - Virtual
Organization



















































































































2018 Annual Meeting of Excellent Graduate Schools for Materials Integration Center and
Materials Science Center in conjunction with 2018 Russia-Japan Conference "Advanced
Materials: Synthesis, Processing and Properties of Nanostructures”
Fabrication of porous carbon film by liquid metal dealloying and its characteristics as








Outstanding Performance of Poster Presentation
2018 Annual Meeting of Excellent Graduate Schools for Materials Integration Center and
Materials Science Center in conjunction with 2018 Russia-Japan Conference "Advanced
Materials: Synthesis, Processing and Properties of Nanostructures"







































The7th Asian Conference On Crystal Growth and Crystal Technology
Growth, Microstructure and Tensile Strength of Co-Cr-Mo Alloy Fiber Grown by Alloy-
Micro-Pulling-Down Method








the second International Symposium on Radiation Detectors and Their Uses
Scintillation properties of Cs2HfCl6 and Gd:Cs2HfCl6 scintillators with an MPPC


























研究室 PD DC MC B4 特別研究学生 小計
１．金属物性論研究部門 5 5 8 18
２．結晶物理学研究部門
３．磁気物理学研究部門
４．量子表面界面科学研究部門 10 1 11
５．低温物理学研究部門 3 3













19．磁性材料学研究部門 4 1 5
20．結晶材料化学研究部門 1 1
21．水素機能材料工学研究部門
















合計 5 57 45 0 0 107
（２）　学生による国際会議発表 (期間：2017年4月～2018年3月)
研究室 招待(口頭) 一般(口頭) 一般(ポスター)
１．金属物性論研究部門 1 4 15
２．結晶物理学研究部門
３．磁気物理学研究部門
















20．結晶材料化学研究部門 4 5 3
21．水素機能材料工学研究部門 1
























































































































































































学士 ATMAJA Taqwa Aditya


























博士 侯 宇航 (Yuhang Hou)
Corrosion Behavior of Anti-Corrosive High-Strength NiCoCrMoFeCu Alloy
 (高強度及び耐食性を持つNiCoCrMoFeCu合金の腐食挙動)
2018.03
博士 王 暁瑜 (Xiaoyu Wang)
Studies on Commercially Pure Titanium (CP-Ti) Fabricated by Electron Beam Melting (EBM)
（電子ビーム積層造形法にて製作した工業用純チタンに対する研究）
2018.03
博士 丁 笑 (Xiao Ding)




博士 康 東洙 (Dong-Soo Kang)





































































































転学 - Johns Hopkins Universityへ転学






























































































































2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年
59 41 56 40 19 39
2 3 4 2 3 1
0 0 0 0 0 0
0 0 0 1 1 0












センター長・技術職員 ： 三浦重幸 
副センター長・技術職員 ： 村上義弘* 
技監・技術職員 ： 石本賢一* 
技術職員 ： 阿部千景*、安倍 渉*、安藤幸輝、五十嵐伸昭*、石川 光、板垣俊子*、伊藤 俊*、伊藤 学 
       井本勇吉、臼井和也、大河原 学*、大滝大河*、大場正志*、大村和世*、緒方亜里*、椛沢祐輔* 
       坂本冬樹*、佐々木嘉信*、佐藤香織*、佐藤和弘*、佐藤寿和、佐藤史弥、島田温彦*、白﨑謙次* 
       菅原孝昌*、杉山知子*、鈴木克弥*、鈴木大介、田中裕也、丹野航太*、丹野伸哉*、千葉友幸* 
       戸澤慎一郎*、永井満家*、成田一生*、野手竜之介*、野村明子*、早坂祐一郎*、原田晃一* 
       伏見和樹*、細倉和則*、本郷健一、柳田康司、山崎正徳*、渡部 信* （五十音順） 
 再雇用職員 ： 青柳英二*、本郷徹男 （五十音順） 
技術補佐員 ： 笹森賢一郎 
                    *印はテクニカルセンターから別の組織に出向している職員 
------------------------------------------------------------------------------ 
【テクニカルセンター運営委員会】 
   委員長  所長：高梨弘毅 
副委員長 教授：古原 忠 
委員    教授：藤原航三、淡路 智  








































海外支援 計 単位 
各種部品等作製 127 16   143 伝票発令件数 
試料ホルダ、治具作製 30 2     32 伝票発令件数 
試験片、試料等加工  92 4   96 伝票発令件数 
鍛造、圧延加工 57 1   58 伝票発令件数 
工作指導室利用支援 730 15          754 利用件数 
 
（２）材料分析研究コア 







海外支援 計 単位 
湿式分析 1225 507 115   1847 分析成分数 
ガス分析 505 239 27    771 分析成分数 
固体分析  67 9   76 試料数 
試料処理 387 220       607 試料数 
電子顕微鏡装置利用  326 253   579 件数 
電顕試料作製装置利用 122 44          166 件数 
観察･試料作製支援 174 92   166 件数 
 
（３）新素材共同研究開発センタ  ー







海外支援 計 単位 
各種単結晶・多結晶・金
属間化合物等作製 
62 32 192 4 290 作製試料数 
薄膜作製 184 5     189 作製試料数 
 焼結 96 16 22     134 試料数数 
表面観察・表面分析・元
素分析 
618 61 126     805 観察測定件数 
X線回折 354 30 18     402 測定件数 
 
（４）量子エネルギー材料科学国際研究センタ  ー







海外支援 計 単位 
共同利用支援 67 120   1124 231 1542 支援延べ日数 
 
（５）アルファ放射体実験室 











123 31 63      217 作業件数 
室内清掃に関わる補助
業務 
63    16      79 作業件数 
実験装置の取扱説明等
の実験補助業務 




10  37     79 作業件数 
水道水の放射能測定          188     188 測定検体数 
 
（６）強磁場超伝導材料研究センタ  ー







海外支援 計 単位 
強磁場環境の提供 18    20   38 支援日数 
 
（７）計算材料学センタ  ー







海外支援 計 単位 
計算機資源の提供 35 18 23    40 116 利用者数 




22 11 12    15 60 依頼対応件数 
大判プリンター利用支
援他 
33 5 1     5 44 依頼対応件数 
 
（８）中性子物質材料研究センタ  ー







海外支援 計 単位 
中性子回折実験支援 
(AKANE) 










7                  7 
実験・ 
作業件数 












海外支援 計 単位 
教員個人業績評価報告 130       130 報告数 
自己点検評価報告 1             1 報告数 
各種データ提供 7                 7 依頼件数 
東北大学情報DBの登録 
および管理 
12                 12 作業件数 
 
（１０）情報企画室情報班ネットワーク担当 







海外支援 計 単位 
各種サーバー・サービ
ス等管理保守 
36 8       44 支援項目数 
ネットワーク・大判プ
リンター等利用支援 





 （１１）極低温科学センタ  ー







海外支援 計 単位 
液体窒素供給 871 592          1463 供給件数 
液体ヘリウム供給 947 828          1775 供給件数 
 
（１２）先端電子顕微鏡センタ  ー







海外支援 計 単位 
電顕観察等   53  69  167   289 件数 
 
（１３）産学連携先端材料研究開発センタ  ー







海外支援 計 単位 
微細加工機の使用支援 615 184          799 供給件数 
エックス線発生装置の
使用支援 





































      講習対象者は本所の大学院学生および研究者 
③指 導 員：機器開発技術グループ職員 
 
平成29年度開催の工作技術講習会のオリエンテーション参加状況と科目別受講状況を以下に示す。 
オリエンテーション参加状況   
  対象者数 参加人数 参加率(%) 
オリエンテーション(安全講習) 27 20 74.1 
科目別受講状況    
            内 訳 
  科 目 受講申込数 受講者数 受講率(%) 
製        図 ※ 9 9 100.0 
旋       盤 23 23 100.0 
フ ラ イ ス 盤 26 26 100.0 
仕  上  工  作 23 23 100.0 
Ｔ Ｉ Ｇ 溶 接 15 15 100.0 
合  計 96 96 100.0 
 
備考  １．※は定員なし（申込者全員） 
２．受講希望者数  ２７名 




















































利 用 人 数 利 用 時 間 
旋   盤 224 477 
形 削 盤 1 3 
フライス盤 292 732 
高速切断機 166 393 
ボ  ール盤 173 220 
ダイヤモンドソ  ー 7 9 
そ の 他 105 199 





図書係長：堀野 正太／図書系職員：池 美沙子／事務補佐員：[2 名] 
---------------------------------------------------------------------------- 
【図書整備委員会】 
委員長 准教授： 野村 健太郎 
委員  准教授： 今宿 晋 
助教： 前田 健作, 木原 工, 原田 尚之, 尾澤 伸樹, 窪谷 茂幸, 野澤 純, 佐藤 豊人 
オブザーバー 教授： 正橋 直哉 

























毎年 2 回、蔵書の定期点検を行い、不明図書・発見図書の確認や書架の整備を行っている。2017 年






・図書室オリエンテーション（2017 年 4 月 27 日（月）開催、57 名参加） 
毎年春に金研の新構成員のため、図書整備委員を講師とした主要データベースの講習と、図書室
利用案内を組み合わせたオリエンテーションを行っている。 
取り上げたデータベース）Alloy Phase Diagrams、CiNii、ICDD、ICSD、Int. Tables for 
Crystallography、J-PlatPat、KAKEN、Phase Equilibria Diagrams、SciFinder、Scopus、Web of Science 
 
・英語論文執筆ワークショップ（2016 年 11 月 7 日（金）開催、45 名参加） 
 本所若手研究者（主に助教、PD、DC）を対象に、英語論文の採用率向上のためのスキル等を学ぶ、
外部講師による実習をまじえた講習会を実施し、参加者全員から好評を得た。 
講師）Mr. William D. Stenson : CEO of FORTE 
Mr. Greg Adams : Manager of FORTE's production division 
内容）テーマ 1：学術論文の執筆、テーマ 2：国際学会で発表する 
 





























５． 統計 （2017 年度） 
 
■施設 
総面積 書架総延長 図書収容能力 総閲覧座席数 パソコン台数 複写機台数 
534 ㎡ 2.39km 6.6 万冊 50 席 6 台 4 台 
■資料 
  和書 洋書 合計  
蔵
書 
蔵書冊数 18,746 冊 60,658 冊 79,404 冊  
年間受入冊数 131 冊 158 冊 289 冊  
雑
誌 
雑誌種類数 394 種 988 種 1,382 種  
年間受入雑誌種類数 103 種 122 種 225 種  
電子ジャーナル数（全学） 15 種 13,416 種 13,431 種  
 新聞種類数 6 種 1 種 7 種  






サービス対象 入室者 貸出 文献複写 現物貸借 
教職員 学生 貸出 （うち搬送） 依頼 発送 借用 貸出 
237 日 320 人 204 人 12,029 人 3,016 冊 (1,032 冊)  41 件 274 件 4 件 18 件 
























３． 2017 年における活動概要 
 
2017 年度に行われた情報企画室広報班の活動としては、次の 6 項目があげられる。 
(1) 広報誌 IMR ニュース KINKEN（Vol. 83,84,85）の発行 
(2) 金研概要 2017 の発行 
(3) ラウンジパネル・サイネージの作製 









(1)  広報誌 IMR ニュース KINKEN (Vol. 83, 82, 83)の発行 
金属材料研究所では、研究所の取り組み、研究成果、研究・教育活動を広報するため、IMR ニュー




の PR と共に金研の百年にわたる歴史的成果を広く。 
 
Vol.83 (2017 年 7 月)        Vol.84 (2017 年 11 月)       Vol.85 (2018 年 3 月) 
 
(2)  金研概要 2017 の発行 
























 金研概要 2017 
サイネージ ラウンジパネル 
            
(4)  英文冊子 KINKEN Research Highlights 2017 の発行 














詳細が一目で理解できるように工夫している。         
 











        金研ホームページ 
 










KINKEN Research Highlights 








参加者が集まり、2017 年秋季は 130 名近い来場者数となった。 




















情報企画室長(兼)点検評価情報DB担当副所長 ：佐々木 孝彦（2014.4～） ／担当教授 ：青木 大（2014.4～） 




























大学情報データベース"、"Essential Science Indicators"、"Researcher ID"から抽出される。 
 


































担当教授（兼）： 藤田 全基、久保 百司 




















1. 東北大学総合ネットワーク StarTAINS および総合技術部に関わる全学的な業務 
  (1) TAINS 無線 LAN のアクセスポイントとエッジルータの維持管理対応 
  (2) 全学ファイアウォールの金研に関わる変更依頼 
  (3) 電子証明書発行サービスの手続き対応 
  (4) 情報セキュリティに関する調査依頼および機材の調整依頼への対応 
  (5) ネットワークインシデント発生時の対応と報告書の作成 
  (6) 情報システム利用連絡会議への参加 




(1)  ロードバランサ更新 
(2)  ポスター印刷用大判プリンタ更新(新システムでのサービスは 2018 年度開始予定) 
(3)  共同利用 Web システム用サーバの切り替え 
3. 本研究所における情報処理に関するネットワーク機器、サーバ、インフラの運用と維持管理 
  (1) ネットワーク機器やサーバの故障、不具合時の調整および復旧対応 
  (2) 固定 IP アドレス機器、バーチャルホスト、外部公開用 URL の登録 
  (3) 無線 LAN アクセスポイント/無線ルーター(研究室が導入した物)の登録 
  (4) メールアカウントの登録および SSH 認証サーバへの公開鍵の登録 
  (5) SSL-VPN サービスおよび無線 LAN サービス(個人認証)用パスワードの発行 
  (6) 研究室等から申請されたメーリングリストの作成と運用支援 
(7) メールサーバでの spam 対策 
 
4. 共用機器の運用及び維持管理 
(1) 無線 LAN システムの拡張と運用 
(2) ポスター印刷用大判プリンタと課金管理サーバ、印刷用クライアントの運用保守 
  およびアカウントと課金管理 
(3) 講堂、セミナー室等の音響機器とプロジェクターに関する技術支援と維持管理への協力 
(4) TV 会議システムの運用管理と配信講義支援 









  ・所内講演会予稿提出システムの運用 
  ・夏期講習会申込システム、アンケートシステムの運用 
  ・会議室予約システムの運用 
  ・旅費試算ツールプログラムの運用 
  ・e-learning システムのサーバ管理 
  ・共同利用の Web 申請システム用サーバの運用支援、修正と機能追加 











































































































































































年 7 月 3 日には、所長による巡視を実施した。また、毎月１回の産業医巡視も併せて実施した。








高い受診率であった。(2016 年度：98.6％、2015 年度：98.6％、2014 年度：97.9%、2013 年度：








2016 年下半期の測定結果は 37 実験室（延べ対象物質 77）に対し、すべての実験室において良好
な作業環境（第 1管理区分（適切））が保たれていた。2017 年上半期は 38 実験室（延べ対象物質
85）について測定を実施した。2017 年上期の結果では、すべての実験室において良好な作業環境








2017 年 7 月 1日から 7日の期間で金研安全週間の啓発を行った。金研安全の日の特別講演会とし
て、7 月 13 日に東京工業大学 非常勤講師 小山富士雄 氏を講師として開催し、52 名の出席者を
えた。 






















ているとともに、同法第 27 条第 4項にもとづく保安教育の実施が義務付けられている。2017 年 6




























































2017 年 11 月 2 日の防災訓練において、地震想定の総合訓練（緊急地震速報による通報訓練、避難
訓練、救助訓練）と 2 号館の各研究部門の教員 2 名に放水まで行う屋内消火栓の使用方法訓練、
参加者全員への消火器と避難器具の使用方法説明、煙体験、地震体験を実施した。また、2017 年
8 月 31 日に消防設備業者の指導による自衛消防班の屋内消火栓放水訓練を実施した。また、今年


























業主任者およびエックス線検査員により 6ヶ月に 1回の頻度で、自主点検を実施した。 
  
(2) 放射線業務従事者再教育 












原子炉等規制法に基づき、核燃料物質使用装置の追加及び使用目的の追加について 2018 年 1 月 22









































(3) 高圧ガス保安教育（低温技術講習会および e-learning） 
金研内の液体寒剤使用研究室を対象とした、高圧ガス保安法と液体寒剤の安全な利用に関する保
















コア長・教授（兼）： 我妻 和明 ／ 教授（兼）： 今野 豊彦 
助手： 中山 健一、長迫 実、大和田 めぐみ 










 実務を担当しているのは、助手 3 名とテクニカルセンターの評価・分析技術グループに所属する技














元素分析、分析成分数/年  （蛍光 X 線分析、分析試料数/年） 
ICP 発光分光分析法等*1 ガス分析*2 蛍光 X 線分析 
所内 所外 所内 所外 所内 所外 
1225 622 505 266 67 9 








された論文等が 9件、学協会等における発表等が 11 件あった。 
 鉄鋼中のニッケル定量のための鉄内標準線を選択するために、23 本のスペクトル線について鉄濃度
と吸光度の関係、測定可能な濃度範囲などを調べた結果、内標準線として適用できる濃度範囲は遷移
確率と相対数密度の積と対応関係のあることが分かった。 (Ref. 1) 。 




ると共に、積層不整構造の詳細を明らかにすることに成功した。 (Ref. 2) 。 
 
Ref. 1  板垣俊子, 芦野哲也, 我妻和明: 連続光源フレーム原子吸光分析法を用いる鉄鋼中ニッケルの
高精度分析のための鉄内標準線の選択と逐次測定内標準法の検討, 分析化学 66, 515–520 
(2017). 
Ref. 2  F. Yoshimura, H. Yamane, M. Nagasako: Synthesis and crystal structure of a new 
aluminum-silicon-nitride phosphor containing boron, Ba5B2Al4Si32N52:Eu, J. Solid State 














































特任助教(兼)：芝 隼人、山崎 馨（2017.2〜） 
技術職員：佐藤 和弘、五十嵐 伸昭、大滝 大河（～2018.2）、丹野 航太 
技術補佐員[1 名]／事務補佐員[1 名]／常駐ＳＥ（企業からの出向）[2 名] 
 
1．はじめに  
計算材料学センターは、久保センター長と、兼任の准教授 1 名、兼任の助教 2 名、技術職員 4 名、









平成 24 年 4月 16 日から稼働を開始した 4代目のスーパーコンピュータ SR16000/M1 は、平成 30 年 3
月 31 日をもってユーザー利用を停止し、平成 30 年 4 月 15 日に稼働を終了した。この 6 年間の間に、
東日本大震災による電気代の高騰という予測不可能な問題が本センターの運営を困窮させたが、この
ような問題を乗り越え、無事に 6 年間の運用を終了させることができた。平成 30 年 8 月からは Cray 
XC50-LC を中心とした新しいスーパーコンピューティングシステムの稼働をスタートさせる。新システ
ムは 3 ペタ FLOPS の計算速度を有し、先代のスーパーコンピューティングシステムと比較すると約 10
倍高速演算が可能なシステムとなっている。新システムでは、CPU を用いて高速演算を行うスーパーコ
ンピュータ Cray XC50-LC に加え、GPU による高速演算が可能なスーパーコンピュータ Cray CS-Storm 
500GT を導入したことが新たな特徴である。さらに、機械学習やディープラーニングなどの AI 技術を
活用したマテリアルズ・インフォマティクスシステムと可視化サーバの導入も新システムの新たな特
色である。本年度は、新システムの仕様書策定、入札手続き、技術審査などの業務に多忙を極めた。
また、本センター初の試みとして、新しいスーパーコンピューティングシステムの愛称を平成 30 年 2
月 22 日～3 月 7 日にかけて一般公募した。この公募情報は、朝日新聞、毎日新聞、共同通信、47News
など 50 件をはるかに越えるデジタルサイトに掲載して頂いた。その結果、486 件もの予想を遥かに上




子科学研究所とともに、平成 28 年 4 月より「計算物質科学スーパーコンピュータ共用事業」を運営し
ており、当センターのスーパーコンピュータの計算資源の 20%までを、上記研究プロジェクトの推進に

















表 1 計算材料学センター構成人員 
センター長・教授 特任准教授(兼) 特任助教(兼) 技術職員 事務補佐員 技術補佐員 計 
1 1 2 4 1 １ 10 
 






















計算材料学センターで行っている業務に対する利用実績状況を表 2及び表 3に示す。 
なお、スーパーコンピューティングシステムを利用した研究成果をまとめた報告書として、第 22 巻 
(平成 28 年度版、原著論文数 39 編)を平成 29 年 8 月に出版した。平成 29 年度版・第 23 巻は平成 30
年 8 月出版に向け編集中である。 
 
表 2 スーパーコンピューティングシステム利用申請者数 
年度 利用申請者数 
平成 29 年度 132 
 
表 3 スーパーコンピュータ利用状況 
年度 ジョブ投入件数 
平成 29 年度 141,876 
 
3.2 スーパーコンピューティングシステム概要  
図 1 にスーパーコンピューティングシステムの概要図を示す。 
図 1． スーパーコンピューティングシステム概要図 
 















 計算材料学センターで主催したセミナー及び講習会を表 4にまとめて示す。 
表 4 セミナー、講習会 
平成 29 年 4月 12 日 
講師：計算材料学センター 丹野 航太 技術職員 
「DIGITS を用いたディープラーニング講習会」 
平成 29 年 5月 17 日 
講師：東北大学金属材料研究所千葉研究室 青柳 健大 助教 
「機械学習を用いた高効率高精度な金属積層造形プロセス設計手法の構
築」 
平成 29 年 6月 30 日 
講師：富士通研究所 菊地 亮太 博士 
「データサイエンスの材料研究への応用に向けた事例紹介」 
平成 29 年 7月 28 日 
講師：計算材料学センター 丹野 航太 技術職員 
「ニューラルネットワークを用いたマインスイーパの解法」 
平成 29 年 10 月 3 日 




発表者：羽山 優介氏 （名古屋大学大学院工学研究科 M2） 
「データ科学的手法を用いた多結晶 Si 中の転位発生・伝搬の可視化」 
平成 29 年 10 月 10 日 
講師:東京大学 大学院工学系研究科 澁田靖 准教授 
「金属材料の凝固・組織形成に係る分子動力学」 
平成 29 年 11 月 8 日 
講師: 東京大学 大学院工学系研究科 今田正俊 教授 
「電子相関の強い物質の第一原理計算科学と計算アルゴリズム」 
平成 29 年 12 月 8 日 AVS/Express 講習会 
平成 29 年 12 月 14 日 
講師: 東京大学 大学院工学系研究科 押山淳 教授 
「密度汎関数理論に基づく大規模かつ長時間シミュレーションの現状と物
質科学」 
平成 30 年 1月 19 日 




平成 30 年 2月 23 日 









表 5 口頭発表、ポスター発表 
口 頭 発 表 , ポ ス タ ー 発 表 件数 
SC17 International Conference for High Performance Computing, Networking, Storage and Analysis  1 






4.2 教員の研究の成果状況  
計算材料学センター教員の活動成果報告の詳細を、表 6及び表 7にまとめて示す。 
 
表 6 論文、総説・解説 
論 文 , 総 説 ・ 解 説 
M. I. De Barros Bouchet, J. M. Martin, J. Avila, M. Kano, K. Yoshida, T. Tsuruda, S. Bai, Y. Higuchi, N. Ozawa, M. Kubo, 
and M. C. Asensio, Diamond-Like Carbon Coating under Oleic Acid Lubrication: Evidence for Graphene Oxide 
Formation in Superlow Friction, Sci. Rep., 7 (2017) 46394. 
T. Onodera, J. Nunoshige, K. Kawasaki, K. Adachi, K. Kurihara, and M. Kubo, Structure and Function of Transfer Film 
Formed from PTFE/PEEK Polymer Blend, J. Phys. Chem. C, 121 (2017) 14589-14596. 
J. Xu, Y. Higuchi, N. Ozawa, K. Sato, T. Hashida, and M. Kubo, Parallel Large-Scale Molecular Dynamics Simulations 
Open New Perspective to Clarify the Effect of Porous Structure on Sintering Process of Ni/YSZ Multi-Particles, ACS 
Appl. Mater. Interfaces, 9 (2017) 31816-31824. 
Y. Wang, J. Xu, Y. Ootani, S. Bai, Y. Higuchi, N. Ozawa, K. Adachi, J. -M. Martin, and M. Kubo, Tight-Binding Quantum 
Chemical Molecular Dynamics Study on the Friction and Wear Processes of Diamond-Like Carbon Coatings: Effect of 
Tensile Stress, ACS Appl. Mater. Interfaces, 9 (2017) 34396-34404. 
Q. Chen, J. Xu, Y. Ootani, N. Ozawa, and M. Kubo, Parametrization of Reactive Force Field for Iron-Water System, J. 
Comput. Chem., Jpn., 16 (2017) 110-111. 
Y. Wang, J. Xu, J. Zhang, Q. Chen, Y. Ootani, Y. Higuchi, N. Ozawa, J. M. Martin, K. Adachi, and M. Kubo, 
Tribochemical Reactions and Graphitization of Diamond-Like Carbon against Alumina Give Volcano-Type Temperature 
Dependence of Friction Coefficients: A Tight-Binding Quantum Chemical Molecular Dynamics Simulation, Carbon, 133 
(2018) 350-357. 
H. Peng, M. Kubo, and H. Shiba, Molecular Dynamics Study of Mesophase Transition upon Annealing of 
Imidazolium-Based Ionic Liquids with Long-Alkyl Chains, Phys. Chem. Chem. Phys., 20 (2018) 9796-9805. 
大谷 優介, 久保 百司, 数値解析と表面分析によるトライボロジーの解明と制御, 6.8 第一原理分子動力学法,テ
クノシステム, 3 月, (2018) 419-428. 
H. Mizuno, H. Shiba, and A. Ikeda, "Continuum limit of the vibrational properties of amorphous solids",  Proceedings of 
the National Academy of Sciences U. S. A. 114 (2017) E9767-E9774  [査読有] 
H. Shiba, P. Keim, and T. Kawasaki, "Isolating long-wavelength fluctuation from structural relaxation in two-dimensional 
glass: cage-relative displacement", Journal of Physics: Condensed Matter 30 (2018) 094004 (9pages) [査読有] 
芝 隼人, 「最近の研究から：２次元ガラスのダイナミクス - 無限対数ゆらぎと固有緩和」 日本物理学会誌 第
72 巻第 10 号 (2017) 717-722 頁  [査読有] 
T． Takanashi，K． Yamazaki， K． Ueda et al．（37 人省略 21 番目）， “Ultrafast Coulomb Explosion of the 
Diiodomethane Molecule Induced by an X-ray Free-electron Laser Pulse”， Phys． Chem． Chem．Phys. 19, 
19707-19721． (2017) 
中村 公亮, 山崎 馨, 河野 裕彦 他 「X 線自由電子レーザーによる分子の超高速崩壊のシミュレーションモデ
ル東北大学サイバーサイエンスセンター 大規模科学計算システム広報 SENAC 印刷中 
菅野 学, 花崎 浩太, 山崎 馨, T. A.Niehaus、河野 裕彦「DFTB 法のナノ・バイオ分子動力学への応用」分子シ
ミュレーション研究会会誌“アンサンブル”Vol. 20 No. 1 pp24-32 (2018) （査読なしの解説） 
Yayoi Terada, Tetsuo Mohri, Oxygen Migration and Local Structural Changes with Schottky Defects in Pure Zirconium 
Oxide Crystals, J. Phys. Soc. Jpn. 87(2018), 054801(8pages) . [査読有] 
 
表 7 口頭発表、ポスター発表 
口 頭 発 表 ,  ポ ス タ ー 発 表 
M. Kubo, Supercomputer Post-K Project: Challenge of Basic Science - Exploring Extremes through Multi-Physics and 
Multi-Scale Simulations, The 25th Anniversary Meeting of APAM (Asia-Pacific Academy of Materials), Sendai, Japan, 
April 9-12, 2017. (Invited Talk) 
久保 百司, ポスト「京」基礎科学の挑戦プロジェクトとトライボロジーシミュレーションへの展開, トライボ
ロジー会議 2017 春, 2017 年 5 月 15 日～17 日、国立オリンピック記念青少年総合センター, 東京（基調講演） 
 
久保 百司, スーパーコンピュータを活用した大規模シンタリングシミュレーション, 粉体粉末冶金協会平成 29
年度春季大会, 2017 年 5 月 31 日～6 月 2 日, 早稲田大学国際会議場, 東京（招待講演） 
M. Kubo, Molecular Dynamics Simulation on Crystal Growth Processes, Nonlinear Partial Differential Equations for 
Future Applications, Sendai, Japan, July 17-21, 2017. (Invited Talk) 
久保 百司, 燃料電池/水素貯蔵/太陽電池/自動車用二次電池におけるマルチスケール/マルチフィジックス計算
科学シミュレーション技術と材料開発への応用, トリケップスセミナー, 2017 年 7 月 24 日, オームビル, 東京
（招待講演） 
M. Kubo, Supercomputer Post-K Project “Challenge of Basic Science - Exploring Extremes through Multi-Physics and 
Multi-Scale Simulations”, The 9h Conference of the Asian Consortium on Computational Materials Science, Kuala 
Lumpur, Malaysia, August 8-11, 2017. (Invited Talk) 
久保 百司, 電子・原子レベルの化学機械研磨プロセスシミュレーションと砥粒・スラリー設計への応用, 精密
加工研究会第 96 回例会, 2017 年 8 月 25 日, 青葉記念会館, 仙台（招待講演） 
M. Kubo, Quantum Chemical Molecular Dynamics Simulations on Tribochemical Reaction Dynamics of Diamond-Like 
Carbon and Molybdenum Dithiocarbamate, 6th World Tribology Congress, Beijing, China, September 17-22, 2017 
(Invited Talk) 
久保 百司, 産学連携に活用する計算科学と材料設計！－マルチフィジックス・マルチスケールシミュレーショ
ン, 第７回化学フェスタ, 2017 年 10 月 17 日～19 日, タワーホール船堀, 東京（招待講演） 
M. Kubo, Supercomputer Post-K Project in Japan for Exploring Extremes through Multi-Physics and Multi-Scale 
Simulations, MATHIAS 2017 Seminar, Paris, France, October 25-27, 2017. (Plenary Lecture) 
M. Kubo, Multi-Physics and Multi-Chemistry Simulations on Friction and Wear Processes of Diamond-Like Carbon 
Films, 2017 International Conference on Functional Carbons, Taipei, Taiwan, November 1-4, 2017. (Invited Talk) 
M. Kubo, Supercomputer Post-K Project “Challenge of Basic Science - Exploring Extremes through Multi-Physics and 
Multi-Scale Simulations”, The 12th General Meeting of ACCMS-VO (Asian Consortium on Computational Materials 
Science - Virtual Organization), Sendai, Japan, December 17-19, 2017. (Invited Talk) 
久保 百司, 燃料電池、太陽電池、自動車用二次電池、触媒、高分子、トライボロジー、エレクトロニクス、合
成、加工、研磨、応力腐食、劣化などに広く役立つ計算科学の基礎と材料設計への応用, トリケップスセミナー, 
2018 年 2 月 21 日, オームビル, 東京（招待講演） 
久保 百司, 研究開発現場のためのマルチフィジックス計算科学シミュレーション技術～実際の適用例とその成
果, 今後の課題と可能性～, 情報機構セミナー, 2018 年 3 月 13 日, きゅりあん, 東京（招待講演） 
Simulation study of continuum elasticity of surfactant membranes, 芝 隼人, 金属材料研究所毛利哲夫特任教授グル
ープセミナー, 東北大金研, 2017 年 5 月 17 日 
２次元ガラスのダイナミクス —無限対数ゆらぎと固有緩和—, 芝 隼人 , 科研費基盤 B「ジャムドマターの非
ガウスゆらぎとレオロジー（代表者：早川 尚男）」定例会議, 東北大学材料科学高等研究所, 2017 年 6 月 9 日 
Unveiling Dimensionality Dependence of Glassy Dynamics: 2D Infinite Fluctuation Eclipses Inherent Structural 
Relaxation, 芝 隼人, 新学術領域研究「ゆらぎと構造の協奏 ― 非平衡系における普遍法則の確立」第４回領域
研究会 A03 班会議,東京大学本郷キャンパス, 2017 年 6 月 24 日 
アルキルイミダゾリウム系イオン液体におけるナノ構造と階層動力学についてのシミュレーション研究， 彭海
龙, 芝 隼人, 東北大学若手研究者アンサンブルワークショップ, 東北大学青葉山キャンパス, 2017 年 7 月 3 日 
Unveiling Dimensionality Dependence of Glassy Dynamics: 2D Infinite Fluctuation Eclipses Inherent Structural 
Relaxation, H. Shiba, Y. Yamada, T. Kawasaki, and K. Kim, 10th Liquid Matter Conference, リュブリャナ, 2017 年 7 月
17 日 
Formation of the Smectic Phase in Imidazolium-Based Ionic Liquids: the role of orientational degree, Hailong Peng and 
Hayato Shiba, 第１１回分子科学討論会, 東北大学川内キャンパス, 2017 年 9 月 25 日 
２次元ガラスのダイナミクスー無限対数ゆらぎと固有緩和, 芝 隼人, 計算統計物理学研究会第７回研究会, 仙
台, 2017 年 9 月 26 日 
イオン液体・イオン性液晶材料の分子シミュレーション — 空間自己組織構造と動力学, 芝 隼人, 彭海龙,  
PCoMS シンポジウム・計算物質科学スパコン共用事業報告会 2017, 仙台, 2017 年 11 月 10 日 
 
Unveiling Dimensionality Dependence of Glassy Dynamics: 2D Infinite Fluctuation Eclipses Inherent Structural 
Relaxation, Hayato Shiba, Yasunori Yamada, Takeshi Kawasaki, and Kang Kim, International Symposium on Fluctuation 
and Structure out of Equilibrium, 仙台国際センター, 2017 年 11 月 21 日 
Smectic Phase Formation in Imidazolium-Based Ionic Liquids with Long Alkyl Chain: the Role of Orientational 
Dynamics, Hailong Peng and Hayato Shiba, International Symposium on Fluctuation and Structure out of Equilibrium,仙
台国際センター, 2017 年 11 月 21 日 
アルキルイミダゾリウム系イオン液体における層形成と構造-動力学相関の分子動力学シミュレーションに 
よる研究, 芝 隼人, 彭海龙, 久保 百司, 第８回イオン液体討論会, 東京農工大学小金井キャンパス, 2017 年 11
月 24 日 
アルキルイミダゾリウムイオン液体における内部階層構造と遅い緩和についての分子動力学計算, 芝 隼人, 彭
海龙, 第 31 回分子シミュレーション討論会, 金沢商工会議所, 2017 年 11 月 29 日 
分子シミュレーション再入門, 芝 隼人, 東北大学金属材料研究所  市坪研究室セミナー, 東北大金研, 2018 年 
2 月 9 日   
ガラスの分子シミュレーション, 芝 隼人, P CoMS 東北大 H29 年度 計算物質科学セミナ－, 東北大学 理学研
究科, 2018 年 2 月 28 日 
若手奨励賞受賞記念講演：大規模シミュレーションを用いた分子集合体の普遍ゆらぎの開拓, 芝 隼人, 日本物
理学会第７３回年次大会, 東京理科大学（野田キャンパス）, 2018 年 3 月 22 日 
Simulation study of fluctuation and dynamics in two dimensions: crystal melting, amorphous solid, and elastic membrane, 
H. Shiba,Workshop on Computer Simulation of Glassy Materials, 長沙, 2018 年 3 月 27 日 
Nonradiative decay pathways of hydroxy methylcinnamate based sunscreens,K. Yamazaki et al．, 第 33 回化学反応討論
会 1P08, 名古屋大学 野依記念学術交流館，名古屋市, 2017 年 6 月 7-9 日 
Laser-induced reaction dynamics of anocarbons, 山崎 馨, 金属材料研究所毛利哲夫特任教授グループセミナー, 東
北大金研, 2017 年 6 月 14 日 
計算機シミュレーションで見る化学反応：日焼け止めはなぜ効くのか？, 山崎 馨，第３回 東北大学若手研究
者アンサンブルワークショップ, 東北大学災害科学研究所, 仙台市, 2017 年 7 月 3 日 
Automated search on the nonradiative decay pathways of cinnamate based sunscreens, K. Yamazaki, ポツダム大学理学
部化学科 Peter Saalfranck 教授研究室セミナー，ポツダム大学，ポツダム，ドイツ，2017 年 9 月 6 日．  
Hydroxy methylcinnamate における無輻射失活経路の置換位置依存性 ,山崎 馨ほか, 第 11 回分子科学討論会
（3A14）, 東北大学川内北キャンパス，仙台市，2017 年 9 月 15－18 日． 
金属イオン交換 MFI ゼオライトによるメタン活性化に関する理論的研究 , 山崎 馨・尾澤 伸樹・久保 百司,第
120 回触媒討論会（2F01）, 愛媛大学城北キャンパス, 松山市，2017 年 9 月 13 日． 
 
メタンから低級オレフィンへの直接転換を可能にする金属超微粒子を担持した複合酸化物触媒材料の創製,山崎 
馨, 尾澤 伸樹，久保 百司, CREST「多様な天然炭素資源の活用に資する革新的触媒と創出技術」（上田渉研究
総括）領域 H29 年度全体チーム会議,北海道大学触媒科学研究所, 札幌市, 2017 年 10 月 14 日 
メタン活性化反応を目指した金属イオン交換 MFI ゼオライト触媒設計に関する理論的研究, 山崎 馨, 尾澤 伸
樹， 久保 百司, CREST「多様な天然炭素資源の活用に資する革新的触媒と創出技術」（上田渉研究総括）領域 
H29 年度全体チーム会議, 北海道大学触媒科学研究所, 札幌市, 2017 年 10 月 15 日 
金属イオン交換 MFI ゼオライト触媒を用いたメタン活性化に関する理論的研究, 山崎 馨・尾澤 伸樹・久保 百
司, 第 33 回ゼオライト研究発表会 (B25)，長良川国際会議場, 岐阜市, 2017 年 12 月 1 日 
計算機シミュレーションを用いてエネルギー問題解決！：メタンを原料とする化成品合成触媒の開発, 山崎 馨, 
第３回東北大学若手研究者アンサンブル研究会, 栄楽館, 郡山市, 2017 年 12 月 5・6 日 
Photoinduced reaction dynamics of nanocarbons, 山崎 馨, 東京大学物性研究所理論インフォーマルセミナー, 東京
大学物性研究所, 2018 年 2 月 21 日 
領域を超えた物質科学研究のための電子状態計算法の基礎と応用, 山崎 馨, PCoMS 東北大 H29 年度 計算物質
科学セミナ－, 東北大学理学研究科, 2018 年 2 月 26 日 
Different Photoisomerization Routes in the Structural Isomers of Cinnamate Based Sunscreens, K. Yamazaki, S. Maeda, 
M. Ehara, T. Ebata,,ICPAC2018(PCC27), Sokhalay Angkor Resort & Spa, Siem Reap, Cambodia ,2018 年 3 月 10 日 
Oxygen migration and local structure change in ZrO2 crystal with vacancies, Yayoi Terada, Tetsuo Mohri, The 12th (Last) 
General Meeting of ACCMS-VO, Sendai, 2017 年 12 月 17 日 
ZrO2結晶 cubic 相における Schottky 欠陥の形成と酸素原子の拡散に対する局所構造の影響の解明, 寺田 弥生，




平成 29 年度、計算材料学センターには、八戸北高校をはじめとして国内外から 167 名の見学者があ
った。 
学術雑誌名 IF(2017) 掲載論文数N
ABSTRACTS OF PAPERS OF THE AMERICAN CHEMICAL SOCIETY * 2
ACS APPLIED MATERIALS & INTERFACES 8.097 3
ACS PHOTONICS 6.88 1
ACS SUSTAINABLE CHEMISTRY & ENGINEERING 6.14 1
ACTA BIOMATERIALIA 6.383 1
ACTA MATERIALIA 6.036 7
ACTA METALLURGICA SINICA 0.704 1
ADVANCED ELECTRONIC MATERIALS 5.466 1
ADVANCED FUNCTIONAL MATERIALS 13.325 2
ADVANCED MATERIALS 21.95 1
AIP ADVANCES 1.653 10
ANALYTICAL SCIENCES 1.355 2
ANGEWANDTE CHEMIE-INTERNATIONAL EDITION 12.102 3
APL MATERIALS 4.127 3
APPLIED PHYSICS EXPRESS 2.555 7
APPLIED PHYSICS LETTERS 3.495 13
APPLIED SURFACE SCIENCE 4.439 1
BUNSEKI KAGAKU 0.244 1
CALPHAD-COMPUTER COUPLING OF PHASE DIAGRAMS AND
THERMOCHEMISTRY 1.935 1
CARBON 7.082 1
CERAMICS INTERNATIONAL 3.057 8
CHEMICAL COMMUNICATIONS 6.29 1
CHEMICAL SCIENCE 9.063 1
CHEMISTRY LETTERS 1.625 2
CHEMISTRY OF MATERIALS 9.89 1
CHEMISTRY-A EUROPEAN JOURNAL 5.16 1
COMMUNICATIONS IN NONLINEAR SCIENCE AND NUMERICAL
SIMULATION 3.181 1
CORROSION SCIENCE 4.862 2
CRYSTAL GROWTH & DESIGN 3.972 4
CRYSTAL RESEARCH AND TECHNOLOGY 1.122 1
CRYSTALS 2.144 1
CRYSTENGCOMM 3.304 2
DALTON TRANSACTIONS 4.099 3
ELECTROCHIMICA ACTA 5.116 1
EUROPEAN PHYSICAL JOURNAL D 1.393 1
FLUID PHASE EQUILIBRIA 2.197 1
FUEL 4.908 1
FUSION ENGINEERING AND DESIGN 1.437 2
FUSION SCIENCE AND TECHNOLOGY 0.991 3
GLOBAL BIOGEOCHEMICAL CYCLES 4.457 1
HIGH TEMPERATURE MATERIALS AND PROCESSES 0.433 1
IEEE MAGNETICS LETTERS 1.568 5
IEEE TRANSACTIONS ON APPLIED SUPERCONDUCTIVITY 1.288 8
付録-１ 2017年ISI対象文献一覧
IEEE TRANSACTIONS ON MAGNETICS 1.467 4
IEEE TRANSACTIONS ON NUCLEAR SCIENCE 1.44 1
INORGANIC CHEMISTRY 4.7 3
INTERMETALLICS 3.42 2
INTERNATIONAL JOURNAL OF FATIGUE 3.132 1
INTERNATIONAL JOURNAL OF HEAT AND MASS TRANSFER 3.891 1
INTERNATIONAL JOURNAL OF HYDROGEN ENERGY 4.229 6
INTERNATIONAL JOURNAL OF PLASTICITY 5.502 2
ISIJ INTERNATIONAL 1.35 4
JAPANESE JOURNAL OF APPLIED PHYSICS 1.452 13
JOURNAL OF ALLOYS AND COMPOUNDS 3.779 20
JOURNAL OF APPLIED PHYSICS 2.176 6
JOURNAL OF BIOMECHANICS 2.431 1
JOURNAL OF BIOMEDICAL MATERIALS RESEARCH PART B-APPLIED
BIOMATERIALS 3.373 1
JOURNAL OF CRYSTAL GROWTH 1.742 16
JOURNAL OF ELECTROANALYTICAL CHEMISTRY 3.235 1
JOURNAL OF ELECTRON SPECTROSCOPY AND RELATED PHENOMENA 1.601 1
JOURNAL OF ELECTRONIC MATERIALS 1.566 2
JOURNAL OF INORGANIC MATERIALS 0.49 1
JOURNAL OF INSTRUMENTATION 1.258 2
JOURNAL OF LUMINESCENCE 2.732 1
JOURNAL OF MAGNETICS 0.628 1
JOURNAL OF MAGNETISM AND MAGNETIC MATERIALS 3.046 4
JOURNAL OF MATERIALS CHEMISTRY A 9.931 1
JOURNAL OF MATERIALS ENGINEERING AND PERFORMANCE 1.34 1
JOURNAL OF MATERIALS RESEARCH 1.495 1
JOURNAL OF MATERIALS SCIENCE 2.993 1
JOURNAL OF MATERIALS SCIENCE-MATERIALS IN ELECTRONICS 2.324 1
JOURNAL OF MICROSCOPY 1.693 1
JOURNAL OF MINERALOGICAL AND PETROLOGICAL SCIENCES 1.03 1
JOURNAL OF NON-CRYSTALLINE SOLIDS 2.488 1
JOURNAL OF NUCLEAR MATERIALS 2.447 4
JOURNAL OF NUCLEAR SCIENCE AND TECHNOLOGY 0.774 1
JOURNAL OF PHYSICAL CHEMISTRY A 2.836 1
JOURNAL OF PHYSICAL CHEMISTRY C 4.484 4
JOURNAL OF PHYSICS D-APPLIED PHYSICS 2.373 4
JOURNAL OF POWER SOURCES 6.945 1
JOURNAL OF SOLID STATE CHEMISTRY 2.179 1
JOURNAL OF SOLID STATE ELECTROCHEMISTRY 2.509 1
JOURNAL OF SUPERCONDUCTIVITY AND NOVEL MAGNETISM 1.142 2
JOURNAL OF THE AMERICAN CERAMIC SOCIETY 2.956 2
JOURNAL OF THE AMERICAN CHEMICAL SOCIETY 14.357 1
JOURNAL OF THE ELECTROCHEMICAL SOCIETY 3.662 1
JOURNAL OF THE EUROPEAN CERAMIC SOCIETY 3.794 5





MATERIALS & DESIGN 4.525 3
MATERIALS CHARACTERIZATION 2.892 2
MATERIALS CHEMISTRY AND PHYSICS 2.21 3
MATERIALS LETTERS 2.687 4
MATERIALS RESEARCH EXPRESS 1.151 1
MATERIALS SCIENCE & ENGINEERING C-MATERIALS FOR BIOLOGICAL
APPLICATIONS 5.08 1
MATERIALS SCIENCE AND ENGINEERING A-STRUCTURAL MATERIALS
PROPERTIES MICROSTRUCTURE AND PROCESSING 3.414 10
MATERIALS SCIENCE AND TECHNOLOGY 1.803 2
MATERIALS SCIENCE IN SEMICONDUCTOR PROCESSING 2.593 1
MATERIALS TRANSACTIONS 0.675 11
MECHANICS OF ADVANCED MATERIALS AND STRUCTURES 2.645 1
METALLURGICAL AND MATERIALS TRANSACTIONS A-PHYSICAL
METALLURGY AND MATERIALS SCIENCE 1.887 7
METALS 1.704 5
MICROSCOPY 1.625 3
MICROSCOPY AND MICROANALYSIS 2.124 1
MOLECULAR CATALYSIS * 1
NANO LETTERS 12.08 2
NANOMATERIALS 3.504 1
NANOTECHNOLOGY 3.404 1
NATURE COMMUNICATIONS 12.353 4
NATURE ENERGY 46.859 1
NATURE MATERIALS 39.235 2
NATURE PHYSICS 22.727 3
NATURE REVIEWS MATERIALS 51.941 2
NPG ASIA MATERIALS 7.208 1
NPJ COMPUTATIONAL MATERIALS 8.941 1
NUCLEAR ENGINEERING AND DESIGN 1.19 1
NUCLEAR FUSION 4.057 2
NUCLEAR INSTRUMENTS & METHODS IN PHYSICS RESEARCH SECTION
A-ACCELERATORS SPECTROMETERS DETECTORS AND ASSOCIATED
EQUIPMENT
1.336 2
NUCLEAR INSTRUMENTS & METHODS IN PHYSICS RESEARCH SECTION
B-BEAM INTERACTIONS WITH MATERIALS AND ATOMS 1.323 1
NUCLEAR PHYSICS B 3.285 1
OPTICAL MATERIALS 2.32 9
OPTICS LETTERS 3.589 1
PHILOSOPHICAL MAGAZINE 1.632 4
PHYSICA B-CONDENSED MATTER 1.453 2
PHYSICA C-SUPERCONDUCTIVITY AND ITS APPLICATIONS 1.453 2
PHYSICA STATUS SOLIDI A-APPLICATIONS AND MATERIALS SCIENCE 1.795 1
PHYSICA STATUS SOLIDI B-BASIC SOLID STATE PHYSICS 1.729 1
PHYSICAL CHEMISTRY CHEMICAL PHYSICS 3.906 2
PHYSICAL REVIEW APPLIED 4.782 1
PHYSICAL REVIEW B 3.813 65
PHYSICAL REVIEW LETTERS 8.839 7
PHYSICAL REVIEW MATERIALS * 2
PHYSICAL REVIEW X 14.385 1
PLASMA CHEMISTRY AND PLASMA PROCESSING 2.658 1
POLYHEDRON 2.067 1
POLYMER 3.483 1
PROCEEDINGS OF THE NATIONAL ACADEMY OF SCIENCES OF THE
UNITED STATES OF AMERICA 9.504 2
RADIATION MEASUREMENTS 1.369 1
RARE METAL MATERIALS AND ENGINEERING 0.29 1
REVIEW OF SCIENTIFIC INSTRUMENTS 1.428 2
RSC ADVANCES 2.936 2
SCIENCE 41.058 3
SCIENCE ADVANCES 11.511 3
SCIENCE AND TECHNOLOGY OF ADVANCED MATERIALS 4.787 1
SCIENCE OF ADVANCED MATERIALS 1.318 2
SCIENTIFIC REPORTS 4.122 13
SCRIPTA MATERIALIA 4.163 6
SOLID STATE COMMUNICATIONS 1.549 3
SPECTROCHIMICA ACTA PART B-ATOMIC SPECTROSCOPY 2.854 2
SUPERCONDUCTOR SCIENCE & TECHNOLOGY 2.861 12
SURFACE AND INTERFACE ANALYSIS 1.263 1
TETSU TO HAGANE-JOURNAL OF THE IRON AND STEEL INSTITUTE OF
JAPAN 0.284 1
THIN SOLID FILMS 1.939 2
TRIBOLOGY LETTERS 2.182 1
ULTRAMICROSCOPY 2.929 1
X-RAY SPECTROMETRY 1.077 1
ZEITSCHRIFT FUR ANORGANISCHE UND ALLGEMEINE CHEMIE 1.179 1
ZEITSCHRIFT FUR PHYSIKALISCHE CHEMIE-INTERNATIONAL JOURNAL











Ranking Institutions Papers Cites Cites/Paper
1 CHINESE ACAD SCI 35,539 643,673 18.11
2 US DEPT ENERGY 13,013 323,467 24.86
3 CNRS 18,455 283,049 15.34
4 UNIV CALIF SYSTEM 9,154 275,369 30.08
5 UNIV CHINESE ACAD SCI 8,562 150,090 17.53
6 TSING HUA UNIV 8,566 142,749 16.66
7 SWISS FEDERAL INSTITUTESOF TECHNOLOGY DOMAIN 6,249 141,498 22.64
8 NANYANG TECHNOL UNIV 5,127 140,334 27.37
8 NANYANG TECHNOL UNIV +NIE 5,127 140,334 27.37
10 MAX PLANCK SOC 4,463 120,644 27.03
11 NATL UNIV SINGAPORE 4,097 116,700 28.48
12 MIT 3,327 116,589 35.04
13 HELMHOLTZ ASSOC 7,765 114,175 14.7
14 IIT 11,323 108,094 9.55
15 SHANGHAI JIAO TONG UNIV 6,803 99,113 14.57
16 UNIV SYS GEORGIA 3,994 99,073 24.81
17 UNIV TEXAS SYS 4,114 94,238 22.91
18 FUDAN UNIV 3,407 92,920 27.27
19 ZHEJIANG UNIV 5,812 92,118 15.85
20 GEORGIA INST TECHNOL 3,559 91,790 25.79
21 INST CHEM CAS 2,467 89,613 36.32
22 NIMS 4,569 89,582 19.61
23 CSIC 6,120 88,860 14.52
24 HARBIN INST TECHNOL 8,954 87,435 9.76
25 NORTHWESTERN UNIV 2,515 86,303 34.32
26 CSIR INDIA 6,944 86,287 12.43
27 SEOUL NATL UNIV 4,484 84,772 18.91






30 KOREA UNIV SCI TECHNOL -UST 6,392 82,083 12.84
31 STANFORD UNIV 1,948 81,039 41.6
32 UNIV CAMBRIDGE 2,998 80,512 26.86
33 PEKING UNIV 3,834 77,350 20.17
34 UNIV SCI & TECHNOL CHINA 4,259 76,602 17.99
35 INST MET RES CAS 4,752 75,098 15.8
36 HARVARD UNIV 2,093 74,898 35.78
37 TOHOKU UNIV 6,041 72,495 12
38 JILIN UNIV 5,014 71,013 14.16
39 CHANGCHUN INST APPLCHEM CAS 2,328 69,386 29.8
40 IMPERIAL COLL LONDON 2,893 69,325 23.96
41 LAWRENCE BERKELEY NATLLAB 1,817 68,929 37.94
42 UNIV SYS OHIO 4,358 68,640 15.75
43 SWISS FED INST TECHNOLLAUSANNE 2,189 68,534 31.31
44 S CHINA UNIV TECHNOL 5,416 68,117 12.58
45 KAIST 3,451 66,456 19.26
46 CENT S UNIV 7,871 66,341 8.43
47 CNR 4,798 65,079 13.56
48 SUZHOU UNIV 3,307 62,999 19.05
49 UNIV ILLINOIS SYSTEM 2,769 62,546 22.59
50 STATE UNIV SYS FLORIDA 3,803 62,019 16.31
51 UNIV SCI & TECHNOL BEIJING 8,009 61,968 7.74
52 OAK RIDGE NATL LAB 2,869 60,737 21.17
53 UNIV CALIF LOS ANGELES 1,493 60,554 40.56
54 HUAZHONG UNIV SCI &TECHNOL 4,445 59,730 13.44
55 US DEPT DEF 3,764 58,881 15.64
56 POSTECH 3,313 58,677 17.71
57 UNIV CHICAGO 2,387 58,076 24.33
58 SHANGHAI INST CERAMICSCAS 3,659 57,141 15.62
59 NATL TAIWAN UNIV 3,324 57,067 17.17
60 UNIV TOKYO 3,398 56,888 16.74
61 TIANJIN UNIV 4,851 56,706 11.69
62 PENN STATE UNIV 2,863 56,255 19.65
63 UNIVERSITY OF NORTHCAROLINA 3,173 55,990 17.65
64 UNIV ILLINOIS URBANA-CHAMPAIGN 2,293 55,753 24.31
65 SUNGKYUNKWAN UNIV 3,643 55,750 15.3
66 UNIV TEXAS AUSTIN 1,617 55,362 34.24
67 JST 1,987 54,954 27.66
68 UNIV MICHIGAN 2,423 54,825 22.63
68 UNIV MICHIGAN SYS 2,423 54,825 22.63
70 UNIV LONDON 2,752 54,793 19.91
71 NATL INST ADV IND SCITECHNOL - JAPAN 3,230 54,422 16.85
72 UNIV PARIS SACLAY COMUE 3,606 54,367 15.08
73 RUSSIAN ACAD SCI 9,879 53,998 5.47
74 SICHUAN UNIV 4,657 53,589 11.51
75 XIAN JIAOTONG UNIV 5,247 53,563 10.21
76 UNIV CALIF SANTA BARBARA 1,324 53,302 40.26
77 CITY UNIV HONG KONG 2,767 51,905 18.76
78 NANJING UNIV 3,137 49,646 15.83
79 ARGONNE NATL LAB 2,121 49,355 23.27
80 DALIAN UNIV TECHNOL 4,511 49,162 10.9
2018年7月12日のEssential Science Indicators［2008年1月1日～2018年4月30日発表論文］
２．物理学( Physics)分野について
Ranking Institutions Papers Cites Cites/Paper
1 US DEPT ENERGY 44,304 993,153 22.42
2 CNRS 53,567 870,121 16.24
3 UNIV CALIF SYSTEM 30,380 791,632 26.06
4 CHINESE ACAD SCI 50,653 591,330 11.67
5 MAX PLANCK SOC 22,742 505,265 22.22
6 HELMHOLTZ ASSOC 24,348 434,467 17.84
7 UNIV PARIS SACLAY COMUE 22,599 418,535 18.52
8 RUSSIAN ACAD SCI 48,480 400,172 8.25
9 SWISS FEDERAL INSTITUTESOF TECHNOLOGY DOMAIN 15,088 341,969 22.66
10 MIT 11,686 338,926 29
11 UNIV CALIF BERKELEY 10,370 333,445 32.15
12 CEA 16,933 320,985 18.96
13 IST NAZL FIS NUCL 18,946 319,047 16.84
14 STANFORD UNIV 8,684 310,564 35.76
15 CSIC 14,136 309,749 21.91
16 LAWRENCE BERKELEY NATLLAB 8,974 294,466 32.81
17 UNIV TOKYO 16,318 286,670 17.57
18 UNIV CHICAGO 11,154 275,866 24.73
19 UNIV PARIS SUD 10,689 226,504 21.19
20 HARVARD UNIV 7,275 222,874 30.64
21 UNIV CAMBRIDGE 9,103 216,792 23.82
22 PRINCETON UNIV 7,590 212,419 27.99
23 STATE UNIV SYS FLORIDA 9,753 209,364 21.47
24 CALTECH 6,103 202,757 33.22
25 UNIV SYS OHIO 8,458 202,284 23.92
26 UNIV SYS MARYLAND 7,919 201,425 25.44
27 UNIV OXFORD 8,099 200,879 24.8
28 UNIV MARYLAND COLL PK 7,467 195,888 26.23
29 UNIV TEXAS SYS 8,212 191,450 23.31
30 UNIV ILLINOIS SYSTEM 7,330 189,817 25.9
31 NAT INST NUCLEAR PARTICLEPHYS 7,810 186,756 23.91
32 CNR 12,275 183,836 14.98
33 ARGONNE NATL LAB 7,228 182,836 25.3
34 UNIV LONDON 8,543 181,785 21.28
35 CERN 7,867 176,870 22.48






38 UNIV WISCONSIN SYSTEM 6,333 169,132 26.71
39 ETH ZURICH 6,813 168,062 24.67
40 COLUMBIA UNIV 4,128 166,505 40.34
41 IMPERIAL COLL LONDON 7,191 163,559 22.74
42 UNIV SORBONNE PARIS CITE-USPC COMUE 6,167 159,099 25.8
43 COMMUNAUTE UNIVGRENOBLE ALPES 9,418 155,551 16.52
44 TSING HUA UNIV 11,025 153,942 13.96
45 BROOKHAVEN NATL LAB 6,024 153,761 25.52
46 SWISS FED INST TECHNOLLAUSANNE 5,705 151,994 26.64
47 UNIV MICHIGAN 6,429 151,841 23.62
48 UNIV MICHIGAN SYS 6,427 151,831 23.62
49 SAPIENZA UNIV ROME 7,426 149,684 20.16
50 UNIV GRENOBLE ALPS 8,974 149,548 16.66
51 SUNY SYSTEM 7,269 148,418 20.42
52 PEKING UNIV 10,145 147,356 14.52
53 UNIV ILLINOIS URBANA-CHAMPAIGN 5,428 146,128 26.92
54 UNIV WISCONSIN MADISON 5,506 146,026 26.52
55 LOS ALAMOS NATL LAB 6,923 145,030 20.95
56 UNIV SCI & TECHNOL CHINA 11,035 144,352 13.08
57 OHIO STATE UNIV 4,870 143,350 29.44
58 UNIV PARIS DIDEROT 5,354 143,027 26.71
59 TOHOKU UNIV 9,931 142,794 14.38
60 KYOTO UNIV 9,380 142,077 15.15
61 STANFORD LINEARACCELERATOR CTR 4,115 141,590 34.41
62 UNIV MUNICH 4,742 139,618 29.44
63 LOMONOSOV MOSCOW STATEUNIV 11,153 136,744 12.26
64 JST 6,789 135,900 20.02
65 CORNELL UNIV 4,102 135,152 32.95
66 DEUTSCHES ELEKTRONENSYNCHROTRON 5,230 133,499 25.53
67 RIKEN 7,358 133,451 18.14
68 PSL RES UNIV PARIS 6,462 133,307 20.63
69 UNIV TEXAS AUSTIN 5,158 132,690 25.73
70 UNIV MANCHESTER 4,510 132,136 29.3
2018年7月12日のEssential Science Indicators［2008年1月1日～2018年4月30日発表論文］










年 海外機関共著ISI論文(件) 全ISI論文(件) 比率(%)
2010年 193 605 31.9%
2011年 194 541 35.9%
2012年 209 545 38.3%
2013年 206 624 33.0%
2014年 196 535 36.6%
2015年 167 474 35.2%
2016年 220 508 43.3%






























被引用回数 2012 年 2013 年 2014 年 2015 年 2016 年 2017 年 
400 以上 1      
300 - 399 1 1     
200 - 299  2  1   
100 - 199 7 8 5    
90 – 99 2 4  2 1  
80 – 89 2 1 5    
70 – 79 3 3 2 1 1  
60 – 69 3 3 3  2  
50 – 59 5 12 4 1 1 1 
40 – 49 15 7 8 6 2  
30 – 39 22 21 9 3 3 2 
20 – 29     12 3 
10 – 19     50 10 
9 以下       
合 計 61 62 36 14 72 16 
（2018 年 7 月 4 日現在） 
注： クラリベイト・アナリティクス社 Web of Science より集計。2012-2015 年に公表された論文に
対しては 30 件以上引用された論文、2016,2017 年に公表された論文に対しては 10 件以上
引用された論文を対象とした。 
 
№ 見学日時 件　　名 人数
1 平成29年4月26日 東北大学部生基礎ゼミ（1年生） 5名
2 平成29年5月10日 東北大学工学部マテリアル・開発系「プレゼミ・フロンティア材料学入門」（1年生） 117名
3 平成29年6月9日 東北大学図書委員定例会 13名
4 平成29年6月13日 耐環境材料学研究部門来訪企業・研究者 10名
5 平成29年6月30日 材料中の水素機能解析技術第190委員会 45名
6 平成29年6月26日 宮城県工業高校（3年生） 43名
7 平成29年8月21日 青森県立八戸北高等学校（2年生） 34名
8 平成29年7月25日 東北産機オリオン会 14名
9 平成29年8月7日 青森県立三本木高等学校（2年生） 29名
10 平成29年9月1日 東京理科大近代科学史料館　 1名
11 平成29年8月28日 宮城県白石高等学校（2年生） 1名
12 平成29年9月29日 宮城県仙台向山高等学校　理数科（1年生） 41名
13 平成29年11月8日 石巻市立　住吉中学校（2年生） 2名
14 平成29年11月17日 宮城県定時制通信制高校理科研究会 10名
15 平成30年2月12日 山形県立東桜学館高校（1年生） 98名

















報告書は 2017 年度の金研の諸活動に対する評価・検証の基礎データ資料です。 
 
金研の第 1回自己点検評価報告書の発行は 1994 年で、2004 年の国立大学法人化以降は毎
年編集発行され、本年発行の 2017 年度版は第 20 回目になります。他大学・他部局におい
ても自己点検評価の実施が求められていることから同様な報告書が発行されていますが、
















2018 年 8 月 
情報企画室長(兼)点検評価情報 DB 担当 
                        副所長    古原 忠 
 
